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● この使用説明書は、2003年8月に作成したものです。それ以降に発売された製品との

組み合わせにつきましては、別紙のサービス窓口にお問い合わせください。

● 製品の仕様および外観の一部を予告なく変更することがあります。

キヤノン株式会社　canon.jp
キヤノン販売株式会社
〒108-8011 東京都港区港南2-16-6

お客様相談窓口
製品の取り扱い方法、修理サービスのご相談は、機種名をご確認のうえ、お買い上げの販売
店または、別紙のサービス窓口にご相談ください。

キヤノンカメラサイトのご案内
キヤノンデジタルカメラのホームページを開設しています。カメラに関する情報を掲載して
いるコンテンツ等もございますので、インターネットをご利用の方は、お気軽にお立ち寄り
ください。

キヤノン株式会社／キヤノン販売株式会社

canon.jp/camera
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ご使用前に必ずお読みください
このたびは、弊社の製品をご購入いただきありがとうございます。
本書には製品をより安全にご使用いただくための注意事項や、操作の手助けとなるマーク、ソフト
ウェアの使用に関する契約内容などが本書の冒頭に記載されています。これらの内容をご一読いた
だいてから、各章の内容をお読みになり、正しくご使用ください。

① 本書の内容の一部または全部を無断で転載することは、禁止されています。
② 本書の内容に関しては、将来予告なく変更することがあります。
③ 本書の内容については万全を期していますが、万一、誤りや記載もれなど、お気付きの点があり
ましたら、別紙のキヤノンお客様ご相談窓口までご連絡ください。

④ このソフトウェアを運用した結果については、上記にかかわらず責任を負いかねますので、ご了
承ください。

ソフトウェア製品使用許諾契約書について
弊社では、弊社のハードウェア製品と同梱のソフトウェア製品につきましては、下記のソフトウェ
ア製品使用許諾契約書を設けさせていただいており、お客様が下記契約にご同意いただいた場合に
のみソフトウェア製品をご使用いただいております。お手数ではございますが、本ソフトウェア製
品を使用される前に下記契約書を十分にお読みください。下記契約にご同意いただけない場合には、
本ソフトウェア製品を未使用のまま速やかに他の同梱の製品並びに領収書（購入を証するものを含
みます。）とともにお買い上げいただいた販売店にご返却ください。この場合、お支払い済の代金を
お返し致します。
なお、本ソフトウェア製品を使用された場合には、お客様が下記契約にご同意いただいたものとさ
せていただきます。

ソフトウェア製品使用許諾契約書
キヤノン株式会社（以下キヤノンといいます。）は、お客様に対し、本契約書とともにご提供するソ
フトウェア製品（当該製品のマニュアルを含みます。以下「許諾ソフトウェア」といいます。）の譲
渡不能の非独占的使用権を下記条項に基づき許諾し、お客様も下記条項にご同意いただくものとし
ます。「許諾ソフトウェア」およびその複製物に関する権利はその内容によりキヤノンまたはキヤノ
ンのライセンサーに帰属します。

１. 使用許諾
① お客様は、「許諾ソフトウェア」を、一時に一台のコンピューターにおいてのみ使用すること
ができます。お客様が、同時に複数台のコンピューターで「許諾ソフトウェア」を使用した
り、また「許諾ソフトウェア」をコンピューターネットワーク上の複数のコンピューターで
使用する場合には、別途契約によりキヤノンからその使用権を取得することが必要です。

② お客様は、再使用許諾、譲渡、頒布、貸与その他の方法により、第三者に「許諾ソフトウェ
ア」を使用もしくは利用させることはできません。

③ お客様は、「許諾ソフトウェア」の全部または一部を修正、改変、リバース・エンジニアリン
グ、逆コンパイルまたは逆アセンブル等することはできません。また第三者にこのような行
為をさせてはなりません。

2．「許諾ソフトウェア」の複製
お客様は、バックアップのために必要な場合に限り、「許諾ソフトウェア」中のソフトウェア・
プログラムを１コピーだけ複製することができます。あるいは、オリジナルをバックアップの目
的で保持し、「許諾ソフトウェア」中のソフトウェア・プログラムをお客様がご使用のコンピュ
ーターのハードディスクなどの記憶装置１台のみに１コピーだけ複製することができます。しか
し、これら以外の場合にはいかなる方法によっても「許諾ソフトウェア」を複製できません。お
客様には、「許諾ソフトウェア」の複製物上に「許諾ソフトウェア」に表示されているものと同
一の著作権表示を行っていただきます。
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3. 保証
キヤノンは、お客様が「許諾ソフトウェア」を購入した日から90日の間、「許諾ソフトウェア」
が格納されているディスク（以下「ディスク」といいます。）に物理的な欠陥がないことを保証
します。当該保証期間中に「ディスク」に物理的な欠陥が発見された場合には、キヤノンは、
「ディスク」を交換いたします。

4. 保証の否認・免責
① 前項に定める場合を除き、キヤノン、キヤノンの子会社、それらの販売代理店および販売店
は、「許諾ソフトウェア」がお客様の特定の目的のために適当であること、もしくは有用であ
ること、または「許諾ソフトウェア」にバグがないこと、その他ソフトウェア製品に関して
いかなる保証もいたしません。

② キヤノン、キヤノンの子会社、それらの販売代理店および販売店は、「許諾ソフトウェア」の
使用に付随または関連して生ずる直接的または間接的な損失、損害等について、いかなる場
合においても一切の責任を負わず、また「許諾ソフトウェア」の使用に起因または関連して
お客様と第三者との間に生じたいかなる紛争についても、一切責任を負いません。

5. 輸出
お客様は、日本国政府または該当国の政府より必要な認可等を得ることなしに、「許諾ソフトウ
ェア」の全部または一部を、直接または間接に輸出してはなりません。

6. 契約期間
① 本契約は、お客様が「許諾ソフトウェア」を使用された時点で発効します。
② お客様は、キヤノンに対して30日前の書面による通知をなすことにより本契約を終了させる
ことができます。

③ キヤノンは、お客様が本契約のいずれかの条項に違反した場合、直ちに本契約を終了させる
ことができます。

④ 本契約は、上記②または③により終了するまで有効に存続します。上記②または③により本
契約が終了した場合、キヤノン、キヤノンの子会社、それらの販売代理店および販売店は、
本製品の代金をお返しいたしません。お客様は、本製品の代金の返還をキヤノン、キヤノン
の子会社、それらの販売代理店および販売店に請求できません。

⑤ お客様には、本契約の終了後2週間以内に、「許諾ソフトウェア」およびその複製物を廃棄ま
たは消去した上、廃棄または消去したことを証する書面をキヤノンに送付していただきます。

7. 一般条項
① 本契約のいずれかの条項またはその一部が法律により無効となっても、本契約の他の部分に
影響を与えません。

② 本契約に関わる紛争は、東京地方裁判所を管轄裁判所として解決するものとします。
以上

キヤノン株式会社

登録商標について
● CanonおよびEOSは、キヤノン株式会社の商標です。
● Canon Image GatewayおよびImage Gatewayは、日本国内において商標登録出願中です。
● AdobeおよびPhotoshopは、Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の商標
です。

● CompactFlash（コンパクトフラッシュ）は、SanDisk Corporationの商標です。
● IBM PC/ATシリーズは、米国International Business Machines社の商標または登録商標です。
● MicrosoftおよびWindowsは、米国Microsoft Corporationの米国および他の国における登録
商標または商標です。

● iBookおよびiMac、QuickTimeは、米国アップルコンピュータ社の商標です。
● MacintoshおよびPowerBook、Power Macintosh、FireWireは、米国および他の国で登録
された米国アップルコンピュータ社の商標です。

● その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。



A-3

本書の構成と操作説明、本文中のマークについて
● 本書はWindows章、Macintosh章の順に構成されています。

本書では、Windows XP Professional/Home EditionをWindows XP、Windows
Millennium EditionをWindows Me、Windows 2000 ProfessionalをWindows 2000、
Windows 98 Second EditionをWindows 98 SEと表記しています。

● 各OSの操作方法が共通のときは、WindowsではWindows XP、MacintoshではMac
OS X（10.2）を使用したときの画面を例に説明しています。

● 本文中の［ ］内の語句は、コンピューターの画面上に表示されるボタン名称やアイコン
名称などを示しています。

● 本文中の（ ）内の数字は、参照ページを示しています。
● カメラの操作については、カメラに付属の使用説明書を読まれたことを前提に説明してい
ます。

● 各ソフトウェアの詳しい使いかたや制限事項については、各ソフトウェアの「ヘルプ」や
「Readme」、「はじめにお読みください」、「ソフトウェアガイド」（A-7）もあわせて参照
してください。

● File Viewer Utilityからの画像転送には、別途レタッチソフトが必要です。また、
TWAIN Driverの起動には、別途TWAIN Driver対応のソフトウェアが必要です。
本文中に記載しているFile Viewer Utilityから画像を転送するときの説明や、TWAIN
Driver対応のソフトウェアの説明は、Adobe Photoshop Elements 2.0を例に行って
います。

● 本文中の以下のマークのついた欄は、それぞれ次のような内容について説明しています。

: ソフトウェアやコンピューターの操作に不都合が生じる恐れのある注意事項が書かれ

ています。

: 基本操作に加えて、知っておいていただきたい事項が書かれています。

Macintoshにソフトウェアを 

インストールする .....................................M-4

Photoshop Elements 2.0の 

インストール.............................................M-6

通信モードを設定する .............................M-8

カメラとコンピューターを接続する ......M-9

CFカードをカードリーダーに差し込む 

.................................................................M-11
CFカードのフォルダ構造と 
ファイル名について.........................M-11

OS X（10.1以降）のPTP機能でJPEG画像 

を取り込む .............................................M-12

File Viewer Utilityを起動する ...........M-14

画像を表示する ......................................M-18

画像を選ぶ .............................................M-19
マウスで画像を選ぶ.........................M-19
コントロールパネルで画像を選ぶ ...M-19

機種依存処理モードを選ぶ ..................M-20

画像の表示方法を選ぶ ..........................M-21
表示モードを選ぶ ............................M-21
表示サイズを選ぶ ............................M-22
AFフレームの確認 ...........................M-22
サムネイル画像の情報表示枠を 
表示／非表示にする.........................M-23
メインウィンドウの表示を 
最新の状態にする ............................M-23
画像情報を表示／非表示にする .....M-23

選んだ画像に関する操作 ......................M-24
画像にプロテクトをかける .............M-24
画像を条件で選ぶ ............................M-24
画像を回転する ................................M-25
画像を消去する ................................M-25
画像情報の確認とコメント入力 .....M-26
画像を印刷する ................................M-26

1 コンピューターにソフトウェアを 
インストールする ................M-3

2 画像操作の準備をする ..........M-7

3 File Viewer Utilityで 
撮影画像を操作する ..........M-13

M

各OSの操作方法が共通のときは、Mac OS X（10.2）を使用したときの 
画面を例に説明しています。また、本章では、Mac OS XをOS X、Mac
OS 9.2をOS 9と表記しています。 

Macintosh

Windowsにソフトウェアを 

インストールする .....................................W-4

Photoshop Elements 2.0の 

インストール ............................................W-8

通信モードを設定する ..........................W-10

カメラとコンピューターを接続する ...W-11

CFカードをカードリーダーに差し込む 

.................................................................W-13
CFカードのフォルダ構造と 
ファイル名について ........................W-13

Windows XPのPTP機能でJPEG画像を 

取り込む .................................................W-14

File Viewer Utilityを起動する ...........W-16

画像を表示する .....................................W-20

画像を選ぶ .............................................W-21
マウスで画像を選ぶ ........................W-21
コントロールパネルで画像を選ぶ ...W-21

機種依存処理モードを選ぶ ..................W-22

画像の表示方法を選ぶ ..........................W-23
表示モードを選ぶ ............................W-23
表示サイズを選ぶ ............................W-24
AFフレームの確認 ...........................W-24
サムネイル画像の情報表示枠を 
表示／非表示にする ........................W-25
メインウィンドウの表示を 
最新の状態にする ............................W-25
画像情報を表示／非表示にする .....W-25

選んだ画像に関する操作 ......................W-26
画像にプロテクトをかける .............W-26
画像を条件で選ぶ ............................W-26
画像を回転する ................................W-27
画像を消去する ................................W-27
画像情報の確認とコメント入力 .....W-28
画像を印刷する ................................W-28

各OSの操作方法が共通のときは、Windows XPを使用したときの画面を 
例に説明しています。 

1 コンピューターにソフトウェアを 
インストールする ................W-3

2 画像操作の準備をする ..........W-9

3 File Viewer Utilityで 
撮影画像を操作する ..........W-15

wWindows
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本書の構成と操作説明、本文中のマークについて

● このほか、WIA Driver／TWAIN Driver（W-59）では、カメラから簡単にJPEG画像を
取り込むことができます。また、ZoomBrowser EX（W-65）／ImageBrowser（M-
57）では、ExifPrint対応の印刷やパノラマ合成を行うことができます。

● 各ソフトウェアの説明は、「ソフトウェアについて」（A-5）に記載しています。ご使用目
的にあわせてソフトウェアを選んでください。

安全上のご注意
ご使用前にこの「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。ここに示し
た注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害を未
然に防止するためのものです。内容をよく理解してから本文をお読みください。

警告

同梱のCD-ROMをCD-ROM対応ドライブ以外では絶対に再生しないでください。音楽
用CDプレイヤーで使用した場合は、スピーカーなどを破損する恐れがあります。また
ヘッドフォンなどをご使用になる場合は、大音量により耳に障害を負う恐れがあります。

ソフトウェアをインストールする（W-3、M-3） 

カメラとコンピューターを接続する（W-9、M-7） 

撮影した画像を操作したいときは 

File Viewer Utilityを起動する 
（W-16、M-14） 

画像を表示する（W-20、M-18） 

コンピューターから撮影したいときは 

RemoteCaptureを起動する 
（W-50、M-48） 

画像を撮影して 
コンピューターに保存する 

（W-52、M-50） 

RAW画像を現像する（W-29、M-27） 

画像を保存する（W-36、M-34） 

操作の流れ
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ソフトウェアについて
同梱されているCD-ROMに収められているソフトウェアの主な機能を紹介します。

■EOS DIGITAL SOLUTION DISK
イ オ ス デ ジ タ ル ソ リ ュ ー シ ョ ン デ ィ ス ク

File Viewer Utility
ファイルビューワーユーティリティー

● RAW画像撮影が主で、本格的な画像処
理をされる方におすすめします。

● カメラ内のCFカードに保存されている
撮影画像の一覧や個別画像の一枚表示、
RAW画像の表示や現像、コンピュータ
ーへの画像取り込み、レタッチソフトへ
の転送ができます。

● 画像の回転、プロテクト、保存、削除、
インデックス印刷ができます。

● コンピューターに保存したRAW画像の
表示や現像ができます。

ZoomBrowser EX
ズームブラウザー イーエックス

／PhotoRecord
フ ォ ト レ コ ー ド

ImageBrowser
イ メ ー ジ ブ ラ ウ ザ ー

● JPEG画像撮影が主で、簡単な操作で画像の一覧や個別画像の一枚表示、コンピューター
への画像取り込み、さまざまなレイアウトを行った印刷をされる方におすすめします。

● 画像の加工や画像の管理・整理が簡単にできます。

● 印刷レイアウトソフト・PhotoRecordと連携し、印刷画像のサイズ設定、配置、複数画
像の自動レイアウト、フレームや背景の選択、タイトルや説明文の入力などを行った印刷
が簡単にできます。

● メールソフトと連携し、画像を電子メールに添付して送ることができます。

● ブラウザーソフトを起動し、「CANON iMAGE GATEWAY」（インターネット上のオン
ラインフォトサービス）へ簡単な操作で画像を登録することができます。

Macintosh

Windows

MacintoshWindows
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ソフトウェアについて

RemoteCapture
リ モ ー ト キ ャ プ チ ャ ー

● カメラをコンピューターから制御して1コマ撮影、タイマー撮影、インターバルタイマー
撮影ができます。

● 撮影画像をコンピューターに直接、取り込むこともできます。

WIA Driver
ダブリューアイエードライバー

● WIA Driverは、カメラとコンピューターの通信を制御するソフトウェアです。
● Windows XP、Meで、File Viewer Utility、ZoomBrowser EX、RemoteCaptureを
使用するときは、必ずインストールしてください。

● WIA Driverを単体で使用したときは、［スキャナとカメラ ウィザード］やエクスプローラ
ー上で、簡単にJPEG画像が取り込めます。

TWAIN Driver
ト ゥ エ イ ン ド ラ イ バ ー

● TWAIN Driverは、カメラとコンピューターの通信を制御するソフトウェアです。
● Windows 2000、98 SEで、File Viewer Utility、ZoomBrowser EX、
RemoteCaptureを使用するときは、必ずインストールしてください。

● TWAIN Driverを単体で使用したときは、カメラ内のCFカードに保存されているJPEG画
像の表示や、TWAIN Driver対応ソフトウェアへ転送できます。

PhotoStitch
フ ォ ト ス テ ィ ッ チ

● 撮影した複数の画像を自動的に合成して、パノラマ写真などが簡単に作成できます。

MacintoshWindows

Windows

Windows

MacintoshWindows
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ソフトウェアについて

PTPについて
P T P
ピーティーピー

（Picture Transfer Protocol
ピ ク チ ャ 　 ト ラ ン ス フ ァ ー 　 プ ロ ト コ ル

）とは、画像転送の標準プロトコルです。デジタルカメラの
画像をコンピューターへ、簡単に取り込むことができます。
ご使用のカメラは、このPTPに対応しています。Windows XP、Mac OS Xをお使いのときは、
EOS DIGITAL SOLUTION DISKのソフトウェアを起動しなくても、カメラとコンピューターを
接続するだけで、［スキャナとカメラ ウィザード］（Windows XP）や［イメージキャプチャ］
（Mac OS X）から、簡単にJPEG画像を取り込むことができます。

■Adobe Photoshop Elements 2.0 DISK
ア ド ビ フ ォ ト シ ョ ッ プ エ レ メ ン ツ  2 . 0  デ ィ ス ク

Photoshop Elements 2.0

● 高度な画像処理機能を備えた、本格的なレタッチソフトです。

ZoomBrowser EX／ImageBrowser
ソフトウェアガイドについて

ZoomBrowser EXやImageBrowserには、さらに詳しい機能や使いかたを説明したPDF形

式のマニュアルが、キヤノンのホームページに用意されています。ご覧になるには、インタ

ーネットブラウザを使って、下記のサイトにアクセスしてください。

http://canon.jp/support/

PDF形式のマニュアルをご覧になるには、Adobe Acrobat Readerが必要です。お
使いのコンピューターにAdobe Acrobat Readerがインストールされていないとき
は、別途Adobe Acrobat Readerをご用意ください。
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ソフトウェア動作環境
付属のソフトウェアは、次の動作環境に対応しています。

Windowsでの動作環境

Windows XP（Home Edition / Professional）、
OS（オーエス）

Windows Me、Windows 2000、Windows 98 SE

上記の日本語版OSがプリインストールされていて、

USB接続部を標準装備したコンピューター
機種

* NEC PC9800／9821シリーズおよび、

アップグレード機は非対応

Windows XP：Pentium 300MHz以上
CPU（シーピーユー）

Windows Me、2000、98 SE：Pentium150MHz以上

Windows XP：256MB以上必要
RAM（ラム）

Windows Me、2000、98 SE：128MB以上必要

インターフェース USB

File Viewer Utility：100MB以上、

RemoteCapture：20MB以上、WIA Driver：25MB以上、

ハードディスク空き容量
TWAIN Driver：25MB以上、

ZoomBrowser EX（PhotoRecord 含む）：120MB以上、

PhotoStitch：40MB以上、

Adobe Photoshop Elements 2.0：350MB以上

ディスプレイ
800×600ドットHigh Color（16ビット）以上必要

1024×768ドット True Color（32ビット）以上推奨

● Windows 98では、ご使用になるコンピューターの環境により、正しく動作しないこと

があります。Windows 98 SE以降のOSをご使用ください。

● ソフトウェアをインストールするために、CD-ROMドライブが必要です。
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ソフトウェア動作環境

Macintoshでの動作環境

Mac OS X（バージョン10.2推奨）、
OS（オーエス）

Mac OS 9.0～9.2（Mac OS 9.2推奨）

上記の日本語版OSがインストールされていて、

USB接続部を標準装備したMacintoshコンピューター
機種

* 初代iMacをお使いのときはファームウェアのアップデート

が必要です

CPU（シーピーユー） Power PC

Mac OS X：256MB以上必要、
RAM（ラム）

Mac OS 9.0～9.2：128MB以上必要

インターフェース USB

File Viewer Utility：100MB以上、

ハードディスク空き容量
RemoteCapture：15MB以上、ImageBrowser：50MB以上、

PhotoStitch：30MB以上、

Adobe Photoshop Elements 2.0：400MB以上

ディスプレイ
800×600ドット 32,000色以上必要、

1024×768ドット以上推奨

● Mac OS XでUFS (Unix File System) フォーマットされたディスクには対応していま

せん。

● ソフトウェアをインストールするために、CD-ROMドライブが必要です。
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コンピューターにソフトウェアを
インストールする

1
この章では、付属のソフトウェアをインストールする手順について
説明します。

1

W
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Windowsにソフトウェアをインストールする
● ご使用のコンピューターが、SOLUTION DISKのソフトウェア動作環境（A-8）に対応し
ていることを確認されたあと、手順通りにインストールしてください。

● Photoshop Elements のインストール方法は、（W-8）を参照してください。

正しいインストール手順

● ソフトウェアのインストールは、必ず以下の手順通りに行います。

1 コンピューターを起動する
2～11 ソフトウェアをインストールする

12 CDを取り出す
13 カメラの通信設定を確認する
14～15 インストールを完了する

● カメラとコンピューターを接続すると、インストールが完了します。

1 コンピューターを起動する
● 使用中のソフトウェアをすべて終了してください。

2 CD（EOS DIGITAL SOLUTION DISK）を入れる
インストーラーパネルが表示されます。

3［デジタルカメラソフトウェアのインストール］をクリックする
［インストールの準備をしていま
す。］画面が表示され、しばらく
すると、［Solution Disk
InstallShieldウィザードへよう
こそ］画面が表示されます。

● 手順通りにインストールができなかったときは、「インストールがうまくいかなか
ったときは」（W-7）を参照してください。

● ソフトウェアをインストールする前に、カメラとコンピューターを接続してしまっ
たときは、「トラブルシューティング」（W-82）を参照してください。

● インストールする前に、カメラとコンピューターを絶対に接続しないでください。
インストールが正しく行われません。

● カメラとコンピューターの接続は、手順14で初めて行います。

インストーラーパネルが表示されないときは

［スタート］ボタン ［マイ コンピュータ］の順にクリック（他の
Windowsでは、デスクトップの［マイ コンピュータ］をダブルクリック）
し、CDを入れたCD-ROMドライブを右クリックして、表示されるメニュー
から［開く］を選んだあと、［Setup］アイコンをダブルクリックします。
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4［次へ］ボタンを押す

5 契約書の内容を確認する
● 内容を確認して同意するときは、［はい］ボタンを押します。

6 インストール先を確認する
● 内容を確認して［次へ］ボタンを押します。

7 インストールするソフトウェアを確認する
● インストールするソフトウェア
に、□✓ が入っていることを確認
して、［次へ］ボタンを押します。

8［EOS Kiss/REBEL/300D］に□✓ を入れる
●［EOS Kiss/REBEL/300D］の□をクリックして、□✓ になれば、［次へ］ボタン
を押します。

9 インストールの内容を確認する
● 内容を確認して［次へ］ボタンを押します。

インストールがはじまります。

● インストールにかかる時間は、ご使用のコンピューターにより異なりますが、目安
として約2～4分程度です。

10［OK］ボタンを押す
●［Canon Solution Disk セットアップは･････］の表示内容を確認して［OK］
ボタンを押します。

Windowsにソフトウェアをインストールする

File Viewer Utility、ZoomBrowser EX、RemoteCaptureを使用するときは、ご
使用のWindowsにより表示される以下のDriverを、必ず一緒にインストールしてく
ださい。
・Windows XP、Me：［Canon Camera WIA Driver］
・Windows 2000、98 SE：［Canon Camera TWAIN Driver］
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Windowsにソフトウェアをインストールする

11 コンピューターを再起動する
●［はい、今すぐコンピュータを再起動します。］に、○• が入っていることを確認
して、［完了］ボタンを押します。

12CDを取り出す
コンピューターが再起動したら、CDを取り出します。

● インストーラーパネルが表示されたときは、［終了］をクリックしてインストー
ラーパネルを終了してから、CDを取り出します。

13カメラの通信設定を確認する
● カメラの電源スイッチを〈ON〉
にして、メニュー〈 〉の
［通信設定］が［標準］に設定
されているか確認します。

● 終わったら、カメラの電源ス
イッチを〈OFF〉にします。

14カメラとコンピューターを接続する

15カメラの電源スイッチを〈ON〉にしてインストールを完了する
カメラの電源スイッチを〈ON〉にすると、［新しいハードウェアが見つかりまし
た］が表示され、表示が自動的に消えると、インストール完了です。

●［EOS Kiss REBEL 300D］画面（イベント画面）や［スキャナとカメラ ウ
ィザード］が表示されたときは、［キャンセル］ボタンを押して表示された画面
をすべて終了します。

● コンピューターの再起動を求める画面が表示されたときは、コンピューターを再
起動します。

専用USBケーブル

USB接続部

デジタル〈 〉端子

専用USB
ケーブル

再起動する前にCDを取り出さないでください。CDの取り出しは、手順12で行い
ます。

［新しいハードウェアが見つかりました］の表示が自動的に消えるまで、絶対にカ
メラの電源スイッチを〈OFF〉にしないでください。
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Windowsにソフトウェアをインストールする

Windows 2000、Me、98 SEをお使いのときは
● カメラの電源スイッチを〈ON〉に
したときに、ご使用のWindowsや
コンピューター環境により、［新し
いハードウェアが見つかりました］、
［ドライバ情報データベースの作成］
などが表示されることがあります。
そのときは、表示が自動的に消える
とインストール完了です。

●［EOS Kiss REBEL 300D］画面（イベント画面）や［スキャナとカメラ ウィザード］
が表示されたときは、［キャンセル］ボタンを押して表示された画面をすべて終了します。

● コンピューターの再起動を求める画面が表示されたときは、コンピューターを再起動
します。

インストールがうまくいかなかったときは
インストールがうまくいかないときは、以下の項目を確認してください。また、確認中に
［新しいハードウェアの追加（Windows 2000では検出）ウィザード］が表示されたときは、
［キャンセル］ボタンを押して終了し、いったんカメラとコンピューターの接続を外してくだ
さい。そのあと、インストールをやりなおしてください。

（1）お使いのコンピューターは、以下に該当していますか？

● USB接続部を標準装備したWindows XP、Windows 2000、Windows Me、
Windows 98 SEの日本語版プリインストール機。（A-8）

（2）カメラは正しく接続されていますか？
● 接続方法は手順13、14を参照してください。

（3）カメラとコンピューターが通信できる状態になっていますか？
● カメラの電源スイッチが〈ON〉になっているか確認してください。

● カメラの通信設定が［標準］に設定されているか確認してください。設定方法は手順
12を参照してください。

● カメラの電源スイッチが〈ON〉になっていても、オートパワーオフが働くと、自動
的に電源が切れます。オートパワーオフを［切］にしてください。（付属のカメラ使
用説明書「メニュー機能一覧」を参照してください）

（4）カメラのバッテリー残量は十分ですか？
● カメラとコンピューターを接続するときは、バッテリー残量を気にせずにカメラを使
うことができる、DCカプラーキット（別売）の使用をおすすめします。

上記の項目に問題がないのに、インストールがうまくいかなかったときは、「トラブルシュー

ティング」（W-80）を参照するか、「アンインストール」（W-83）を行い、もう一度最初か

らインストールをやりなおしてください。

［新しいハードウェアが見つかりました］、［ドライバ情報データベースの作成］が
表示されたときは、表示が自動的に消えるまで、絶対にカメラの電源スイッチを
〈OFF〉にしないでください。



W-8

Photoshop Elements 2.0のインストール
● Photoshop Elements 2.0は、インストール時にシリアル番号を入力しないとインスト
ールできません。シリアル番号は、Photoshop Elements 2.0のCD-ROMケースに貼り
付けられています。

● シリアル番号を無くすと、インストールできなくなりますので、無くさないよう以下の空
欄に書き写すか、CD-ROMケースからシールを剥がして貼り付けてください。

1 Adobe Photoshop Elements 2.0 CD-ROMを、CD-ROMドライ
ブに入れる
インストール画面が自動的に表示されます。

● インストール画面が表示されないときは、［スタート］ボタン ［マイ コンピュー
タ］の順にクリック（他のWindowsでは、デスクトップの［マイ コンピュータ］
をダブルクリック）して開き、Adobe Photoshop Elements 2.0 CD-ROMを入
れたCD-ROMドライブのアイコンを右クリックして、表示されるメニューから［開
く］を選んだあと、［Autoplay］アイコンをダブルクリックします。

2［次へ］ボタンをクリックする

3 エンドユーザ使用許諾契約書の内容をすべて読み、同意するときは
［承諾する］ボタンを押す

4［インストール］ボタンが選ばれていることを確認し、［Adobe(R)
Photoshop(R) Elements 2.0］ボタンを押す

5 表示される画面内容にしたがって、インストールをすすめる

Photoshop Elements 2.0の詳しいインストール方法については、Photoshop
Elements 2.0 CD-ROM内の［How_to_Install Read Me］ファイルを参照してく
ださい。［How_to_Install Read Me］ファイルは、［スタート］ボタン ［マイ コ
ンピュータ］の順にクリック（他のWindowsでは、デスクトップの［マイ コンピュ
ータ］をダブルクリック）して開き、Adobe Photoshop Elements 2.0 CD-ROM
を入れたCD-ROMドライブのアイコンを右クリックして、表示されるメニューから
［開く］を選ぶと表示されます。



画像操作の準備をする

2
この章では、通信モードの設定やカメラとコンピューターの接続方
法、カードリーダー（市販品）の使いかたについて説明します。

2

W



通信モードを設定する
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SOLUTION DISKのソフトウェアを使用して、カメラとの通信を行うには、カメラの通信モー

ドを［標準］に設定します。

1 カメラとコンピューターが接続されていないことを確認し、電源スイ
ッチを〈ON〉にする

2 メニュー〈 〉の［通信設定］を［標準］に設定する

3〈 〉ボタンを押して液晶モニターの表示を消し、電源スイ
ッチを〈OFF〉にする

PTP設定について

PTP機能は、Windows XPをお使いの方のみ使用することができます。この機能を使うと簡

単にJPEG画像をコンピューターへ取り込むことができます。また、この機能を使うには、

上記の手順2で、［通信設定］を［PTP］に設定します。

● PTP機能を使ったJPEG画像の取り込みかたについては、「Windows XPのPTP機能で

JPEG画像を取り込む」（W-14）を参照してください。

通信モードを設定するときは、必ずカメラとコンピューターが接続されていない状態
で行ってください。カメラとコンピューターを接続した状態で通信モードを設定する
と、カメラやソフトウェアが誤動作します。

通信モードを［PTP］に設定すると、SOLUTION DISKのソフトウェアとカメラの
通信はできません。ソフトウェアを使用するときは、必ず、通信モードを［標準］に
設定してください。



カメラとコンピューターを付属の専用USBケーブルで接続し、通信可能な状態にします。

接続はコンピューターを起動した状態で行うことができます。

1 専用USBケーブルのプラグをコンピューターに接続する
● コンピューターのUSB接続部に
プラグを差し込みます。

● ご使用のコンピューターにより接
続部の位置は異なります。詳しく
は、ご使用のコンピューターの使
用説明書を参照してください。

2 専用USBケーブルのプラグをカメラに接続する
● カバーを開いて、プラグの〈 〉
をカメラの前面に向け、デジタル
〈 〉端子に差し込みます。

3 カメラの電源スイッチを〈ON〉にする
カメラが通信可能な状態になり、［EOS Kiss REBEL 300D］画面（イベント画
面）や、［スキャナとカメラ ウィザード］が表示されます。

● ZoomBrowserEXをお使いになる方は、そのまま、「6章 ZoomBrowserEXで撮
影画像を操作する」を参照してください。

● ZoomBrowserEX以外のソフトウェアをお使いになる方は、［キャンセル］ボタン
を押して、表示された画面をすべて終了したあと、ご使用になるソフトウェアの章
を参照し、操作してください。

W-11

画
像
操
作
の
準
備
を
す
る

2

W

カメラとコンピューターを接続する

● カメラとコンピューターを接続するときは、必ず本ページの操作手順で行ってく
ださい。

● カメラとコンピューターを接続して、SOLUTION DISKからインストールしたソ
フトウェアを起動しているときに以下の操作を行うと、通信不良を起こすことが
ありますので、絶対に行わないでください。
・カメラの電源スイッチを〈OFF〉にする
・CFカードスロットカバーを開ける
・専用USBケーブルを抜いたり、バッテリーを取り出す
・DCカプラー（別売）を取り外したり、ACアダプター（別売）のプラグや電源
コードを抜く

上記の操作を行うときは、必ず使用中のソフトウェアを終了してから行ってください。

専用USBケーブル

USB接続部

デジタル〈 〉端子

専用USBケーブル
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カメラとコンピューターを接続する

● カメラとコンピューターの接続には、専用USBケーブル以外は使用しないでくだ
さい。

● プラグは、しっかりと根元まで差し込んでください。不完全な接続は故障や動作
不良の原因となります。

● 専用USBケーブルで、カメラとコンピューター本体とを直接、接続してください。
ハブを介しての接続や複数のUSB機器を接続すると、正しく動作しないことがあ
ります。

● USBマウス、USBキーボードを除く、他のUSB機器と同時に動作させると、正
しく動作しないことがあります。そのようなときには、他のUSB機器をコンピュ
ーターから外して、再度接続してください。

● 1台のコンピューターにカメラを2台以上接続しないでください。カメラが正常に
動作しないことがあります。

● カメラとコンピューターが通信しているときは、カメラの表示パネルが点滅した
り、液晶モニターを使用すると、モニターがちらつくことがあります。故障では
ありません。

● 専用USBケーブルを取り外すときは、必ずプラグの側面を持って引いてください。
● カメラとコンピューターを接続したまま何も操作を行わないと、ご使用のコンピ
ューター環境により、通信の継続を確認する画面が表示されることがあります。
この画面が表示されたときは、さらに何も操作を行わないとカメラとの通信が切
断されます。通信を再開するには、シャッターボタンを半押しするか、電源スイ
ッチを〈OFF〉にして、再度〈ON〉にしてください。

● カメラとコンピューターを接続している状態で、コンピューターをスタンバイ
（スリープ）状態にしないでください。
万一、カメラとコンピューターを接続している状態で、コンピューターをスタン
バイ（スリープ）状態にしてしまったときは、専用USBケーブルはコンピュータ
ーから抜かず、必ず、接続したままでスタンバイ（スリープ）状態から回復して
ください。スタンバイ（スリープ）状態で専用USBケーブルを抜くと、コンピュ
ーターの機種によってはスタンバイ（スリープ）状態から正常に回復しないこと
があります。スタンバイ（スリープ）状態の詳細については、お使いのコンピュ
ーターの使用説明書を参照してください。

カメラとコンピューターを接続するときは、バッテリー残量を気にせずにカメラを使
うことができる、DCカプラーキット（別売）の使用をおすすめします。

画像のバックアップ（コピー）について

撮影した画像は、EOS DIGITAL SOLUTION DISKのソフトウェアで操作する前に、
コンピューターのハードディスクなどへバックアップ（コピー）しておくことをおす
すめします。
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CFカードをカードリーダーに差し込む
市販のカードリーダーをお持ちの方は、CFカードから直接コンピューターへ画像を取り込む

ことができます。

1 カメラからCFカードを取り出す

2 CFカードをカードリーダーに差し込む

3 ソフトウェアを起動して画像を取り込む

CFカードのフォルダ構造とファイル名について

撮影画像は、CFカード内の［DCIM］フォルダの中の［xxxCANON］フォルダ（xxxには

100～999の数字が入ります）に保存されています。

● xxxxには数字が入ります。

カードリーダーとコンピューターの接続方法については、ご使用のカードリーダーの
使用説明書を参照してください。

DCIM xxxCANON

MISC

CANONMSC

DPOFの設定をすると作成されるフォルダです。 
DPOFの指定内容を管理するファイルが入っています。 

IMG_xxxx.JPG（JPEG形式の画像） 
CRW_xxxx.CRW（RAW形式の画像） 
CRW_xxxx.THM（カメラのインデックス表示用画像） 

DCIMフォルダの画像を管理するファイルが入っている
フォルダです。 
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Windows XPのPTP機能でJPEG画像を取り込む
Windows XPをお使いの方は、PTP（Picture Transfer Protocol）機能を使うことができ

ます。PTP機能を使うと、SOLUTION DISKのソフトウェアを起動することなく、カメラ内

のCFカードに保存されたJPEG画像をコンピューターへ取り込むことができます。

1 カメラの通信モードを［PTP］に設定する（W-10）
● メニュー〈 〉の［通信設定］
を［PTP］に設定します。

●〈 〉ボタンを押して液晶
モニターの表示を消します。

● 終わったらカメラの電源スイッチ
を〈OFF〉にします。

2 カメラとコンピューターを接続し、カメラの電源スイッチを〈ON〉
にする（W-11）
［スキャナとカメラ ウィザード］
が表示されます。

3［スキャナとカメラ ウィザード］の表示内容にしたがって画像を取
り込む
●［スキャナとカメラ ウィザード］でJPEG画像を取り込む方法については、「スキ
ャナとカメラ ウィザードを使う」（W-60）、手順2以降を参照してください。



File Viewer Utilityで
撮影画像を操作する

3
この章では、File Viewer Utilityを使って、カメラ内のCFカードに
保存されている撮影画像の表示や保存、RAW画像の現像処理や各
種の画像処理、レタッチソフトへの画像転送について説明します。

● File Viewer Utilityの操作方法については、下記の情報もあわせて参照してくだ
さい。

Readme：［スタート］ボタンを押して［すべてのプログラム］（他のWindows
では［プログラム］） ［Canon Utilities］ ［FileViewerUtility
xx］（xxはバージョン） ［FileViewerUtilityReadme］の順に選
んで表示します。

ヘルプ： File Viewer Utilityメインウィンドウの［ヘルプ］ボタンから表示し
ます。

3

W
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1 カメラとコンピューターを接続する（W-11）
［EOS Kiss REBEL 300D］画面（イベント画面）や、［スキャナとカメラ ウィ
ザード］が表示されます。

●［キャンセル］ボタンを押して、表示された画面をすべて終了します。

2［スタート］ボタンを押して［すべてのプログラム］（他のWindows
では［プログラム］） ［Canon Utilities］
［FileViewerUtility xx］ ［FileViewerUtility］を選ぶ
● デスクトップの［FileViewerUtility］アイコンをダブルクリックして起動すること
もできます。

● xxには、File Viewer Utilityのバージョンが表示されます。

File Viewer Utilityメインウィンドウが表示されます。

File Viewer Utilityを起動する
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パス表示
接続しているカメラ、コンピューター上
のドライブやフォルダを表示します。

表示モードリストボックス（W-23）

フォルダツリー表示領域（W-20）

画像転送モードリストボックス
（W-43）

画像情報表示
エリア（W-28）

コメント入力ボックス
（W-28）

ステータスバー

File Viewer Utilityメインウィンドウ

メニューバー
［ファイル］、［編集］、［表示］、［ヘルプ］
メニューを表示します。

サムネイル枠表示／非表示ボタン（W-25）

RGB値の表示
画像の上にカーソルを移動すると、
カーソルで選んだ座標位置とRGB
（8bit換算）の値を表示します。

画像表示エリア

表示サイズリストボックス
（W-24）

機種依存処理モードリストボックス（W-22）

ヒストグラム
画像の明るさの分布が表
示されます。

※ 上記のウィンドウは、すべての情報を表示した状態です。実際には、状況に応じた
情報のみ表示されます。

● File Viewer Utilityの終了は、メニューバーの［ファイル］メニューから［終了］
を選びます。
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File Viewer Utilityを起動する

画像選択ボタン（W-26）

右90度回転ボタン（W-27）

環境設定ボタン
（W-44）

画像消去ボタン（W-27）

カメラ設定ボタン
（W-46）

AFフレーム表示ボタン（W-24） ファイル保存ボタン
（W-36、W-38、W-40）

左90度回転ボタン（W-27）

画像転送ボタン（W-43）

情報更新ボタン
（W-25）

IPTC情報ボタン
※このボタンは、ご使用のカメラで撮
影した画像には対応していません。

音声メモ再生ボタン
※このボタンは、ご使用のカメラで撮
影した画像には対応していません。

ヘルプボタン

１つ後の画像選択ボタン
（W-21）

先頭画像選択ボタン
（W-21）

プロテクト解除ボタン（W-26）

最後尾画像選択ボタン（W-21）選択画像番号入力ボックス（W-21）

プロテクトボタン（W-26）

バージョン表示ボタン１つ前の画像選択ボタン
（W-21）

※ 上記のウィンドウは、すべての情報を表示した状態です。実際には、状況に応じた
情報のみ表示されます。
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W色の濃さリストボックス
（W-34）

色温度入力ボックス（W-32）クリックホワイト
バランスボタン（W-33）

デジタル露出補正ボタン（W-30）

ホワイトバランスリストボックス（W-31、W-32）

シャープネスリストボックス（W-35）

コントラストリストボックス（W-34）

色あいリストボックス（W-34）

色空間リストボックス（W-35）

※ 上記のウィンドウは、すべての情報を表示した状態です。実際には、状況に応じた
情報のみ表示されます。
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画像を表示する
カメラ内のCFカードやコンピューターに保存されている撮影画像を表示します。

RAW画像は、カメラで設定した現像処理条件にしたがって現像が行われ表示されます。

CFカードに保存されている撮影画像は、CFカードをカメラに入れたまま、専用のUSBケー

ブルを経由して表示することができます。また、市販のカードリーダーを使用して、CFカー

ドに保存されている撮影画像を表示することもできます。

ここでは、カメラ内のCFカードに入っている撮影画像を表示する手順について説明します。

表示したい撮影画像の入っているフォルダを選ぶ
● フォルダツリー表示領域で
［EOS Kiss Digital］をダブルク
リックし、［DCIM］フォルダの
左にある［+］ ［100CANON］
フォルダの順にクリックします。

選んだフォルダ内にある撮影画像
が表示されます。

● File Viewer Utilityが表示できるのは以下の画像です。
・キヤノン製デジタルカメラで撮影されたJPEG画像
・キヤノン製デジタルカメラで撮影されたRAW画像
・File Viewer Utilityで保存したTIFF、JPEG画像（W-36）
※File Viewer Utilityで表示できない画像は、［？］が表示されます。

● 市販のカードリーダーを使い、カードリーダー内のCFカードや、コンピューター
に保存されている撮影画像を表示するときも、同様の手順で目的のフォルダをク
リックして表示します。

●「縦横自動回転表示」を設定して縦位置撮影した画像は、自動的に縦位置で画像
が表示されます。

● 選んだフォルダに大量の画像が保存されているときは、表示するまでに時間がか
かることがあります。

● フォルダツリー表示領域内のフォルダを他のフォルダへドラッグ アンド ドロップ
すると、フォルダをコピーまたは移動することができます。また、フォルダ上で
右クリックして表示されるメニューでは、フォルダの作成や削除、フォルダ名の
変更などを行うことができます。

● 撮影したあとにコンピューターで加工したり、ファイル名を変更した画像は、正
常に表示できないことがあります。

● フォルダの削除を行うと、フォルダ内のすべての画像が消去されます。一度消去
した画像は復元できません。十分に確認してから削除してください。

ご使用のカメラ機種名が表示されます。

100～999までの数字が表示されます。
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画像を選ぶ
マウスで画像を選ぶ

マウスカーソルを画像に合わせてクリックする
● 複数の画像を選びたいときは、
〈Ctrl〉キーを押したまま画像を
クリックします。

● 連続した画像を選びたいときは、
最初の画像をクリックしたあと、
〈Shift〉キーを押したまま最後の
画像をクリックします。

選んだ画像の枠に色が付きます。

コントロールパネルで画像を選ぶ

ボタンを操作、または数値を入力する

［先頭画像選択］ボタン
表示している先頭の画像を選びます。

［1つ前の画像選択］ボタン
選んでいる画像の1つ前の画像を選びます。

［選択画像番号］入力ボックス
入力した番号の画像を選びます。1から9999
まで入力できます。
番号を入力して〈Enter〉キーを押します。

［最後尾画像選択］ボタン
表示している最後尾の画像を選
びます。

［1つ後の画像選択］ボタン
選んでいる画像の1つ後の画像
を選びます。

キーボードを使って画像を選ぶときは、矢印キー（↑←→↓）を使って画像を選び
ます。
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撮影したRAW画像の現像処理を確認、変更するためのRAW画像処理ツールバーを表示します。

［機種依存処理モード］リストボックスで、画像を撮影したカメラの機種（機種依存処理モー

ド）を選ぶと、撮影されたRAW画像の現像処理を確認、変更することができます。

［機種依存処理モード］リストボックスから機種依存処理モードを選
ぶ

［共通処理］

RAW画像処理ツールバーが非表示となり、RAW画像の現像処理内容の変更を行うこと
はできません。

［EOS Kiss Digital］

RAW画像処理ツールバーが表示されます。RAW画像を選ぶと現像処理の確認と変更を
することができます。ただし、JPEG画像を選んだときは、RAW画像処理ツールバーは
グレー表示になり、使用することはできません。

機種依存処理モードを選ぶ

● RAW画像の現像条件の変更については、「RAW画像の現像条件を変更する」（W-
29）を参照してください。

●［機種依存処理モード］リストボックスで他のカメラを選んだときは、各カメラ
で設定可能なRAW画像処理ツールバーが表示されます。

ご使用のカメラ以外のキヤノン製カメラで撮影した画像が、接続しているカメラ内の
CFカードや選んだフォルダ内に保存されているときは、［機種依存処理モード］リス
トボックスに画像を撮影したカメラの機種依存処理モードが自動的に追加されます。
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■［プレビュー表示］

RAW画像ではRAW画像を、JPEG画像ではJPEG画像を1コマ表示します。

■［JPEGプレビュー］

RAW画像では、RAW画像内に同時記録されたJPEG画像（Middle/Fine）を1コマ表示します。

JPEG画像では、［プレビュー表示］同様、1コマ表示します。

● File Viewer Utility起動時は、常にサムネイル表示となります。
● サムネイル表示されている画像をダブルクリックすると、プレビュー表示されます。
● ご使用のカメラで撮影したRAW画像には、JPEG画像（Middle/Fine）が同時に
記録されています。RAW画像を選んで［JPEGプレビュー］を選ぶと、RAW画
像内のJPEG画像（Middle/Fine）が表示されます。

画像の表示方法を選ぶ
画像を表示するときのモードやサイズを選ぶことができます。また、AFフレームを表示した

り、サムネイル画像の情報表示枠を表示／非表示にすることもできます。

表示モードを選ぶ

［表示モード］リストボックスから［サムネイル表示］、［プレビュー
表示］、［JPEGプレビュー］のいずれかを選ぶ
選んだ表示モードで画像が表示さ
れます。

■［サムネイル表示］

複数の画像を並べて表示します。また、画像には次の情報が表示されます。

表示番号
表示中の画像に対して、先
頭画像から順に番号が付き
ます。

記録形式
RAW画像には［RAW］マーク
が表示されます。JPEG画像に
は、マークは表示されません。

ファイル名または撮影日時
［環境設定］画面、［一般設定］タブ画面の［画像下部の表
示項目］リストボックス（W-44）で選んだ項目が表示さ
れます。

デジタル露出補正値
（W-30）

プロテクトマーク
（W-26）
プロテクトをかけた画像に
表示されます。
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表示サイズを選ぶ

［表示サイズ］リストボックスから［ラージ］、［ミドル］、［スモール］
のいずれかを選ぶ
選んだ表示サイズで画像が表示さ
れます。

プレビュー表示では、［ラージ］100%（ピクセル等倍）、［ミドル］50%、［スモー
ル］25%で表示します。

ワンショットAF撮影の画像では、ピントの合ったAFフレームを表示します。なお、
AFフレーム自動選択で撮影したときは、ピントの合ったAFフレームが複数表示され
ることがあります。

画像の表示方法を選ぶ

AFフレームの確認

撮影時に使用したAFフレームを表示することができます。

1［表示モード］リストボックスから［プレビュー表示］または、
［JPEGプレビュー］を選ぶ（W-23）

2［AFフレーム表示］ボタンを押す
撮影時に使用したAFフレームが
表示されます。

● 再度ボタンを押すと非表示になり
ます。
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画像の表示方法を選ぶ

サムネイル画像の情報表示枠を表示／非表示にする

サムネイル画像の枠に表示される情報（W-23）を非表示にして、表示する画像のコマ数を

増やします。

1［表示モード］リストボックスから［サムネイル表示］を選ぶ
（W-23）

2［サムネイル枠表示／非表示］ボタンを押す

サムネイル画像の情報表示枠が非表示になります。

● 再度ボタンを押すとサムネイル画像の情報表示枠が表示されます。

メインウィンドウの表示を最新の状態にする

フォルダ内の画像をメインウィンドウに表示しているときに、フォルダツリー表示領域で、

表示中のフォルダ内容を変更（画像のコピーや削除）したときなど、選んでいるフォルダの

内容とメインウィンドウの表示内容が違ってしまうことがあります。そのようなときに、変

更されたフォルダ内容にあわせてメインウィンドウの表示を更新します。

［情報更新］ボタンを押す
メインウィンドウの表示が最新の
状態に更新されます。

画像情報を表示／非表示にする

ヒストグラムと画像情報表示エリアを非表示にして、表示する画像のコマ数を増やします。

［表示］メニュー ［情報表示エリア］［表示しない］を選ぶ
ヒストグラムと画像情報表示エリアが非表示になります。

●［表示］メニュー ［情報表示エリア］ ［表示する］を選ぶとヒストグラムと画
像情報表示エリアが表示されます。
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画像にプロテクトをかける

大切な画像を間違って消さないように、プロテクトをかけることができます。

［プロテクト］ボタンを押す

プロテクトが設定され、画像の情報表示枠に［ ］が表示されます。

●［プロテクト解除］ボタンを押す
と画像の情報表示枠から［ ］
が消え、設定が解除されます。

● 複数の画像を選んでいるときは、選んだすべての画像にプロテクトがかけられます。
● カメラでプロテクトをかけた画像は、自動的に［ ］が表示されます。
● プロテクトは画像の消去のみを防止する機能で、画像に対する処理は行うことが
できます。

● 一連の操作は画像を選んだあと、マウスの右ボタンをクリックして表示されるメ
ニューでも行うことができます。

画像を条件で選ぶ

画像を条件で一度に選ぶことができます。

［画像選択］ボタンを押して表示されるメニューから、画像の条件を選ぶ
条件をみたす画像のみ選ばれま
す。

選んだ画像に関する操作
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画像を回転する

選んだ画像を左右90度単位で回転させることができます。

画像を回転させる
● 右に回転させるときは［右90度
回転］ボタンを押します。

● 左に回転させるときは［左90度
回転］ボタンを押します。

画像が選んだ方向に90度回転し
ます。

● 複数の画像を選んでいるときは、選んだすべての画像が回転します。
●「縦横自動回転表示」を設定して縦位置撮影した画像は、自動的に縦位置で画像
が表示されます。

● 回転した画像を他のソフトウェアで表示すると、画像の回転が反映されないこと
があります。

● 一連の操作は画像を選んだあと、マウスの右ボタンをクリックして表示されるメ
ニューでも行うことができます。

画像を消去する

CFカードやコンピューターの中から不要な画像を消去することができます。

1［画像消去］ボタンを押す
消去を確認する画面が表示されま
す。

2［OK］ボタンを押す
画像が消去されます。

● 一度消去した画像は復元できません。十分に確認してから消去してください。
● 大切な画像は、誤って消去しないようにプロテクト（W-26）をかけてください。
● 複数の画像を選んでいるときは、選んだすべての画像が消去の対象となります。
直前の作業で複数の画像を選んだときなどは、特に注意してください。

一連の操作は画像を選んだあと、マウスの右ボタンをクリックして表示されるメニュ
ーでも行うことができます。

選んだ画像に関する操作
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選んだ画像に関する操作

画像情報の確認とコメント入力

撮影画像には撮影時の情報が記録されています。画像を選ぶと、その情報を確認することが

できます。また、撮影情報をコピーして他のソフトウェアに貼り付けたり、コメントを入力

することができます。

Adobe RGBで撮影されたときは
Adobe RGBで撮影した画像をレタッチソフトに転送して表示するときは、Adobe
RGBに対応したレタッチソフトを使用し、RGBの設定を「Adobe RGB」にして表
示してください。

コメント入力ボックス
半角英数字で120文字（全角60文字）まで入力することができます。
コメントを入力し、〈Enter〉キーを押します。

画像情報表示エリア
● ファイル名、カメラ機種名、撮影データなどの情報が表示されます。
項目数はカメラの設定により異なります。

● 複数の画像を選んだときは、最後に選んだ画像の情報が表示されます。
● テキストデータとしてコピーし、他のソフトウェアへ貼り付けること
ができます。

画像を印刷する

撮影した画像をインデックス状に印刷することができます。

1 インデックス印刷したい画像を選ぶ（W-21）

2［ファイル］メニューから［インデックス印刷］を選ぶ
印刷が開始されます。

プリンターの各種設定を行うときは、［ファイル］メニューから［用紙設定］を選ん
でください。
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RAW画像を現像する
RAW画像は、撮影時にカメラで設定した現像条件（現像パラメーターやホワイトバランスな

ど）に基づいて現像処理が行われ、コンピューターに表示されます。

● RAW画像の現像処理は次の操作を行ったときに行われます。

・ サムネイル表示からプレビュー表示に切り換えたとき

・ プレビュー表示および、サムネイル表示状態で、各種の現像処理設定を変更したとき

・ TIFF形式または、JPEG形式に変換して保存したとき

・ TIFF形式に変換して、設定したレタッチソフトに画像を転送したとき

※ リニア処理や偽色緩和は、画像保存のときやレタッチソフトに画像を転送したときの

みに設定できる現像処理です。（W-45）

● 現像時間の目安

・ 現像時間はあくまでも目安です。ご使用のコンピューター環境や画像により、現像時

間は大きく異なります。

・ 現像時間は、当社試験基準によります。

（OS：Windows XP／CPU：Pentium 4 2.2GHz／RAM：256MB使用時）

・ レタッチソフトに画像転送したときの現像時間には、レタッチソフトの起動時間を含

んでいます。

RAW画像の現像条件を変更する

File Viewer Utilityでは、表示されたRAW画像をより使用目的に最適な画像にするため、現

像処理条件を変更することができます。また、現像条件を変更する際は、デジタル露出補正

やクリックホワイトバランスによるホワイトバランス調整など、カメラでは設定できない現

像処理も条件に加えて現像処理することができます。

● 現像条件の変更は、基になっているRAW画像に手を加えるのではなく、設定した現像条

件を仮想的に適用しています。そのため、何回でも条件を変更して現像処理をやりなおし

たり、変更した現像条件を撮影時の設定に戻すことができます。

カメラ内のCFカードに保存
されているRAW画像を現像
処理したとき

コンピューターのハードディ
スク上に保存されているRAW
画像を現像処理したとき

サムネイル表示からプレビュー表
示に切り換えたとき

TIFF形式に変換して、設定したレ
タッチソフトに画像を転送したとき

サムネイル表示からプレビュー表
示に切り換えたとき

TIFF形式に変換して、設定したレ
タッチソフトに画像を転送したとき

現像条件 現像時間

約35秒

約49秒

約8秒

約22秒
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RAW画像を現像する

1［機種依存処理モード］リストボックスから［EOS Kiss Digital］
を選ぶ（W-22）

2 現像条件を変更したいRAW画像を選ぶ（W-21）
● 現像条件の変更手順については次項目以降を参照してください。

3 画像を保存（W-36）、転送（W-42）する
● 各色何bitで保存、転送するかなどを［環境設定］画面の［RAW処理設定］タブ画
面（W-45）で設定することができます。

明るさを補正する（デジタル露出補正）

画像の明るさを0.1段ステップ、±2段相当の範囲で補正することができます。

1［デジタル露出補正］ボタンを押す
［デジタル露出補正］画面が表示
されます。

2 画像の明るさを補正する
● マウスカーソルをスライダーに合
わせて左右にスライドし、補正量
を設定します。

●［プレビュー］ボタンを押すと、
設定した値によって、画像の明る
さが補正されます。

3［OK］ボタンを押す
設定した補正値が画像に適用され、［デジタル露出補正］画面が閉じます。

補正を行った画像には、補正値が表示されます。

複数の画像を選んでいるときは、選んだすべてのRAW画像に設定した現像処理が適
用されます。

File Viewer Utilityで変更した現像条件は、File Viewer Utilityを終了するとすべて
キャンセルされ、撮影時の現像条件に戻ります。そのため、現像条件を変更した画像
は、TIFF形式または、JPEG形式に変換して保存するか、レタッチソフトに転送して
から保存してください。
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RAW画像を現像する

ホワイトバランスを調整する

画像のホワイトバランスを調整することができます。

ホワイトバランスは、［ホワイトバランス］リストボックスから設定値を選んで調整すること

ができます。また、画像の白い部分を選んでホワイトバランスを調整する、クリックホワイ

トバランス機能を使うと、より細かなホワイトバランス調整を行うことができます。

ホワイトバランスを選ぶ

［ホワイトバランス］リストボックスから、好みの設定値を選ぶ
● 選べるホワイトバランスは、次の
9種類です。

選んだ設定値が、画像に適用され
ます。

撮影時のホワイトバランスを適用するときに選
びます。

File Viewer Utilityが自動的にホワイトバラン
スを調整します。

晴天の屋外で撮影したときに選びます。

屋外の日陰で撮影したときに選びます。

曇天や日陰、薄暮、夕焼け空などで撮影したと
きに選びます。

白熱電球の照明で撮影したときに選びます。

白色蛍光灯の照明で撮影したときに選びます。

ストロボを使用して撮影したときに選びます。

ホワイトバランスの色温度を2800～10000K
（100Kステップ）の範囲で直接設定することが
できます。（W-32）

ー

約3000～7000

約5200

約7000

約6000

約3200

約4000

約6000

約2800～10000

ホワイトバランス 内　容 色温度/K（ケルビン）

撮影時設定

オート

太陽光

日陰

くもり

電球

蛍光灯

ストロボ

色温度指定
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RAW画像を現像する

色温度を設定する

［ホワイトバランス］リストボックスで［色温度指定］を選んだときは、ホワイトバランスの

色温度を2800～10000K（100Kステップ）の範囲で設定することができます。

1［ホワイトバランス］リストボックスから［色温度指定］を選ぶ

2 色温度を入力する
●［色温度］入力ボックスに、色温
度を入力します。

● 入力範囲は、2800Kから
10000Kまで（100Kステップ）
です。

3〈Enter〉キーを押す
設定した数値が、画像に適用されます。
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RAW画像を現像する

クリックホワイトバランス

画像の白い部分を1か所選ぶだけで、自動的にホワイトバランスを調整します。

1［クリックホワイトバランス］ボタンを押す
画像の上にカーソルを移動する
と、カーソルが［スポイト］アイ
コンに換わります。

2 画像の白い部分をクリックする

選んだ部分が白くなるようにホワイトバランスが調整されて表示されます。

● 再度、別の場所を選んで調整するときは、［クリックホワイトバランス］ボタンを押
して、白い部分を選びます。

クリックホワイトバランスを使用すると、［ホワイトバランス］リストボックスには
［白点指定］が表示されます。
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RAW画像を現像する

画像の色を調整する

画像の色（コントラスト、色の濃さ、色あい）を調整することができます。色の調整は、そ

れぞれのリストボックスから設定値を選んで行います。

コントラストを調整する

［コントラスト］リストボックスから、好みの設定値を選ぶ
選んだ設定値が、画像に適用され
ます。

色の濃さを調整する

［色の濃さ］リストボックスから、好みの設定値を選ぶ
選んだ設定値が、画像に適用され
ます。

色あいを調整する

［色あい］リストボックスから、好みの設定値を選ぶ
選んだ設定値が、画像に適用され
ます。

●［-2］は強く、［-1］は弱く、肌
色が赤めに調整されます。

［0］は、標準的な色みで調整さ
れます。

［+2］は強く、［+1］は弱く、
肌色が黄色めに調整されます。
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シャープネスを調整する

画像の輪郭を強調するための調整をすることができます。

［シャープネス］リストボックスから好みの設定値を選ぶ
選んだ設定値が、画像に適用され
ます。

色空間を設定する

撮影した画像の色空間を変更することができます。

［色空間］リストボックスから好みの設定値を選ぶ
選んだ設定値が、画像に適用され
ます。

RAW画像の現像条件をコピーする

1つのRAW画像に対して行った現像条件（デジタル露出補正やホワイトバランス調整などの

設定値）を、簡単に他の画像に反映することができます。

1 各種の現像処理を行ったRAW画像を右クリックして、表示されるメ
ニューから［現像条件のコピー］を選ぶ

2 現像条件を反映したいRAW画像を右クリックして、表示されるメニ
ューから［現像条件の貼りつけ］を選ぶ
コピーした現像条件が、選んだRAW画像に反映されます。

● 現像条件をコピーしてから複数のRAW画像を選び（W-21）、いずれかの画像上で
右クリックして表示されるメニューから、［現像条件の貼りつけ］を選ぶと、選んだ
すべての画像に現像条件を反映することができます。

変更した現像条件は、File Viewer Utilityを終了するとすべてキャンセルされ、撮影
時の現像条件に戻ります。（W-29）

［Adobe RGB］に設定した画像をレタッチソフトに転送して表示するときは、Adobe RGB
に対応したレタッチソフトを使用し、RGBの設定を「Adobe RGB」にして表示してください。
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画像を保存する
CFカードに入っている撮影画像をコンピューターに保存する方法や、RAW画像からJPEG画
像を簡単に抽出してコンピューターに保存する方法、複数の撮影画像をインデックスファイ
ルとしてコンピューターに保存する方法について説明します。

画像をカメラからコンピューターに保存する
撮影した画像は、一度コンピューターに保存することをおすすめします。

1 保存したい画像を選ぶ（W-21）

2［ファイル保存］ボタンを押して表示されるメニューから［変換・フ
ァイル保存］を選ぶ
［ファイル保存］画面が表示され
ます。

3 各項目を設定して［OK］ボタンを押す
選んだフォルダに画像が保存されます。



1 選んだ画像と同じフォルダに、新たな画像として保存されます。カメラ内のCFカードに
保存されている画像を選んでいるときは、選ぶことはできません。コンピューターや、
カードリーダー内のCFカードに保存されている画像を選んでいるときのみ、選ぶことが
できます。

2 画像の保存先となるフォルダを指定することができます。

3 ［以下の指定フォルダに保存］ラジオボタンを選んだときに、画像の保存先となるフォ
ルダを指定します。

4 画像の保存先となるフォルダが表示されます。

5 保存する画像にRAW画像が含まれているときに選びます。

［変換しない］／［Exif-JPEG］／［Exif-TIFF(8bit/ch)］／［TIFF(16bit/ch)］か
ら選びます。

保存後のファイル拡張子は、次のようになります。

変換形式 ファイル拡張子
変換しない _.CRW
Exif-JPEG 形式 _RJ.JPG
Exif-TIFF(8bit/ch) 形式 _RT8.TIF
TIFF(16bit/ch) 形式 _RT16.TIF

6 ［RAWから他の形式への変換］リストボックスで［Exif-JPEG］を選んだときに、［圧
縮率］（画質）を設定することができます。設定できる圧縮率は［4(最高画質)］～
［1(やや高圧縮率)］の4種類です。数値が大きくなるほど高画質なJPEG画像に変換し
ます。

7 画像の名称を変更しないで保存したいときにチェックします。

8 ファイル番号の前に付ける分類用のテキストです。使用できる文字数は、半角12文字
（全角6文字）です。文字を入力すると、テキストボックスの下にある［例］の部分にフ
ァイル名の例が表示されます。

9 ファイル番号の桁数を最大9桁まで設定できます。

10 ファイル番号の開始番号を設定します。

11 ご使用のカメラで撮影した画像は、本機能に対応していません。

12 ご使用のカメラで撮影した画像は、本機能に対応していません。
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画像を保存する

一連の操作は画像を選んだあと、マウスの右ボタンをクリックして表示されるメニュ
ーでも行うことができます。

リニア処理を行うときは、［環境設定］画面（W-45）でリニア処理を設定し、
［TIFF(16bit/ch)］を選んで保存します。また、リニア処理を設定しても、［Exif-
TIFF(8bit/ch)］を選んで保存した画像には、リニア処理は適用されません。
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画像を保存する

RAW画像からJPEG画像を抽出する

ご使用のカメラで撮影したRAW画像には、JPEG画像（Middle/Fine）が同時に記録されて

います。ご使用のカメラで撮影したRAW画像を選んでJPEG抽出を行うと、RAW画像内の

JPEG画像（Middle/Fine）をコンピューターに保存することができます。

1 JPEG画像を抽出したいRAW画像を選ぶ（W-21）

2［ファイル保存］ボタンを押して表示されるメニューから［JPEG
抽出・保存］を選ぶ
［JPEG抽出・保存］画面が表示
されます。

3 各項目を設定して［OK］ボタンを押す
選んだフォルダにJPEG画像が保存されます。

1

3

8

7

2

5

6
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画像を保存する

1 選んだ画像と同じフォルダに、新たな画像として保存されます。カメラ内のCFカードに
保存されている画像を選んでいるときは、選ぶことはできません。コンピューターや、
カードリーダー内のCFカードに保存されている画像を選んでいるときのみ、選ぶことが
できます。

2 画像の保存先となるフォルダを指定することができます。

3 ［以下の指定フォルダに保存］ラジオボタンを選んだときに、画像の保存先となるフォ
ルダを指定します。

4 画像の保存先となるフォルダが表示されます。

5 RAW画像の名称を変更しないで保存したいときにチェックします。

6 ファイル番号の前に付ける分類用のテキストです。使用できる文字数は、半角12文字
（全角6文字）です。文字を入力すると、テキストボックスの下にある［例］の部分にフ
ァイル名の例が表示されます。

7 ファイル番号の桁数を最大9桁まで設定できます。

8 ファイル番号の開始番号を設定します。

一連の操作は画像を選んだあと、マウスの右ボタンをクリックして表示されるメニュ
ーでも行うことができます。
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画像を保存する

画像をインデックスファイルとして保存する
複数の画像をインデックス画像とし、1つのJPEGファイルとしてコンピューターに保存します。

1 インデックス保存したい画像を選ぶ（W-21）

2［ファイル保存］ボタンを押して表示されるメニューから［インデッ
クス保存］を選ぶ
［インデックスシートオプション］
画面が表示されます。

3 各設定を入力して［OK］ボタンを押す
［インデックスファイル保存］画面が表示されます。

1 作成するインデックスシートの幅を入力します。設定できる範囲は、4～11inchです。

2 作成するインデックスシートの高さを入力します。設定できる範囲は、4～11inchです。

3 インデックス画像の解像度を入力します。設定できる範囲は、50～300pixels/inchです。

4 入力された幅、高さ、解像度から、推定される画像の容量を表示します。

5 設定内容が適用され、［インデックスシートオプション］画面が閉じます。

6 インデックスシートオプションの設定を中止します。

1

2

3

6

4

5



4 各項目を設定して［OK］ボタンを押す
選んだフォルダにインデックス画像が保存されます。

1 選んだ画像と同じフォルダに、新たな画像として保存されます。カメラ内のCFカードに
保存されている画像を選んでいるときは、選ぶことはできません。コンピューターや、
カードリーダー内のCFカードに保存されている画像を選んでいるときのみ、選ぶことが
できます。

2 画像の保存先となるフォルダを指定することができます。

3 ［以下の指定フォルダに保存］ラジオボタンを選んだときに、画像の保存先となるフォ
ルダを指定します。

4 画像の保存先となるフォルダが表示されます。

5 ファイル番号の前に付ける分類用のテキストです。使用できる文字数は、半角12文字
（全角6文字）です。文字を入力すると、テキストボックスの下にある［例］の部分にフ
ァイル名の例が表示されます。

6 ファイル番号の桁数を最大9桁まで設定できます。

7 ファイル番号の開始番号を設定します。
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File Viewer Utilityに表示されている画像をレタッチソフトへ転送するための設定と手順に

ついて説明します。

画像転送の設定をする

画像を転送するには、転送先となるレタッチソフトと転送画像を保存するためのフォルダを

設定する必要があります。ここでは、Photoshop Elements 2.0へ画像を転送するための

設定方法を例に説明します。

1［環境設定］画面の［一般設定］タブ画面を表示する
（W-44）

2［画像を転送するアプリケーション］の［参照］ボタンを押す
レタッチソフトを選ぶ画面が表示
されます。

3［ Photoshop Elements］を選び、［開く］ボタンを押す
●［C：］ドライブ ［Program Files］ ［Adobe］ ［Photoshop Elements 2］
の順に選びます。

画像を転送するためのレタッチソフトに、Photoshop Elements 2.0が設定され、
［一般設定］タブ画面が表示されます。

4［画像転送用フォルダ］の［参照］ボタンを押す
転送先（保存先）となるフォルダ
を選ぶ画面が表示されます。

5 転送する画像を保存するためのフォルダを選び、［OK］ボタンを押す
フォルダが設定され、［一般設定］タブ画面が表示されます。

6［OK］ボタンを押す
設定内容が適用され、［環境設定］画面が閉じ、終了します。

W-42

画像転送設定は、転送先となるレタッチソフトや画像を保存するフォルダを変更しな
い限り、毎回設定する必要はありません。

レタッチソフトに画像を送る

● 画像転送を行うには、Adobe Photoshop Elements 2.0など市販のレタッチソ
フトが必要です。

● 画像の転送をする前に必ず画像転送の設定を行ってください。
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レタッチソフトに画像を送る

一連の操作は画像を選んだあと、マウスの右ボタンをクリックして表示されるメニュ
ーでも行うことができます。

画像を転送する

File Viewer Utilityに表示されている画像を、レタッチソフトへ転送する手順について説明し

ます。ここでは、Photoshop Elements 2.0を例に説明しますが、「画像転送の設定をする」

で、他のレタッチソフトを設定したときでも、同様の手順で転送を行います。

1 転送する画像を選ぶ（W-21）

2［画像転送モード］リストボックスで転送モードを選ぶ
● 選べる転送モードは次の2種類で
す。

［1コマで転送］：
選んでいる画像をそれぞれ１コマ
の画像として転送します。

［インデックス画像で転送］：
選んでいる画像のサムネイル画像
を作成し、インデックスシート
（JPEG形式）として転送します。

3［画像転送］ボタンを押す
［インデックス画像で転送］が選
ばれているときは、［インデック
スシートオプション］画面が表示
されます。

［1コマで転送］が選ばれていると
きは、画像の転送が開始されます。

●［インデックスシートオプション］
画面の設定については、「画像を
インデックスファイルとして保存
する」（W-40）、手順3を参照し
てください。

4 各設定を入力して［OK］ボタンを押す
Photoshop Elements 2.0が起動し、転送された画像が表示されます。

転送された画像は、設定した画像転送用フォルダに保存されます。

RAW画像は、現像処理のあとTIFF形式に変換されて転送されます。
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環境設定をする
画像転送に関する各種の設定と、画像転送や保存のときに適用されるRAW画像の現像処理内

容を設定することができます。

1［環境設定］ボタンを押す
［環境設定］画面が表示されます。

2［一般設定］タブ、または［RAW処理設定］タブを選ぶ
タブ画面が表示されます。

3 各項目を設定して［OK］ボタンを押す
設定内容が適用され、［環境設定］画面が閉じ、終了します。

●［一般設定］タブ画面で設定できる項目は次のとおりです。

1 ［画像転送］ボタン（W-43）を押したときに、画像の転送先となるレタッチソフトを
設定します。（W-42）

2 レタッチソフトに転送する画像を保存するためのフォルダを設定します。（W-42）
3 画像の下に表示する情報を設定します。リストボックスで、［ファイル名］、または［撮

影日時］を選びます。
4 Photoshop Elements 2.0などのレタッチソフトに画像を転送するときの解像度を設

定します。設定できる範囲は、10～2000pixels/inchです。

2

3

1

4
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環境設定をする
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●［RAW処理設定］タブ画面で設定できる項目は次のとおりです。

ここでは、［機種名］リストボックスで［EOS Kiss Digital］を選んだときの項目につ

いて記載しています。

5 ［EOS Kiss Digital］を選びます。

※ 機種名リストに表示されるカメラ機種名は、キヤノン製カメラで撮影した画像が接続
しているカメラ内のCFカードや、選んだフォルダ内に保存されていると自動的に追
加されます。

6 チェックすると、画像の調整は行われません。独自にレタッチソフトで詳細な画像調整
を行いたいときに選びます。

7 チェックすると偽色が緩和されます。
8 チェックするとプレビュー表示したときに16％に縮小された画像が表示されます。
9 bit 数を、［各色8bitで転送］、［各色16bitで転送］から選びます。

● 次のボタンはどのタブ画面を選んでも表示されます。どのタブ画面を表示
しているときでも同じ動作をします。

10 表示しているタブ画面の内容を、すべて初期設定に戻します。
11 設定内容が適用され、［環境設定］画面が閉じ、終了します。
12 設定内容をすべて破棄して、変更前の状態に戻し、終了します。

［機種名］リストボックスで他のカメラを選んだときは、各カメラで設定可能な内容
が表示されます。
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所有者名と日付／時刻の設定をカメラに適用することができます。カメラに適用した所有者

名と日付／時刻は撮影画像に記録されます。

また、CFカードのフォーマット（初期化）の他、カメラのプロパティ情報やバッテリー、CF

カードの状態を確認することができます。

［カメラ設定］画面を表示する
● File Viewer Utilityから表示する
ときは、メインウィンドウの［カ
メラ設定］ボタンを押します。

● RemoteCaptureから表示すると
きは、撮影ウィンドウの［カメラ］
メニューから［カメラ設定］を選
びます。

● ZoomBrowser EXから表示すると
きは、カメラウィンドウの［設定］
ボタンを押し、表示されるメニュー
から［カメラ設定］を選びます。カ
メラウィンドウの表示方法について
は、6章「ZoomBrowser EXで撮
影画像を操作する」を参照してくだ
さい。

［カメラ設定］画面が表示されま
す。

カメラ設定をする
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カメラ設定をする

CFカードをフォーマット（初期化）すると、CFカード上の記録内容はすべて消去さ
れます。プロテクトをかけた画像も消去されますので、CFカード上の記録内容を十
分に確認してからフォーマットを行ってください。

カメラ機種名、ボディ番号
（シリアル番号）、ファーム
ウェアのバージョンを表示
します。

カメラの所有者名と日付／
時刻を設定します。［所有
者名］に入力できる文字は、
半角で31文字（全角15文
字）です。

カメラのバッテリー残量を［ ］
または、［ ］で表示します。
DCカプラーキット（別売）をカメラ
に接続して家庭用電源を使用したと
きは［ ］が表示されます。

CFカードがカメラに装着
されているか、未装着かの
確認や空き容量、全容量を
表示します。また、CFカ
ードのフォーマットを行い
ます。

設定内容が適用され、
［カメラ設定］画面が閉
じ、終了します。

設定内容をすべて破棄して、変
更前の状態に戻し、終了します。

設定内容が適用
されます。
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カメラ設定をする

所有者名と日付／時刻を設定する

1 所有者の名称を入力する
● 名称はキーボードで入力します。半角英数字で31文字（全角15文字）まで入力で
きます。

2 日付と時刻を設定する
● 日付／時刻をマウスで選び、［▲］／［▼］ボタンを押して設定するか、キーボード
で入力します。また［PC同期］ボタンを押すとコンピューターの日付／時刻デー
タを取り込みます。

3［適用］ボタンを押す
所有者名、日付／時刻がカメラに適用されます。

●［適用］ボタンを押したあとは、所有者名、日付、時刻のいずれかを再設定するま
で押せない状態になります。

●［OK］ボタンを押すと設定内容が適用され［カメラ設定］画面が閉じ、終了しま
す。



コンピューターから
カメラを操作する

4
この章では、RemoteCaptureを用いたリモート撮影、タイマー撮
影、インターバルタイマー撮影などについて説明します。

● RemoteCaptureの操作方法については、下記の情報もあわせて参照してくだ
さい。

Readme：［スタート］ボタンを押して［すべてのプログラム］（他のWindows
では［プログラム］） ［Canon Utilities］ ［RemoteCapture
xx］（xxはバージョン） ［RemoteCapture Readme］の順に選
んで表示します。

ヘルプ： 保存ウィンドウの［ヘルプ］ボタンから表示します。

4

W
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1 カメラとコンピューターを接続する（W-11）
［EOS Kiss REBEL 300D］画面（イベント画面）や、［スキャナとカメラ ウィ
ザード］が表示されます。

●［キャンセル］ボタンを押して、表示された画面をすべて終了します。

2［スタート］ボタンを押して［すべてのプログラム］（他のWindowsで
は［プログラム］） ［Canon Utilities］ ［RemoteCapture
xx］ ［RemoteCapture］を選ぶ
● xxには、RemoteCaptureのバージョンが表示されます。

［カメラに接続しますか？］画面が表示されます。

3［接続］ボタンを押す
撮影ウィンドウと保存ウィンドウ
が表示されます。

RemoteCaptureを起動する

レリーズボタン
撮影を行います。撮影した
画像は、自動的にコンピュ
ーターに保存されます。
カメラのシャッターボタン
を直接押しても、撮影した
画像はコンピューターに保
存されます。

撮影ウィンドウ
撮影可能枚数
コンピューター、またはカメラ内のCFカードに
保存できる画像の枚数が表示されます。

メニューバー
［カメラ］、［撮影］メニューを表示します。

※［カメラ］メニューでは、カメラ設定
（W-46）を行うことができます。

サイズ／画質リストボックス
記録画質を選びます。

詳細設定ボタン
撮影ウィンドウの下に詳細設定画面を表示し、
各種の設定を行うことができます。再度押すと
詳細設定画面を閉じます。
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RemoteCaptureを起動する

切断ボタン
カメラとの接続を解
除します。

画像情報
画像の詳細情報が確
認できます。

ヒストグラム
画像の明るさの分布
が表示されます。

コメント入力ボックス
画像にコメントを入力することができます。

画像表示エリア
サムネイルビューで選ばれている
画像が表示されます。

削除ボタン
サムネイルビューで選んだ画像
を削除します。削除した画像は、
コンピューター上から完全に削
除されますので、画像をよく確
認してから削除してください。

表示ボタン
サムネイルビューで
選んだ画像を、別の
画面で拡大表示しま
す。

保存ウィンドウ

サムネイルビュー
撮影した画像がサムネイル
で表示されます。

メニューバー
［ファイル］、［編集］、［表示］、
［ヘルプ］メニューを表示し
ます。

RAW画像には
［RAW］マークが表
示されます。JPEG
画像には、マークは
表示されません。

※ 上記のウィンドウは、すべての情報を表示した状態です。実際には、状況に応じた
情報のみ表示されます。

● RemoteCaptureの終了は、［切断］ボタンを押して［ファイル］メニューから
［終了］を選びます。
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4［レリーズ］ボタンを押す
撮影された画像がコンピューターに保存され、画像が表示されます。

● 画像を拡大して確認したいときは、画像を選んで［表示］ボタンを押します。

● 画像を削除したいときは、画像を選んで［削除］ボタンを押します。

RemoteCaptureを操作する
コンピューターからカメラをコントロールして、1枚撮影やタイマー撮影、インターバルタイ

マー撮影を行うことができます。撮影された画像は自動的にコンピューターへ保存されます。

RemoteCaptureで撮影し、コンピューターに保存された画像は、カメラで撮影した画像と

同じようにFile Viewer Utilityで表示したり、現像処理をすることができます。

コンピューターから撮影する

1 カメラを撮影できる状態にする

2 各種の設定を行う
● サイズや画質の設定は「撮影ウィンドウ」（W-50）を参照してください。

● 撮影画像の保存については、「初期設定」（W-55）を参照してください。

3 テスト撮影を行う
● 撮影ウィンドウの［ ］（詳細設定ボタン）を押し、表示される詳細設定画面で
［画角設定］タブを選んだあと、［テスト撮影］ボタンを押します。

テスト撮影した画像が、テスト撮影表示エリアに表示されます。

RemoteCaptureの操作は、必ずカメラが撮影可能な状態で行ってください。撮影で
きない状態（レンズを取り付けていない状態など）では、手順通りの操作ができません。

テスト撮影表示エリア
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RemoteCaptureを操作する

取り込んだ画像を回転させたいときは、画像を選んだあと［編集］メニューから、
［保存画像を右90度に回転］または、［保存画像を左90度に回転］を選びます。

● オートフォーカスではピントが合わないと撮影できません。
オートフォーカスで撮影できないときは、マニュアルフォーカスでピントを合わ
せてから撮影してください。

● 縦位置でテスト撮影した画像は、テスト撮影表示エリアに正位置で表示されます。
● WIA DriverのWindowsエクスプローラーで、カメラ内の画像を表示しているとき
にRemoteCaptureで撮影すると、正しく動作しないことがあります。

転送時間の目安

・ 転送時間はあくまでも目安です。ご使用のコンピューター環境や画像により、転送時

間は大きく異なります。

・ 転送時間は、当社試験基準によります。

（OS：Windows XP／CPU：Pentium 4 2.2GHz／RAM：256MB使用時、［コン

ピュータにのみ転送］に設定して、撮影ウィンドウ上のレリーズボタンを押したとき

に、保存ウィンドウにRAW画像が表示されるまでの時間）

・ JPEG画で撮影したときは、上記の時間より短くなります。

タイマー撮影

何秒後に撮影するかを設定し、設定した秒数後に撮影されます。

1 撮影ウィンドウの［ ］（詳細設定ボタン）を押して［タイマー撮影］
タブを選ぶ
詳細設定画面の［タイマー撮影］タブ画面が表示されます。

2 タイマー設定（秒数）を入力して［開始］ボタンを押す
● 1秒単位、2秒から30秒までの範囲で設定します。

入力した秒数が経過したあと、タイマー撮影が行われます。

転送時間 約54秒
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RemoteCaptureを操作する

撮影設定値を確認する

撮影時のカメラ設定の内容を確認することができます。

撮影ウィンドウの［ ］（詳細設定ボタン）を押して［撮影設定値］
タブを選ぶ
撮影時のカメラ設定内容が表示されます。

画像を印刷する

撮影した画像を印刷することができます。サムネイルビューに表示されているすべての画像

をインデックス状に印刷します。撮影時刻やファイル名も同時に印刷されます。

1 保存ウィンドウの［ファイル］メニューから［インデックス印刷］を選ぶ
プリント設定画面が表示されます。

2 印刷するプリンターや各種設定を行って印刷する

インターバルタイマー撮影

撮影間隔と撮影枚数を設定し、撮影することができます。

1 撮影ウィンドウの［ ］（詳細設定ボタン）を押して［インターバル
タイマー撮影］タブを選ぶ
詳細設定画面の［インターバルタイマー撮影］タブ画面が表示されます。

2 撮影間隔と全撮影枚数を入力して［開始］ボタンを押す
● 撮影間隔は1秒単位、5秒から60分までの範囲で設定します。

● 撮影枚数は、最大9999枚まで設定できます。

入力した撮影間隔で、入力した枚数のインターバルタイマー撮影が行われます。

ご使用のコンピューターによっては撮影間隔の時間設定が短いと、画像の転送や保存
が間に合わず、設定した間隔での撮影ができなくなることがあります。そのときは、
撮影間隔の設定を長くして、再度撮影してください。

最大撮影枚数は、コンピューターのハードディスク空き容量により、設定できる枚数
が、9999枚より少なくなることがあります。設定できる撮影枚数は、撮影ウィンド
ウの撮影可能枚数表示で確認することができます。（W-50）
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RemoteCaptureを設定する
RemoteCaptureを操作するための各種の設定を行います。設定には、撮影した画像をコンピ

ューターに保存するための初期設定と、撮影設定をコンピューターからリモート操作で行うため

の詳細設定があります。

初期設定

撮影画像の保存先やファイル名を設定します。

1 保存ウィンドウの［ファイル］メニューから［初期設定］を選ぶ
［初期設定］画面が表示されます。

2 各項目を設定して［OK］ボタンを押す
設定内容が適用され、［初期設定］画面が閉じ、終了します。

1
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RemoteCaptureを設定する

［レリーズキーの設定］タブを選ぶと、レリーズ用のホットキーを設定することがで
きます。

1 カメラにCFカードを入れていなかったり、カメラ内のCFカードがいっぱいでも撮影で
きます。

2 撮影した画像をコンピューターとカメラ内のCFカードの両方に保存します。

3 撮影画像を保存するときのファイル名を入力します。
※ ファイル名は半角英数字で16文字（全角で8文字）まで入力できます。

4 ファイル名の後につける連番の桁数と開始番号を設定します。
※［ファイルの接頭文字］ボックスに［Capture］、［数字桁数］ボックスに［5］、［開
始］ボックスに［1］を入力すると、保存されるファイル名には
［Capture_00001.jpg］または［Capture_00001.crw］から始まる連番のファ
イル名が、自動的に付けられます。

5 ファイルの保存先となるフォルダをディレクトリーで表示します。

6 ファイルの保存先となるフォルダをツリー表示します。

7 ファイルの保存先となるドライブを選びます。

8 新しいフォルダを作成します。

9 設定内容が適用され、［初期設定］画面が閉じ、終了します。

10 設定内容をすべて破棄して、変更前の状態に戻し、終了します。
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RemoteCaptureを設定する

詳細設定

ホワイトバランスや露出補正などの撮影設定を、コンピューターからリモート操作で行えま

す。

1 詳細設定画面を表示する
● 撮影ウィンドウの［ ］（詳細設定ボタン）を押します。

2［撮影設定］タブを選ぶ
［撮影設定］タブ画面が表示されます。

3 各項目を設定して詳細設定画面を閉じる
● 撮影ウィンドウの［ ］（詳細設定ボタン）を押します。

1

2
3

4

● 詳細設定は、必ずカメラが撮影可能な状態で行ってください。撮影できない状態
（レンズを取り付けていない状態など）では、設定できない項目があります。
● カメラの撮影モードが簡単撮影ゾーンに設定されているときは、撮影設定は行えま
せん。カメラの撮影モードを応用撮影ゾーンに設定してください。

※ 上記の画面は、すべての情報を表示した状態です。実際には、状況に応じた情報の
み表示されます。
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1 ホワイトバランスを設定することができます。

2 露出補正を行うことができます。

（カメラの撮影モードがプログラムAE、シャッター優先AE、絞り優先AE、自動深度優
先AEに設定されているときのみ有効です）

3 ISO感度を設定することができます。

4 Av（絞り数値）、Tv（シャッター速度）の設定を行うことができます。

（カメラの撮影モードがシャッター優先AE、絞り優先AE、マニュアル露出に設定され
ているときのみ、設定可能な項目が表示されます）

RemoteCaptureを設定する



JPEG画像を取り込む

5
この章では、Windows XP、Windows Me用のWIA Driverや、
Windows 2000、Windows 98 SE用のTWAIN Driver、PTP接
続（Windows XPのみ対応）で、簡単にJPEG画像を取り込む手
順について説明します。

● WIA Driverには、いくつかの制限事項があります。WIA Driverをご使用になる
前に、必ず「WIA Driver Readme」を参照してください。

Readme：［スタート］ボタンを押して［すべてのプログラム］（Windows Me
では［プログラム］） ［Canon Utilities］ ［EOS Kiss REBEL
300D WIA Driver］ ［WIA Driver Readme］の順に選んで表示
します。

● TWAIN Driverの操作方法については、下記の情報もあわせて参照してください。

Readme：［スタート］ボタンを押して［プログラム］ ［Canon Utilities］
［EOS Kiss REBEL 300D TWAIN Driver］ ［TWAIN Driver
Readme］の順に選んで表示します。

ヘルプ： TWAIN Driverメインウィンドウの［ヘルプ］ボタンから表示します。

5

W
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ウィザードやエクスプローラー、WIA TWAINを使ってJPEG画像のみ取り込むことができま

す。また、Windows XPをお使いの方は、PTP機能を使ったときも同様の手順でJPEG画像を取

り込むことができます。なお、RAW画像の取り込みや現像処理を行うときは、3章のFile

Viewer Utilityをご使用ください。

スキャナとカメラ ウィザードを使う

表示される画面内容にしたがって操作を行うと、簡単にJPEG画像をコンピューターへ取り込むこ

とができます。

1 カメラとコンピューターを接続する（W-11）
［EOS Kiss REBEL 300D］画面（イベント画面）が表示されます。
［Microsoft スキャナとカメラのウィザード］を選び、［OK］ボタンを押します。
［スキャナとカメラ ウィザード］ダイアログが表示されます。

Windows Meをお使いのときは、［スキャナとカメラウィザード］が表示されます。

2［次へ］ボタンを押す
［スキャナとカメラウィザード］の［コピーする画像の選択］画面が表示されます。

Windows Meをお使いのときは、［スキャナとカメラ ウィザード］の［画像の選択］
画面が表示されます。

3 取り込みたい画像を選び、［次へ］ボタンを押す
● 複数の画像を選ぶときは、〈Ctrl〉
キーまたは、〈Shift〉キーを押し
ながら画像をクリックします。す
べての画像を選ぶときは、［すべ
て選択］ボタンを押します。

［スキャナとカメラウィザード］
の［画像の名前とコピー先］画面
が表示されます。

Windows Meをお使いのときは、
［スキャナとカメラ ウィザード］
の［画像の保存先］画面が表示さ
れます。

WIA Driverで画像を取り込む
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WIA Driverで画像を取り込む

4 画像の保存ファイル名と保存先を指定して、［次へ］ボタンを押す
選んだ画像が指定の保存先に取り込まれ、［スキャナとカメラ ウィザード］の［そ
のほかのオプション］画面が表示されます。

Windows Meをお使いのときは、ファイル名と保存先を指定して［完了］ボタンを
押すと、画像が取り込まれ、スキャナとカメラ ウィザードが終了します。

● 保存先を指定しないときは、［マイ ピクチャ］（Windows Meでは［My Pictures］）
フォルダ内に新たなフォルダが作成されて保存されます。

5［作業を終了する］ラジオボタンを選び、［次へ］ボタンを押す
［スキャナとカメラ ウィザード］の［完了］画面が表示されます。

6［完了］ボタンを押す
スキャナとカメラ ウィザードが終了します。

RAW画像は表示されますが、取り込みはできません。RAW画像の取り込みや現像処
理を行うときは、3章のFile Viewer Utilityをご使用ください。
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WIA Driverで画像を取り込む

Windowsエクスプローラーでカメラ内の画像を表示しているときに
RemoteCaptureで撮影すると、正しく動作しないことがあります。

Windowsエクスプローラーを使う

Windowsエクスプローラーを使うと、ファイルをコピーするのと同じ操作で、JPEG画像を

コンピューターに取り込むことができます。

1 カメラとコンピューターを接続する（W-11）
［EOS Kiss REBEL 300D］画面（イベント画面）や、［スキャナとカメラ ウィ
ザード］が表示されます。

●［キャンセル］ボタンを押して、表示された画面をすべて終了します。

2 Windowsエクスプローラーを起動してフォルダを選ぶ
● Windowsエクスプローラーは、
［スタート］ボタンを右クリック
し、表示されるメニューから［エ
クスプローラ］を選ぶと起動する
ことができます。

● エクスプローラービューで
［EOS Kiss REBEL 300D］を
ダブルクリックして
［100CANON］フォルダをクリ
ックするか、左にある［+］
［100CANON］フォルダの順に
クリックします。

● Windows Meをお使いのときは、エクスプローラービューで［EOS Kiss REBEL
300D］をダブルクリックして表示される［100CANON］フォルダアイコンをダブ
ルクリックします。

●［100CANON］の100には、100～999の数字が表示されます。

カメラ内の画像がサムネイル表示されます。

3 画像をコンピューターに保存する
● 保存先を指定して画像を保存する
表示されている画像を右クリックし、表示されるメニューから［マイピクチャに保
存］（Windows Meでは［My Pictureに保存］）を選び［OK］ボタンを押すと、
［マイピクチャ］（Windows Meでは［My Picture］）フォルダに画像が保存され
ます。

● ドラッグアンドドロップで画像を保存する
エクスプローラー上で画像を選び、保存先のフォルダにドラッグアンドドロップし
ます。
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RAW画像は表示されますが、取り込みはできません。RAW画像の取り込みや現像処
理を行うときは、3章のFile Viewer Utilityをご使用ください。

WIA TWAINを使う

TWAIN機能対応のレタッチソフトを使用し、WIA TWAINで画像を選んでソフトウェアに取

り込みます。ここでは、Photoshop Elements 2.0を例にして説明します。

1 カメラとコンピューターを接続する（W-11）
［EOS Kiss REBEL 300D］画面（イベント画面）や、［スキャナとカメラ ウィ
ザード］が表示されます。

●［キャンセル］ボタンを押して、表示された画面をすべて終了します。

2 Photoshop Elements 2.0を起動する
●［スタート］ボタンを押して［すべてのプログラム］（Windows Meでは［プログ
ラム］） ［Adobe Photoshop Elements 2.0］を選びます。

3［ファイル］メニュー ［読み込み］［WIA-EOS Kiss REBEL
300D］を選ぶ
［カメラから画像を取得］画面が表示されます。

4［100CANON］フォルダをダブルクリックする
●［100CANON］の100には、100～999の数字が表示されます。

5 取り込みたい画像を選び、［画像の取得］ボタンを押す
選んだ画像がソフトウェアに取り
込まれます。

お使いのレタッチソフトにより、起動方法や画面内容は異なります。詳しくは、お使
いのレタッチソフトに付属されている使用説明書を参照してください。

WIA Driverで画像を取り込む
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表示されているサムネイル画像をダブルクリックしても、画像を転送することができ
ます。

ここではPhotoshop Elements 2.0を例にして画像をカメラから取り込み、転送するまで

の手順を説明します。

他のソフトウェアをお使いのときは、お使いになるソフトウェアの使用説明書に記載されて

いる、TWAIN機器の設定・操作を参照してください。

● TWAIN Driverは、TWAIN Driver対応ソフトウェアから起動します。また、TWAIN
Driverでは、JPEG画像のみ取り込むことができます。RAW画像の表示や現像処理を行
うときは、3章のFile Viewer Utilityをご使用ください。

1 カメラとコンピューターを接続する（W-11）
［EOS Kiss REBEL 300D］画面（イベント画面）が表示されます。

●［キャンセル］ボタンを押して、表示された画面をすべて終了します。

2 Photoshop Elements 2.0を起動する
●［スタート］ボタンを押して［プログラム］ ［Adobe Photoshop Elements
2.0］を選びます。

Photoshop Elements 2.0が起動します。

3［ファイル］メニュー ［読み込み］［Canon EOS Kiss REBEL
300D USB］を選ぶ
TWAIN Driverが起動し、カメラ
内のCFカードに保存された
JPEG画像が表示されます。

● TWAIN Driverの終了は、［ファ
イル］メニューから［終了］を選
びます。

4 転送する画像を選び、［ファイル］メニューから［画像転送］を選ぶ
Photoshop Elements 2.0に転送した画像が表示されます。

TWAIN Driverで画像を取り込む



ZoomBrowser EXで
撮影画像を操作する

6
この章では、ZoomBrowser EXを使ってカメラの画像をコンピュ
ーターに取り込み、さまざまな方法で印刷する手順や、取り込んだ
画像をメールに添付して送付する方法について説明します。

● ZoomBrowser EXの操作方法については、下記の情報もあわせて参照してくだ
さい。

Readme：［スタート］ボタンを押して［すべてのプログラム］（他のWindowsで
は［プログラム］） ［Canon Utilities］ ［ZoomBrowser EX］
［ZoomBrowser EX README］の順に選んで表示します。

ヘルプ： ZoomBrowser EXメインウィンドウの［ヘルプ］ボタンから表示し
ます。

ソフトウェアガイド：キヤノンのホームページからダウンロードして表示しま
す。詳しくは「ZoomBrowser EX／ImageBrowserソフ
トウェアガイドについて」（A-7）を参照してください。

6

W
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ZoomBrowser EXを起動する
ZoomBrowser EXは、カメラとコンピューターを接続したときに表示されるイベント画面

から起動する方法と、デスクトップアイコンや［スタート］ボタンから起動する方法があり

ます。

イベント画面から起動する

カメラとコンピューターを接続したときに表示される［EOS Kiss REBEL 300D］画面

（イベント画面）から、ZoomBrowser EXを起動します。

1 カメラとコンピューターを接続する（W-11）
［EOS Kiss REBEL 300D］画面（イベント画面）が表示されます。

Windows Meでは、［スキャナとカメラ ウィザード］が表示されます。［キャンセル］ボ
タンを押してスキャナとカメラ ウィザードを終了し、「アイコンから起動する」（W-67）
を参照してZoomBrowser EXを起動してください。

2［Canon ZoomBrowser EX］を選び［OK］ボタンを押す
ZoomBrowser EXが起動し、カメラウィンドウが表示されます。

● カメラウィンドウには、カメラやカードリーダー内のCFカードに保存されている画
像が表示されます。

画像を自動的に電子メールに添付して送信したり、CANON iMAGE GATEWAYに
接続して画像の登録を行います。

RAW画像には［RAW］マークが
表示されます。

画像をスライドショーで表示します。

画像を印刷します。

画像をコンピューターに取り込みます。

カメラとの再接続、カメラ設定
（W-46）、スライドショー／
DPOFプリント指定情報の編集
などを行います。

画像を条件で一度に選びます。

画像が選ばれている状態を解除します。

画像を左右90°、180°回転します。

画像を削除します。

画像の情報を表示します。

カメラウィンドウの
ヘルプ、バージョン
情報を表示します。

カメラウィンドウ
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アイコンから起動する

カメラとコンピューターが接続されていて、ZoomBrowser EXが起動していないとき（カ

メラとコンピューターを接続したときに、File Viewer Utilityを起動したときなど）や、カ

ードリーダーから画像を取り込むときは、デスクトップのアイコンまたは、［スタート］ボタ

ンからZoomBrowser EXを起動します。

1 デスクトップの［ZoomBrowser EX］アイコンをダブルクリック
する
●［スタート］ボタンを押して［すべてのプログラム］（他のWindowsでは［プログラ
ム］） ［Canon Utilities］ ［ZoomBrowser EX］ ［ZoomBrowser EX］を選
んで起動することもできます。

ZoomBrowser EXが起動し、ZoomBrowser EXメインウィンドウが表示されます。

ZoomBrowser EXメインウィンドウ

フォルダエリア 機能ボタン

画像を自動的に電子メールに添付して送信し
たり、CANON iMAGE GATEWAYに接続
して画像の登録を行います。

ブラウザーエリア
フォルダエリアで選ばれたフォルダ
内の画像が表示されます。

画像をスライドショーで表示したり、市販のレタッチソフトを使って画像を
編集します。

PhotoRecordを起動して画像を印刷します。

カメラウィンドウを表示します。
RemoteCapture起動時（W-50）は、［リモート撮影を行う］がメニューに
追加されます。

CANON iMAGE GATEWAYの活用方法については、付属の「CANON iMAGE
GATEWAY」を参照してください。
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ZoomBrowser EXを起動する

機能ボタン

2［カメラ／メモリーカード］ボタンを押して、表示されるメニューか
ら［画像を表示する／取り込む］を選ぶ
ZoomBrowser EXメインウィンドウが閉じ、カメラウィンドウが表示されます。

● カメラウィンドウには、カメラやカードリーダー内のCFカードに保存されている画像が
表示されます。

ブラウザーエリアの表示をズームモード、スクロールモードに切り換えます。

ブラウザーエリアに表示されている画像の大きさを変更します。
（スクロールモードが選ばれているときに使用することができます）

画像を別の画面で拡大表示します。

画像の情報を表示します。

ブラウザーエリアに表示
されているフォルダの一
つ上の階層を表示します。

ブラウザーエリアに表示されている画像の大きさを変
更します。
［ ］ボタンを押して、目的の画像やフォルダを
クリックすると、画像やフォルダが拡大表示されます。
また、［ ］ボタンを押すと、画像やフォルダが縮
小表示されます。
（ズームモードが選ばれているときに表示されます）

表示されているすべての画像を
一度に選びます。

画像が選ばれている
状態を解除します。

画像を左右90°、180°回転します。

画像を削除します。
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カメラやカードリーダー内のCFカードに保存されている画像を取り込んでコンピューターに

保存します。

1 カメラウィンドウで取り込む画像を選び、［画像を取り込む］ボタン
を押す
● 表示されている画像をクリックして選びます。また、他の画像をつづけてクリック
すると、複数の画像を選ぶことができます。

● 選ばれた画像を再度クリックすると、選ばれた状態を解除します。

［画像のダウンロード］画面が表示されます。
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画像を取り込み保存する

2 各項目を設定して［OK］ボタンを押す
画像がコンピューターに保存され、カメラウィンドウが閉じてZoomBrowser EXメイ
ンウィンドウが表示されます。

ZoomBrowser EXメインウィンドウには、取り込んだ画像が表示されます。

選んだフォルダに画像を保存します。

選んだフォルダ
内に新しいフォ
ルダを作り画像
を保存します。

画像の保存先となるフ
ォルダを選びます。選
ばれたフォルダは［保
存先フォルダ］ボック
スに表示されます。

［新規フォルダを作る］
ラジオボタンを選んだ
ときのフォルダ名を設
定します。

画像を保存するときのファイル名を設定します。
［保存する画像の連番名を指定する］チェックボックスをチェックすると、［連番ファイル名］
ボックスに任意のファイル名を入力することができます。画像は「入力したファイル名
0001.JPG」となります。また、チェックボックスのチェックを外すと、ファイル名は、
「100-0001.jpg」となります。
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PhotoRecordで画像を印刷する
ZoomBrowser EXで、画像を印刷するにはPhotoRecordを使います。また、レイアウト印

刷、インデックス印刷の他に、Exif 2.2（ExifPrint）に対応した印刷も行うことができます。

画像を印刷する

1 ZoomBrowser EXメインウィンドウまたは、カメラウィンドウで印
刷する画像を選ぶ

2［印刷］ボタン（カメラウィンドウでは［印刷する］ボタン）を押し
て表示されるメニューから［レイアウトして印刷する］または、［イ
ンデックスを印刷する］を選ぶ
ZoomBrowser EXメインウィン
ドウでは、画像とともに印刷する
情報を選ぶ画面が表示されます。

カメラウィンドウでは、［画像の
ダウンロード］画面（W-70）が
表示されます。各項目を設定して
［OK］ボタンを押すと、画像とと
もに印刷する情報を選ぶ画面が表
示されます。

3 画像とともに印刷したい情報（［コメント］、［ファイル名］、［日時］）
のチェックボックスをチェックして、［完了］ボタンを押す
手順2で［レイアウトして印刷する］を選んだときは、PhotoRecordが起動し
［PhotoRecordプリントモード］画面が表示されます。

手順2で［インデックスを印刷する］を選んだときは、［インデックスを印刷設定］
画面が表示されます。プリンターや用紙の設定を行って［印刷］ボタンを押すと印
刷が開始されます。

● 画像とともに印刷できる情報は、複数選ぶことができます。

● コメントは、ZoomBrowser EXメインウィンドウに表示されている画像を選び、
［画像のプロパティ］ボタンを押して表示される画面で入力することができます。
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PhotoRecordで画像を印刷する

4 プリントモードを選び、［次へ］ボタンを押す
用紙設定の画面が表示されます。

● ここでは、［飾り付けやレイアウトをして印刷］ラジオボタンを選んだときの説明を
します。

5 用紙の種類やサイズ、印刷方向などの設定を行い［次へ］ボタンを押す
レイアウト設定の画面が表示され
ます。

●［用紙サイズ］リストボックスの、
［ユーザー定義用紙］は選ばない
でください。ご使用になるプリン
ターにより、正しく印刷できない
ことがあります。

6 レイアウトの方法を選び、［完了］ボタンを押す
PhotoRecordウィンドウが表示
されます。

［飾り付けやレイアウトをして印刷］ラジオボタンを選ぶと、写真の大きさや位置を
自由に指定して印刷することができます。また、その他のプリントモードを選ぶこと
で、画像をタイル状に敷きつめて印刷したり、キヤノン純正のミシン目入り用紙に印
刷することができます。

カラフルで楽しいデザインの印刷
をしたいときに選びます。

L版、名刺サイズなどの固定サイズ
の用紙に、できるだけ詰め込んで
印刷したいときに選びます。

※プリントモードの項目は、お使いのプリンターに
よって異なります。

1ページに何コマという指定に合
わせて、紙全体にすきまなく画像
をレイアウトして印刷します。
（フチなし全面印刷に未対応のプリ
ンターをお使いのときは、［写真を
タイル状に敷きつめて印刷］が表
示されます）

キヤノン純正ミシン目入り用紙を使って印刷したいときに選びます。
（ミシン目入り用紙印刷に未対応のプリンターをお使いのときはこの
項目は表示されません）

自動的に画像の配置が調整されます。

画像がインデックス状に並べられ
ます。

すべての画像配置を手動で行い
ます。
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7 印刷画面を編集し、［印刷］ボタンを押す
［印刷］画面が表示され、印刷が行われます。

［印刷］画面を表示し、印刷を行います。

画像の取り込みを中止します。

画像を右クリックして表示され
るメニューから、［見出し］
［編集］を選ぶと入力すること
ができます。

画像の大きさを変更します。

［メニュー］ボタンを押して表
示されるメニューから、［タイ
トル］ ［編集］を選ぶと入力
することができます。

［メニュー］ボタンを押して表
示されるメニューから、［テキ
ストボックスの追加］を選ぶと
入力することができます。また、
画面上のテキストボックスを右
クリックして表示されるメニュ
ーでは、文字飾りや文字列を変
更することができます。

直前の操作を取り消したり、やり直すことができます。

［ページの飾り付け］画面を表示し、飾り付けのデザ
インや色などを変更することができます。

［画像の取り込み］画面を表示し、次ページに新しい
画像を取り込みます。

［プリントモード］画面を表
示し、設定を変更することが
できます。設定方法は、手順
4～6を参照してください。

レイアウトの方法を［オー
ト］、［インデックス］、［マ
ニュアル］から選びます。

メニューボタン
画面編集に必要なメニュー
を表示します。

画像の並びを変更します。

画像をドラッグして動かす
ことができます。

PhotoRecordウィンドウ

● レイアウトしたページを保存する

［ファイル］メニューから［名前を付けて保存］を選んで保存すると、レイアウト
したページを「アルバム」として保存することができます。

● ページ内に画像を追加する

ZoomBrowser EXメインウィンドウに表示されている画像を、PhotoRecordウ
ィンドウへドラッグ アンド ドロップします。

アルバムデータには、画像は保存されません。そのため、画像をアルバム作成時に保
存していたフォルダから移動したり削除しないでください。
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● ページ全体の飾り付けを変更する

［メニュー］ボタンを押して表示されるメニューから［ページの飾り付けの変更］
を選び、表示される［ページの飾り付け］画面で好みの飾り付けを選びます。

● 画像の枠を変更する

画像を右クリックして表示されるメニューから［画像枠の変更］を選び、表示され
る［画像枠の変更］画面で好みの画像枠を選びます。

● 画像の大きさや角度を変更する

画像の上にカーソルを移動して表示される矢印やボタンで変更します。

※ プリントモードにより、画像の大きさや角度が変更できないことがあります。

● 1ページに表示する画像数を変更する

［編集］メニューから［設定］を選び、表示される［設定］画面の［1ページあた
りの画像数（取り込み時）］項目で、表示する画像数を変更します。

8［印刷］ボタンを押す
印刷が開始されます。

矢印をドラッグする
と画像の大きさが変
わります。

拡大／縮小モードか
ら、回転モードに変
わります。

拡大／縮小モード 回転モード

矢印をドラッグすると画像の角度が変わり
ます。

画面操作のメニューが
表示されます。

回転モードから、拡大／
縮小モードに変わります。

ネットワークプリンターをお使いのときに、ネットワークのパス名を含めたプリンタ
ー名が半角31文字（全角15文字）を超えていると、PhotoRecordから印刷できな
いことがあります。このようなときは、コントロールパネルから［プリンタとその他
のハードウェア］ ［プリンタとFAX］（他のWindowsではコントロールパネルから
［プリンタ］）を選び、パス名も含めたプリンター名の文字数を半角31文字（全角15
文字）以内に変更してください。
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画質を調整して印刷する（Exif 2.2対応）

PhotoRecordには、Exif 2.2（Exif Print）に対応した画質調整機能があります。

この機能を使うと、自動的に補正がかけられた印刷を行うことができます。

1 PhotoRecordウィンドウを表示する（W-73）

2 印刷する画像を右クリックし、表示されるメニューから［画像のトリ
ミング・補正］を選ぶ
別の画面で拡大表示された画像と
［画面コントロールパネル］が表
示されます。

3［画面コントロールパネル］の［Exif Print］チェックボックスを
チェックし、［閉じる］ボタンを押す
選んだ画像に補正がかかります。

Exif 2.2対応のカメラで撮影した画像には、撮影条件、撮影シーンなど、撮影時の設
定情報が記録されています。Exif Print補正では、これらの情報を使って撮影時の状
況に、より忠実な画質補正を行います。
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画像をメールに添付して送付する
コンピューターに保存された画像を、電子メールに添付して送信します。

1 画像をZoomBrowser EXメインウィンドウに表示する（W-69）

2 ブラウザーエリアで送信する画像を選ぶ

3［インターネット］ボタンを押して、表示されるメニューから［電子
メールで画像を送信する］を選ぶ

4 画像サイズと画質を設定して［次へ］ボタンを押す

画像サイズや画質を保持して送信したいときに選びます。

ファイルサイズを小さ
くして送信したいとき
に選びます。

送信する画像のサイズ（画素数）を設定します。

送信する画像の画質を設定します。（低画質を選ぶと画質は
低下しますが、ファイルサイズは小さくなります）

圧縮後の画像ファイル
サイズを確認すること
ができます。（ファイ
ルサイズは［変更後の
画像ファイル容量］に
表示されます）

圧縮後の画像を別の画
面を表示して確認する
ことができます。

ZoomBrowser EXから、自動的に電子メールソフトウェアを起動して画像を送信す
るには、お使いのメールソフトがMAPIクライアントに設定されている必要がありま
す。設定方法についてはメールソフトの使用説明書などを参照してください。
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5 電子メールを作成してすぐに送信するか、画像を保存して後で送信す
るかを選び［完了］ボタンを押す

●［電子メールを作成する］ラジオボタンを選んだときは、電子メールソフトウェア
が起動し、画像が添付ファイルに設定された状態で、電子メールの送信画面が表示
されます。

宛先やメール本文を入力してメールを送信します。

●［画像をフォルダに保存して、あとで送信する］ラジオボタンを選んだときは、［参
照］ボタンを押して画像の保存先を指定します。

指定した保存先に画像が保存されます。

電子メールソフトウェアの自動起動は、MAPI対応の電子メールソフトウェアにのみ対
応しています。MAPI未対応の電子メールソフトウェアをお使いのときは、一度画像を
保存し、電子メールソフトウェアを起動してから、送信メールに添付してください。

MA P I
エムエーピーアイ

はMessaging Application Programming Interface
メ ッ セ ー ジ ン グ 　 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 　 プ ロ グ ラ ミ ン グ 　 イ ン タ ー フ ェ ー ス

の略で、Microsoft社
が標準化した電子メールソフトの機能です。
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RAW画像の現像と画像合成
ZoomBrowser EXでRAW画像を現像する

ZoomBrowser EXでRAW画像の現像を行うには、File Viewer Utilityを起動します。

1 画像をZoomBrowser EXメインウィンドウに表示する（W-69）

2 ブラウザーエリアで現像するRAW画像を選ぶ

3［表示／編集］ボタンを押して、表示されるメニューから［RAW画
像を処理する］を選ぶ
File Viewer Utilityが起動し、RAW画像がFile Viewer Utilityメインウィンドウ
にサムネイルで表示されます。

PhotoStitchで画像を合成する
撮影した複数の画像を自動的に合成して、パノラマ写真などが簡単に作成できます。

1 画像をZoomBrowser EXメインウィンドウに表示する（W-69）

2 ブラウザーエリアで複数のJPEG画像を選び、［表示/編集］ボタンを
押して、表示されるメニューから［パノラマ合成を行う］を選ぶ
PhotoStitchが起動します。

● ガイダンスの説明にしたがって、画像を合成します。

● PhotoStitchの操作の詳細については、PhotoStitchのヘルプを参照してください。

ZoomBrowser EXからFile Viewer Utilityを起動したときは、File Viewer Utility
で使用できる機能が限定されます。［フォルダツリー表示領域］が表示されないほか、
カメラ設定、画像の回転、画像転送、インデックス保存、画像消去、情報更新、画像
のプロテクトなどの機能を使用することはできません。

● PhotoStitchでRAW画像は合成できません。
● PhotoStitchで合成できる画像は、最大4コマです。
● PhotoStitchで合成した画像をQuickTime VR形式で保存するには、QuickTime
3.0以上が必要です。お使いのコンピューターにQuickTime 3.0以上がインスト
ールされていないときは、別途ご用意ください。
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この章では、トラブルシューティングや、ソフトウェアのアンイン
ストールなどについて説明します。
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トラブルシューティング
「インストールが手順通りできない」、「カメラとコンピューターが通信できない」というとき

は、以下の項目を確認してください。

● 操作画面に表示されるEOS Kiss REBEL 300Dは、EOS XXXとしています。

手順通りにインストールできない

● Windows XP Professional、Windows 2000をお使いの方で、ユーザー設定を［コ

ンピューターの管理者］、［Administrator］以外に設定した状態でコンピューターを使

用していませんか？

→ ユーザー設定を［コンピューターの管理者］、［Administrator］以外に設定されてい
ると、ソフトウェアをインストールすることができません。ユーザー設定をWindows
XP Professionalでは、［コンピューターの管理者］、Windows 2000では、
［Administrator］に設定してください。詳しい設定方法は、ご使用になるコンピュー
ターの使用説明書などを参照してください。

● WIA Driverまたは、TWAIN Driverをインストールしていますか？

→ WIA Driverまたは、TWAIN Driverがインストールされていないと、カメラとコンピ
ューターを接続してもインストールは完了しません。SOLUTION DISKをCD-ROMド
ライブに入れて、WIA Driverまたは、TWAIN Driverをインストールしたあと、カメ
ラとコンピューターを接続してください。

● プラグはしっかりと差し込まれていますか？

→ インストールを完了させるために、カメラとコンピューターを接続するときは、専用USB
ケーブルのプラグをカメラとコンピューターにしっかりと差し込んでください。（W-11）

ソフトウェアをインストールしたのに、カメラとコンピューターが通信できない

● Driverはインストールされていますか？

→ カメラとコンピューターの通信にはDriverが必要です。SOLUTION DISKのソフト
ウェアをご使用になり、カメラとコンピューターの通信を行うときは、ご使用の
Windowsにより以下のDriverを必ずインストールしてください。

・Windows XP／Windows Me：WIA Driver
・Windows 2000／Windows 98 SE：TWAIN Driver

● お使いのコンピューターは、以下に該当していますか？

→ USB接続部を標準装備したWindows XP、Windows 2000、Windows Me、
Windows 98 SEの日本語版プリインストール機。（A-8）

※上記以外のコンピューターでUSB接続を行ったときの動作保証はしていません。

● カメラとコンピューターが正しく接続されていますか？

→ 専用USBケーブルで、カメラとコンピューターを正しく接続してください。（W-11）

● カメラの通信設定は、正しく設定されていますか？

→ SOLUTION DISKのソフトウェアをご使用になるときは、カメラの通信設定を［標
準］に設定してください。また、Windows XPでPTP接続を行うときは、［PTP］
に設定してください。（W-10）
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● カメラのバッテリー残量は十分ですか？

→ コンピューターからカメラへの電源供給は行われません。カメラにDCカプラーキッ
ト（別売）を接続するか、充電済みのバッテリーを入れてコンピューターに接続して
ください。（付属のカメラ使用説明書「バッテリーを入れる／取り出す」）

● 2台以上のカメラをコンピューターに接続していませんか？

1台のコンピューターに2台以上のカメラを接続すると、Driverおよびカメラが正しく動
作しないことがあります。

→ ソフトウェアをいったん終了させてからすべての専用USBケーブルを外します。そのあと、
カメラに接続された1本の専用USBケーブルだけをコンピューターに再度接続してください。

● Driverは正常に動作していますか？

カメラとコンピューターを専用USBケ
ーブルで接続し、カメラの電源スイッ
チを〈ON〉（W-11）にした状態で、
［デバイス マネージャ］を表示（W-
82）します。［イメージング デバイス］
の左にある［＋］を押し、［EOS
Kiss REBEL 300D］が表示されて
いるか確認します。

→［EOS Kiss REBEL 300D］が表示されていないときは、Driverが正しく動作していません。
専用USBケーブルをいったん抜いて、しっかりと差し込んでください。それでも［EOS Kiss
REBEL 300D］が表示されないときは、次の手順でDriverをインストールしなおしてください。

1 専用USBケーブルを抜いて、Driverをアンインストールする（W-84）
2 Driverをインストールしなおす(W-4)

→［EOS Kiss REBEL 300D］の横に［X］［!］［?］マークが付いているときは、Driverの一
部が消去されているか壊れています。次の手順でDriverをインストールしなおしてください。

1 ［イメージング デバイス］に表示されている［EOS Kiss REBEL 300D］を削除する
2 専用USBケーブルを抜いて、Driverをアンインストールする（W-84）
3 Driverをインストールしなおす（W-4）

● Driverは正しくインストールされていますか？

カメラとコンピューターを専用USBケーブルで接続し、カメラの電源スイッチを〈ON〉
（W-11）にした状態で、［デバイス マネージャ］（下記）を表示します。［その他のデバ
イス］か［不明なデバイス］の左にある［＋］を押し、［EOS Kiss REBEL 300D］、
または［Canon Digital Camera］が表示されているか確認します。
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→［その他のデバイス］か［不明なデバイス］に［EOS Kiss REBEL 300D］、または
［Canon Digital Camera］が表示されているときは、Driverが正しくインストールさ
れていません。次の手順でDriverをインストールしなおしてください。

1 ［その他のデバイス］か［不明なデバイス］に表示されている［EOS Kiss
REBEL 300D］、または［Canon Digital Camera］を削除する

2 専用USBケーブルを抜いて、Driverをアンインストールする（W-84）
3 Driverをインストールしなおす(W-4)

デバイス マネージャを表示するには

● Windows XP

→［スタート］ボタン ［コントロール パネル］を選び、［パフォーマンスとメンテナ
ンス］ ［システム］の順にクリックし、［ハードウェア］タブを選んで、［デバイス
マネージャ］ボタンを押します。

● Windows 2000

→［スタート］ボタンを押して［設定］ ［コントロール パネル］を選び、［システム］
アイコンをダブルクリックして開き、［ハードウェア］タブを選んで、［デバイス マ
ネージャ］ボタンを押します。

● Windows Me、Windows 98 SE

→［スタート］ボタンを押して ［設定］ ［コントロール パネル］を選び、［システム］
アイコンをダブルクリックして開き、［デバイス マネージャ］タブを選びます。

ソフトウェアをインストールする前に、カメラとコンピューターを接続
してしまった

● カメラの電源スイッチを〈ON〉にしましたか？

→〈ON〉にしてないときは、次の操作を行ってください。

1 専用USBケーブルをカメラとコンピューターから外す。
2 手順通りコンピューターにSOLUTION DISKのソフトウェアとDriverをインストー
ルし、カメラとコンピューターを接続して、インストールを完了する。（W-4）

→〈ON〉にしてしまったときは、次の操作を行ってください。

1 ［新しいハードウェアの検出ウィザード］などが表示されたときは、［キャンセル］
ボタンを押して表示された画面をすべてキャンセルする。

2 表示された画面をすべてキャンセルしたら、カメラの電源スイッチを〈OFF〉に
する。

3 専用USBケーブルをカメラとコンピューターから外す。
4 手順通りコンピューターにSOLUTION DISKのソフトウェアとDriverをインストー
ルし、カメラとコンピューターを接続して、インストールを完了する。（W-4）

トラブルシューティング
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● アンインストールをはじめる前に、起動しているすべてのソフトウェアを終了し、専用
USBケーブルをコンピューターから取り外してください。

ソフトウェアをアンインストール（削除）する

ソフトウェアをアンインストールする手順について説明します。ここでは、File Viewer

Utilityを例にとって説明しますが、他のソフトウェアをアンインストールするときも同様の

手順で行います。

● WIA Driver／TWAIN Driverのアンインストールについては、「Driverをアンインストー
ルする」（W-84）を参照してください。

● Windows XP Professional、Windows 2000をお使いのときは、コンピューターの管
理者／Administrator権限でログオンしてください。

● ソフトウェアをアンインストールしたあとは、必ずコンピューターを再起動してください。
コンピューターが正しく動作しないことがあります。特に、再起動をしないでソフトウェ
アを再インストールすると誤動作の原因になります。

1［スタート］ボタンを押して［すべてのプログラム］（他のWindows
では［プログラム］） ［Canon Utilities］［FileViewerUtility
xx］ ［FileViewerUtility アンインストール］を選ぶ
● xx には、File Viewer Utilityのバージョンが表示されます。

2 表示される画面内容にしたがって、アンインストールをすすめる
ソフトウェアがアンインストールされます。
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Driverをアンインストールする

Driverのアンインストールは、WIA Driver、またはTWAIN Driverをアンインストールした

あと、［スキャナとカメラのプロパティ］、または［スキャナとカメラ］で［EOS Kiss

REBEL 300D］の削除と、Driver設定ファイルの削除をする必要があります。

● Windows XP Professional、Windows 2000をお使いのときは、コンピューターの管
理者／Administrator権限でログオンしてください。

● Driverをアンインストールしたあとは、必ずコンピューターを再起動してください。コン
ピューターが正しく動作しないことがあります。特に、再起動をしないでDriverを再イン
ストールすると誤動作の原因になります。

● 操作画面に表示されるEOS Kiss REBEL 300Dは、EOS XXXとしています。

1［EOS Kiss REBEL 300D WIA Driver］、または［EOS
Kiss REBEL 300D TWAIN Driver］をアンインストールする
● Windows XP、Windows Meをお使いのときは、［スタート］ボタンを押して［す

べてのプログラム］（Windows Meでは［プログラム］） ［Canon Utilities］
［EOS Kiss REBEL 300D WIA Driver］ ［WIA Driver アンインストール］
を選びます。

● Windows 2000、Windows 98 SEをお使いのときは、［スタート］ボタンを押
して［プログラム］ ［Canon Utilities］ ［EOS Kiss REBEL 300D
TWAIN Driver］ ［TWAIN Driver アンインストール］を選びます。

2 表示される画面内容にしたがって、アンインストールをすすめる
Driverがアンインストールされます。

3 カメラとコンピューターを接続する
●［EOS Kiss REBEL 300D］画面（イベント画面）や［スキャナとカメラ ウィザ

ード］が表示されたときは、［キャンセル］ボタンを押して表示された画面をすべて
終了します。

4［スタート］ボタン ［コントロール パネル］ ［プリンタとその他
のハードウェア］の順にクリックする
● Windows XP以外のWindowsでは、［スタート］ボタンを押して［設定］ ［コン

トロール パネル］を選びます。
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5［スキャナとカメラ］をクリックする
Windows XP、Windows Meをお使いのときは、［スキャナとカメラ］が表示され
ます。

● Windows XP以外のWindowsでは、［スキャナとカメラ］アイコンをダブルクリッ
クします。

Windows 2000、Windows 98 SEをお使いのときは、［スキャナとカメラのプ
ロパティ］が表示されます。

6［EOS Kiss REBEL 300D］を削除する
● Windows XP、Windows Meを
お使いのときは、［EOS Kiss
REBEL 300D］アイコンを右ク
リックし、表示されるメニューか
ら［削除］を選び、確認画面で
［はい］ボタンを押します。

● Windows 2000、Windows
98 SEをお使いのときは、［EOS
Kiss REBEL 300D］を選んで
［削除］ボタンを押します。

●［スキャナとカメラのプロパテ
ィ］、または［スキャナとカメラ］
に、［EOS Kiss REBEL 300D］
が表示されていないときは、画面
を閉じて次の手順にすすみます。

7［デバイス マネージャ］を表示する（W-82）

8［EOS Kiss REBEL 300D］を削除する

Windows XP、Windows 2000をお使いのとき

スキャナーなどのDriverがすでにインストールされているときは、それらの装置名も
表示されます。誤って削除しないよう十分注意してください。
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●［イメージング デバイス］または［その他のデバイス］の左にある［＋］を押して
［EOS Kiss REBEL 300D］が表示されているときは、［EOS Kiss REBEL
300D］を右クリックし、表示されるメニューから［削除］を選びます。

● 確認画面で［OK］ボタンを押します。

●［デバイス マネージャ］を閉じ、［OK］ボタンを押して、［システムのプロパティ］
を閉じます。

●［EOS Kiss REBEL 300D］が［イメージング デバイス］と［その他のデバイス］
の両方、あるいは［その他のデバイス］に複数あるときは、すべてを削除します。

●［イメージング デバイス］または［その他のデバイス］に、［EOS Kiss REBEL
300D］が表示されていないときは、画面を閉じて次の手順にすすみます。

Windows Me、Windows 98 SEをお使いのとき

●［イメージング デバイス］または［その他のデバイス］の左にある［＋］を押して
［EOS Kiss REBEL 300D］が表示されているときは、［EOS Kiss REBEL
300D］を選んで［削除］ボタンを押します。

● 確認画面で［OK］ボタンを押します。

●［OK］ボタンを押して、［システムのプロパティ］を閉じます。

●［EOS Kiss REBEL 300D］が［イメージング デバイス］と［その他のデバイス］
の両方、あるいは［その他のデバイス］に複数あるときは、すべてを削除します。

●［イメージングデバイス］または［その他のデバイス］に、［EOS Kiss REBEL
300D］が表示されていないときは、画面を閉じて次の手順にすすみます。

9 Driverの設定ファイルを削除する
● お使いのOSにより設定ファイルの削除方法は異なります。下記のページを参照し、
設定ファイルを削除してください。

・ Windows XP（W-87）

・ Windows 2000（W-88）

・ Windows Me、Windows 98 SE（W-90）
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Driverの設定ファイルを削除する

Windows XPをお使いのとき

1［スタート］ボタン ［コントロール パネル］を選び、［デスクトッ
プの表示とテーマ］ ［フォルダ オプション］の順にクリックする
［フォルダ オプション］が表示されます。

2［表示］タブを選ぶ
［表示］タブ画面が表示されます。

3［ファイルとフォルダの表示］項目の［すべてのファイルとフォルダ
を表示する］ラジオボタンを選び、［登録されている拡張子は表示し
ない］項目のチェックを外す
● このように設定されているときは、そのまま次の手順にすすんでください。

4［OK］ボタンを押して［フォルダ オプション］を閉じる
見えない設定になっていたフォルダやファイルが見えるようになります。

5［スタート］ボタン ［マイ コンピュータ］の順にクリックする

6［C:］ドライブ ［WINDOWS］フォルダ ［Inf］フォルダの順に
ダブルクリックして開く

誤ったファイルを削除すると、Windowsが起動しなくなることがあります。
十分にファイル名を確認してから削除してください。
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7［Oem*.inf］、［Oem*.pnf］という名前のファイルを探す
● *には1や2などの数字が入ります。また［Oem*］ファイルは、［Oem*.inf］と
［Oem*.pnf］で一組になっていて、*にはそれぞれに同じ数字が入ります。
（例：Oem2.infとOem2.pnf）

●［Inf］フォルダ内には複数組の［Oem*］ファイルが存在することがあります。

8［Oem*.inf］ファイルの内容を確認する
●［Oem*.inf］ファイルをダブルクリックしてファイルの内容を表示し、1行目に
［; **** Canon Camera Driver Setup File ****］と表示されることを確認してく
ださい。

●［Oem*.inf］ファイルが複数あるときは、この操作をくり返し行ってください。

● 目的のファイルが確認できたらファイル名を控えてください。

9 確認した［Oem*.inf］ファイルと［Oem*.pnf］ファイルを削除する

Windows 2000をお使いのとき

1［スタート］ボタンを押して［設定］［コントロール パネル］を選ぶ

2［フォルダ オプション］アイコンをダブルクリックする
［フォルダ オプション］が表示されます。

3［表示］タブを選ぶ
［表示］タブ画面が表示されます。

［Inf］フォルダ内にはたくさんのファイルがあります。誤って異なるファイルを削除
すると、最悪のときは、Windowsが起動しなくなる可能性があります。ファイルを
削除するときは、十分にファイル名を確認してから削除してください。
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4［ファイルとフォルダの表示］項目の［すべてのファイルとフォルダ
を表示する］ラジオボタンを選び、［登録されているファイルの拡張
子は表示しない］項目のチェックを外す
● このように設定されているとき
は、そのまま次の手順にすすんで
ください。

5［OK］ボタンを押して［フォルダ オプション］を閉じる
見えない設定になっていたフォルダやファイルが見えるようになります。

6 デスクトップの［マイ コンピュータ］ ［C:］ ［Winnt］フォルダ
［Inf］フォルダを開く

7［Oem*.inf］、［Oem*.pnf］という名前のファイルを探す
● *には1や2などの数字が入ります。また［Oem*］ファイルは、［Oem*.inf］と
［Oem*.pnf］で一組になっていて、*にはそれぞれに同じ数字が入ります。
（例：Oem2.infとOem2.pnf）

●［Inf］フォルダ内には複数組の［Oem*］ファイルが存在することがあります。

8［Oem*.inf］ファイルの内容を確認する
●［Oem*.inf］ファイルをダブルクリックしてファイルの内容を表示し、1行目に
［; **** Canon Camera Driver Setup File ****］と表示されることを確認してく
ださい。

●［Oem*.inf］ファイルが複数あるときは、この操作をくり返し行ってください。

● 目的のファイルが確認できたらファイル名を控えてください。

9 確認した［Oem*.inf］ファイルと［Oem*.pnf］ファイルを削除する

アンインストール

［Inf］フォルダ内にはたくさんのファイルがあります。誤って異なるファイルを削除
すると、最悪のときは、Windowsが起動しなくなる可能性があります。ファイルを
削除するときは、十分にファイル名を確認してから削除してください。
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Windows Me、Windows 98 SEをお使いのとき

1［スタート］ボタンを押して［設定］［コントロールパネル］を選び、
［フォルダ オプション］アイコンをダブルクリックする
● Windows 98 SEをお使いのときは、［スタート］ボタンを押して［設定］ ［フ

ォルダオプション］を選びます。

［フォルダオプション］が表示されます。

2［表示］タブを選ぶ
［表示］タブ画面が表示されます。

3［ファイルとフォルダの表示］項目の［すべてのファイルとフォルダ
を表示する］ラジオボタンを選び、［登録されているファイルの拡張
子は表示しない］項目のチェックを外す
● Windows 98 SEをお使いのときは、［表示されないファイル］項目の［すべての

ファイルを表示する］ラジオボタンを選んで、［登録されているファイルの拡張子は
表示しない］項目のチェックを外します。

● このように設定されているときは、そのまま次の手順にすすんでください。

4［OK］ボタンを押して［フォルダ オプション］を閉じる
見えない設定になっていたフォルダやファイルが見えるようになります。

5 デスクトップの［マイ コンピュータ］ ［C:］ ［Windows］フ
ォルダ ［Inf］フォルダの順にダブルクリックして開く

Windows Me Windows 98 SE
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6［Drvdata.bin］と［Drvidx.bin］を削除する

7［Inf］フォルダ内の［Other］フォルダをダブルクリックして開く

8［Canon.IncCAP_E3KR.inf］ファイルがあるときは削除する

● ファイル名のXXXにはE3KRが表示されます。

● ご使用のコンピューター環境により、［Canon.IncCAP_E3KR.inf］ファイルがな
いこともあります。

［Inf］フォルダ内にはたくさんのファイルがあります。誤って異なるファイルを削除
すると、最悪のときは、Windowsが起動しなくなる可能性があります。ファイルを
削除するときは、十分にファイル名を確認してから削除してください。
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Photoshop Elements 2.0をアンインストールする

● アンインストールをはじめる前に、起動しているすべてのソフトウェアを終了し、専用
USBケーブルをコンピューターから取り外してください。

● Windows XP Professional、Windows 2000をお使いのときは、コンピューターの管
理者／Administrator権限でログオンしてください。

1［スタート］ボタンを押して［コントロール パネル］ ［プログラム
の追加と削除］の順にクリックする
● Windows XP以外のWindowsをお使いのときは、［スタート］ボタンを押して［設

定］ ［コントロール パネル］を選び、コントロールパネルに表示される［アプリ
ケーションの追加と削除］アイコンをダブルクリックします。

［プログラムの追加と削除］または、［アプリケーションの追加と削除のプロパティ］
が表示されます。

2 ソフトウェアの一覧から［Adobe Photoshop Elements 2.0］
を選んで、［削除］ボタンまたは、［追加と削除］ボタンを押す
● Windows XP、Windows 2000をお使いのときは、［プログラムの変更と削除］
ボタンが押されていることを確認してください。

［ファイル削除の確認］が表示されます。

3［はい］ボタンを押す
Photoshop Elements 2.0がアンインストールされます。

アンインストールが終了したら、コンピューターを再起動してください。
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各OSの操作方法が共通のときは、Mac OS X（10.2）を使用したときの
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OS 9.2をOS 9と表記しています。
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コンピューターにソフトウェアを
インストールする

1
この章では、付属のソフトウェアをインストールする手順について
説明します。

1

M
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Macintoshにソフトウェアをインストールする
● ご使用のMacintoshが、SOLUTION DISKのソフトウェア動作環境（A-9）に対応して
いることを確認されたあと、手順通りにインストールしてください。

● Photoshop Elementsのインストール方法は、（M-6）を参照してください。

1 Macintoshを起動する
● 使用中のソフトウェアをすべて終了してください。

2 CD（EOS DIGITAL SOLUTION DISK）を入れる
CDのアイコンがデスクトップ上に表示されます。

3 インストーラーを起動する
● CDのアイコン ［Mac OS X］
フォルダ ［Canon EOS
Digital Installer］の順にダブル
クリックします。

● OS 9では、表示されたCD内の
［Mac OS 9］フォルダ
［Canon EOS Digital Installer］
の順にダブルクリックします。

インストーラーパネルが表示され
ます。

4［デジタルカメラソフトウェアのインストール］をクリックする

5 インストールするソフトウェアを確認する
● インストールするソフトウェア
に、□✓ が入っていることを確認
して、［インストール］ボタンを
押します。

OS X

OS 9
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Macintoshにソフトウェアをインストールする

6 契約書の内容を確認する
● 内容を確認して同意するときは、［同意する］ボタンを押します。

7 インストール先を確認する
● インストール先を確認して、［選
択］ボタンを押します。

インストールがはじまります。

● インストールにかかる時間は、ご
使用のコンピューターにより異な
りますが、目安として約2～4分
程度です。

8インストールを完了する
［ソフトウェアのインストールが
完了しました。］が表示されたら、
インストールは完了です。

●［OK］ボタンを押して、終了し
ます。

● インストーラーパネルが表示され
たときは、［終了］をクリックし
て終了します。

OS 9をお使いのときは
● OS 9では［OK］ボタンを押し
たあと、［システムの再起動
が・・・・］画面が表示されます。

［はい］を選んでMacintoshを
再起動します。



Photoshop Elements 2.0のインストール
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● Photoshop Elements 2.0は、インストール時にシリアル番号を入力しないとインスト
ールできません。シリアル番号は、Photoshop Elements 2.0のCD-ROMケースに貼り
付けられています。

● シリアル番号を無くすと、インストールできなくなりますので、無くさないよう以下の空
欄に書き写すか、CD-ROMケースからシールを剥がして貼り付けてください。

1 Adobe Photoshop Elements 2.0 CD-ROMを、CD-ROMドライ
ブに入れる
［ Photoshop Elements 2.0］アイコンがデスクトップに表示されます。

OS 9では、［ Photoshop(R) Elements 2.0］アイコンがデスクトップに表
示されます。

2 インストーラーを起動する

●［Photoshop Elements 2.0］アイコン ［Install Photoshop Elements］ア
イコンの順にダブルクリックします。

Photoshop Elements 2.0のインストーラーパネルが表示されます。

3［続ける］ボタンを押す

4 表示される画面内容にしたがって、インストールをすすめる

Photoshop Elements 2.0の詳しいインストール方法やOS Xにインストールする
ときの注意事項については、Photoshop Elements 2.0 CD-ROM内の［インスト
ールについて］ファイルを参照してください。



画像操作の準備をする

2
この章では、通信モードの設定やカメラとコンピューターの接続方法、
カードリーダー（市販品）の使いかたについて説明します。

2

M
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通信モードを設定する
SOLUTION DISKのソフトウェアを使用して、カメラとの通信を行うには、カメラの通信モー

ドを［標準］に設定します。

1 カメラとコンピューターが接続されていないことを確認し、電源スイ
ッチを〈ON〉にする

2 メニュー〈 〉の［通信設定］を［標準］に設定する

3〈 〉ボタンを押して液晶モニターの表示を消し、電源スイ
ッチを〈OFF〉にする

PTP設定について

PTP機能は、OS Xをお使いの方のみ使用することができます。この機能を使うと簡単に

JPEG画像をコンピューターへ取り込むことができます。また、この機能を使うには、上記

の手順2で、［通信設定］を［PTP］に設定します。

● PTP機能を使ったJPEG画像の取り込みかたについては、「OS X（10.1以降）のPTP機

能でJPEG画像を取り込む」（M-12）を参照してください。

通信モードを設定するときは、必ずカメラとコンピューターが接続されていない状態
で行ってください。カメラとコンピューターを接続した状態で通信モードを設定する
と、カメラやソフトウェアが誤動作します。

通信モードを［PTP］に設定すると、SOLUTION DISKのソフトウェアとカメラの
通信はできません。ソフトウェアを使用するときは、必ず、通信モードを［標準］に
設定してください。
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カメラとコンピューターを接続する
カメラとコンピューターを付属の専用USBケーブルで接続し、通信可能な状態にします。

接続はコンピューターを起動した状態で行うことができます。

1 専用USBケーブルのプラグをコンピューターに接続する
● コンピューターのUSB接続部に
プラグを差し込みます。

● ご使用のコンピューターにより接
続部の位置は異なります。詳しく
は、ご使用のコンピューターの使
用説明書を参照してください。

2 専用USBケーブルのプラグをカメラに接続する
● カバーを開いて、プラグの〈 〉
をカメラの前面に向け、デジタル
〈 〉端子に差し込みます。

3 カメラの電源スイッチを〈ON〉にする
カメラが通信可能な状態になります。

OS 9では、ImageBrowserが起動して、［自動実行］画面が表示されます。
ImageBrowserをお使いになる方は、そのまま、「5章 ImageBrowserで撮影画像
を操作する」を参照してください。

● ImageBrowser以外のソフトウェアをお使いになる方は、ImageBrowserを終了
して、お使いになるソフトウェアを起動してください。

● OS 9をお使いのときに、ImageBrowserを起動させないように設定するには、
「ImageBrowserの自動起動を解除する」（M-62）を参照してください。

● カメラとコンピューターを接続するときは、必ず本ページの操作手順で行ってく
ださい。

● カメラとコンピューターを接続して、SOLUTION DISKからインストールしたソ
フトウェアを起動しているときに以下の操作を行うと、通信不良を起こすことが
ありますので、絶対に行わないでください。
・カメラの電源スイッチを〈OFF〉にする
・CFカードスロットカバーを開ける
・専用USBケーブルを抜いたり、バッテリーを取り出す
・DCカプラー（別売）を取り外したり、ACアダプター（別売）のプラグや電源
コードを抜く

上記の操作を行うときは、必ず使用中のソフトウェアを終了してから行ってください。

専用USBケーブル

USB接続部

専用USBケーブル

デジタル〈 〉端子
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カメラとコンピューターを接続する

画像のバックアップ（コピー）について

カメラとコンピューターを接続するときは、バッテリー残量を気にせずにカメラを使
うことができる、DCカプラーキット（別売）の使用をおすすめします。

● カメラとコンピューターの接続には、専用のUSBケーブル以外は使用しないでく
ださい。

● プラグは、しっかりと根元まで差し込んでください。不完全な接続は故障や動作
不良の原因となります。

● 専用USBケーブルで、カメラとコンピューター本体とを直接、接続してください。
ハブを介しての接続や複数のUSB機器を接続すると、正しく動作しないことがあ
ります。

● USBマウス、USBキーボードを除く、他のUSB機器と同時に動作させると、正
しく動作しないことがあります。そのようなときには、他のUSB機器をコンピュ
ーターから外して、再度接続してください。

● 1台のコンピューターにカメラを2台以上接続しないでください。カメラが正常に
動作しないことがあります。

● カメラとコンピューターが通信しているときは、カメラの表示パネルが点滅した
り、液晶モニターを使用すると、モニターがちらつくことがあります。故障では
ありません。

● 専用USBケーブルを取り外すときは、必ずプラグの側面を持って引いてください。
● カメラとコンピューターを接続したまま何も操作を行わないと、ご使用のコンピ
ューター環境により、通信の継続を確認する画面が表示されることがあります。
この画面が表示されたときは、さらに何も操作を行わないとカメラとの通信が切
断されます。通信を再開するには、シャッターボタンを半押しするか、電源スイ
ッチを〈OFF〉にして、再度〈ON〉にしてください。

● カメラとコンピューターを接続している状態で、コンピューターをスタンバイ
（スリープ）状態にしないでください。
万一、カメラとコンピューターを接続している状態で、コンピューターをスタン
バイ（スリープ）状態にしてしまったときは、専用USBケーブルはコンピュータ
ーから抜かず、必ず、接続したままでスタンバイ（スリープ）状態から回復して
ください。スタンバイ（スリープ）状態で専用USBケーブルを抜くと、コンピュ
ーターの機種によってはスタンバイ（スリープ）状態から正常に回復しないこと
があります。スタンバイ（スリープ）状態の詳細については、お使いのコンピュ
ーターの使用説明書を参照してください。

撮影した画像は、EOS DIGITAL SOLUTION DISKのソフトウェアで操作する前に、
コンピューターのハードディスクなどへバックアップ（コピー）しておくことをおす
すめします。
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CFカードをカードリーダーに差し込む
市販のカードリーダーをお持ちの方は、CFカードから直接コンピューターへ画像を取り込む

ことができます。

1 カメラからCFカードを取り出す

2 CFカードをカードリーダーに差し込む

3 ソフトウェアを起動して画像を取り込む

CFカードのフォルダ構造とファイル名について

撮影画像は、CFカード内の［DCIM］フォルダの中の［xxxCANON］フォルダ（xxxには

100～999の数字が入ります）に保存されています。

● xxxxには数字が入ります。

カードリーダーとコンピューターの接続方法については、ご使用のカードリーダーの
使用説明書を参照してください。

DCIM xxxCANON

MISC

CANONMSC

DPOFの設定をすると作成されるフォルダです。 
DPOFの指定内容を管理するファイルが入っています。 

IMG_xxxx.JPG（JPEG形式の画像） 
CRW_xxxx.CRW（RAW形式の画像） 
CRW_xxxx.THM（カメラのインデックス表示用画像） 

DCIMフォルダの画像を管理するファイルが入っている
フォルダです。 
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OS X（10.1以降）のPTP機能でJPEG画像を取り込む
OS X（10.1以降）をお使いのかたは、PTP（Picture Transfer Protocol）機能を使うこ

とができます。PTP機能を使うと、SOLUTION DISKのソフトウェアを起動することなく、

カメラ内のCFカードに保存されたJPEG画像をコンピューターへ取り込むことができます。

1 カメラの通信モードを［PTP］に設定する（M-8）
● メニュー〈 〉の［通信設定］
を［PTP］に設定します。

●〈 〉ボタンを押して液晶
モニターの表示を消します。

● 終わったらカメラの電源スイッチ
を〈OFF〉にします。

2 カメラとコンピューターを接続し、カメラの電源スイッチを〈ON〉
にする（M-9）
イメージキャプチャまたは、
iPhotoが起動します。

● 起動するソフトウェアは、イメー
ジキャプチャで設定することがで
きます。

3 表示内容にしたがって画像を取り込む
● 表示される画面内容にしたがって操作を行い、JPEG画像を取り込みます。

● カメラを接続したときに起動するソフトウェアを設定するには、イメージキャプ
チャを起動して、［イメージキャプチャ］メニューから［環境設定］を選び、表示
される［イメージキャプチャ環境設定］画面の［カメラを接続したときに起動す
る項目］リストボックスで選びます。

● イメージキャプチャやiPhotoは、OS Xに付属のソフトウェアです。詳しい操作
については、各ソフトウェアのヘルプを参照してください。



File Viewer Utilityで
撮影画像を操作する

3
この章では、File Viewer Utilityを使って、カメラ内のCFカードに
保存されている撮影画像の表示や保存、RAW画像の現像処理や各
種の画像処理、レタッチソフトへの画像転送について説明します。

● File Viewer Utilityの操作方法については、下記の情報もあわせて参照してくだ
さい。

はじめにお読みください：［Canon Utilities］フォルダ ［File Viewer
Utility］フォルダ ［はじめにお読みください］の
順にダブルクリックして表示します。

3

M
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1 カメラとコンピューターを接続する（M-9）
● OS 9では、ImageBrowserが起動して、［自動実行］画面が表示されます。［キャ
ンセル］ボタンを押して［ファイル］メニューから［終了］を選び、
ImageBrowserを終了します。

2 デスクトップの［Canon File Viewer Utility］アイコンをダブル
クリックする
●［Canon Utilities］フォルダ ［File Viewer Utility］フォルダ ［File Viewer
Utility］アイコンの順にダブルクリックして起動することもできます。

File Viewer Utilityメインウィンドウが表示されます。

File Viewer Utilityを起動する
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File Viewer Utilityメインウィンドウ

表示サイズリストボックス
（M-22）

機種依存処理モードリストボックス（M-20）

表示モードリスト
ボックス（M-21）

フォルダツリー表示領域（M-18）

画像転送モードリスト
ボックス（M-41）

画像情報表示
エリア（M-26）

コメント入力ボックス（M-26）

ステータスバー

パス表示
接続しているカメラ、コンピューター
上のドライブやフォルダを表示します。

RGB値の表示
画像の上にカーソルを移動す
ると、カーソルで選んだ座標
位置とRGB（8bit換算）の
値を表示します。

ヒストグラム
画像の明るさの分布が表示されます。

サムネイル枠表示／非表示ボタン（M-23）

画像表示エリア

※ 上記のウィンドウは、すべての情報を表示した状態です。実際には、状況に応じた
情報のみ表示されます。

● OS XでのFile Viewer Utilityの終了は、［File Viewer Utility］メニューから
［File Viewer Utilityを終了］を選びます。

● OS 9でのFile Viewer Utilityの終了は、［ファイル］メニューから［終了］を選び
ます。
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File Viewer Utilityを起動する

１つ後の画像選択ボタン（M-19）

先頭画像選択ボタン（M-19）
バージョン表示
ボタン

１つ前の画像選択
ボタン（M-19）

最後尾画像選択ボタン（M-19）

プロテクト解除ボタン（M-24）
選択画像番号入力ボックス
（M-19）

プロテクトボタン（M-24）

音声メモ再生ボタン
※このボタンは、ご使用のカメラで撮影
した画像には対応していません。

IPTC情報ボタン
※このボタンは、ご使用のカメラ
で撮影した画像には対応してい
ません。

カメラ設定ボタン
（M-44）

右90度回転ボタン
（M-25）

環境設定ボタン
（M-42）

左90度回転ボタン
（M-25）

AFフレーム表示ボタン
（M-22） 画像転送ボタン（M-41）

ファイル保存ボタン
（M-34、M-36、M-38）

画像選択ボタン（M-24）

画像消去ボタン（M-25）

情報更新ボタン
（M-23）

※ 上記のウィンドウは、すべての情報を表示した状態です。実際には、状況に応じた
情報のみ表示されます。
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※ 上記のウィンドウは、すべての情報を表示した状態です。実際には、状況に応じた
情報のみ表示されます。

色の濃さリストボックス
（M-32）

コントラストリストボックス（M-32）デジタル露出補正ボタン（M-28）

ホワイトバランスリストボックス
（M-29、M-30）

シャープネスリストボックス
（M-33）

色温度入力ボックス（M-30）

色あいリストボックス（M-32） 色空間リストボックス（M-33）

クリックホワイト
バランスボタン
（M-31）
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画像を表示する
カメラ内のCFカードやコンピューターに保存されている撮影画像を表示します。

RAW画像は、カメラで設定した現像処理条件にしたがって現像が行われ表示されます。

CFカードに保存されている撮影画像は、CFカードをカメラに入れたまま、専用USBケーブ

ルを経由して表示することができます。また、市販のカードリーダーを使用して、CFカード

に保存されている撮影画像を表示することもできます。

ここでは、カメラ内のCFカードに入っている撮影画像を表示する手順について説明します。

表示したい撮影画像の入っているフォルダを選ぶ
● フォルダツリー表示領域で［EOS
Kiss Digital］の左にある［ ］
［DCIM］フォルダの左にある

［ ］ ［100CANON］の順に
クリックします。

選んだフォルダ内にある撮影画
像が表示されます。

● File Viewer Utilityが表示できるのは以下の画像です。
・キヤノン製デジタルカメラで撮影されたJPEG画像
・キヤノン製デジタルカメラで撮影されたRAW画像
・File Viewer Utilityで保存したTIFF、JPEG画像（M-34）
※File Viewer Utilityで表示できない画像は、［？］が表示されます。

● 市販のカードリーダーを使い、カードリーダー内のCFカードや、コンピューター
に保存されている撮影画像を表示するときも、同様の手順で目的のフォルダをク
リックして表示します。

●「縦横自動回転表示」を設定して縦位置撮影した画像は、自動的に縦位置で画像
が表示されます。

● 選んだフォルダに大量の画像が保存されているときは、表示するまでに時間がか
かることがあります。

● フォルダツリー表示領域内のフォルダを他のフォルダへドラッグ アンド ドロップ
すると、フォルダをコピーまたは移動することができます。また、フォルダ上で
〈control〉+クリックして表示されるメニューでは、フォルダの作成や削除、フォ
ルダ名の変更などを行うことができます。

● 撮影したあとにコンピューターで加工したり、ファイル名を変更した画像は、正
常に表示できないことがあります。

● フォルダの削除を行うと、フォルダ内のすべての画像が消去されます。一度消去
した画像は復元できません。十分に確認してから削除してください。

ご使用のカメラ機種名が表示されます。

100～999までの数字が表示されます。
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マウスで画像を選ぶ

マウスカーソルを画像に合わせてクリックする
● 複数の画像を選びたいときは、
〈shift〉キーを押したまま画像を
クリックします。

● 連続した画像を選びたいときは、
最初の画像をクリックしたあと、
〈option〉+〈shift〉キーを押し
たまま最後の画像をクリックしま
す。

選んだ画像の枠に色が付きます。

コントロールパネルで画像を選ぶ

ボタンを操作、または数値を入力する

画像を選ぶ

キーボードを使って画像を選ぶときは、矢印キー（↑←→↓）を使って画像を選び
ます。

［先頭画像選択］ボタン
表示している先頭の画像を選びます。

［1つ前の画像選択］ボタン
選んでいる画像の1つ前の画像を選びます。

［選択画像番号］入力ボックス
入力した番号の画像を選びます。1から9999
まで入力できます。
番号を入力して〈return〉キーを押します。

［最後尾画像選択］ボタン
表示している最後尾の画像を選
びます。

［1つ後の画像選択］ボタン
選んでいる画像の1つ後の画像
を選びます。
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機種依存処理モードを選ぶ
撮影したRAW画像の現像処理を確認、変更するためのRAW画像処理ツールバーを表示します。

［機種依存処理モード］リストボックスで、画像を撮影したカメラの機種（機種依存処理モー

ド）を選ぶと、撮影されたRAW画像の現像処理を確認、変更することができます。

［機種依存処理モード］リストボックスから機種依存処理モードを選
ぶ

［共通処理］

RAW画像処理ツールバーが非表示となり、RAW画像の現像処理内容の変更を行うこと
はできません。

［EOS Kiss Digital］

RAW画像処理ツールバーが表示されます。RAW画像を選ぶと現像処理の確認と変更を
することができます。ただし、JPEG画像を選んだときは、RAW画像処理ツールバーは
グレー表示になり、使用することはできません。

● RAW画像の現像条件の変更については、「RAW画像の現像条件を変更する」（M-
27）を参照してください。

●［機種依存処理モード］リストボックスで他のカメラを選んだときは、各カメラ
で設定可能なRAW画像処理ツールバーが表示されます。

ご使用のカメラ以外のキヤノン製カメラで撮影した画像が、接続しているカメラ内の
CFカードや選んだフォルダ内に保存されているときは、［機種依存処理モード］リス
トボックスに画像を撮影したカメラの機種依存処理モードが自動的に追加されます。
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● File Viewer Utility起動時は、常にサムネイル表示となります。
● サムネイル表示されている画像をダブルクリックすると、プレビュー表示され
ます。

● ご使用のカメラで撮影したRAW画像には、JPEG画像（Middle/Fine）が同時に
記録されています。RAW画像を選んで［JPEGプレビュー］を選ぶと、RAW画
像内のJPEG画像（Middle/Fine）が表示されます。

画像の表示方法を選ぶ
画像を表示するときのモードやサイズを選ぶことができます。また、AFフレームを表示した

り、サムネイル画像の情報表示枠を表示／非表示にすることもできます。

表示モードを選ぶ

［表示モード］リストボックスから［サムネイル表示］、［プレビュー
表示］、［JPEGプレビュー］のいずれかを選ぶ
選んだ表示モードで画像が表示さ
れます。

■［サムネイル表示］

複数の画像を並べて表示します。また、画像には次の情報が表示されます。

表示番号
表示中の画像に対して、先
頭画像から順に番号が付き
ます。 記録形式

RAW画像には［RAW］マーク
が表示されます。JPEG画像に
は、マークは表示されません。

ファイル名または撮影日時
［環境設定］画面、［一般設定］タブ画面の［画像下部の表示項目］リスト
ボックス（M-42）で選んだ項目が表示されます。

デジタル露出補正値
（M-28）

プロテクトマーク
（M-24）
プロテクトをかけた画像に
表示されます。

■［プレビュー表示］

RAW画像ではRAW画像を、JPEG画像ではJPEG画像を1コマ表示します。

■［JPEGプレビュー］

RAW画像では、RAW画像内に同時記録されたJPEG画像（Middle/Fine）を1コマ表示します。

JPEG画像では、［プレビュー表示］同様、1コマ表示します。
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表示サイズを選ぶ

［表示サイズ］リストボックスから［ラージ］、［ミドル］、［スモール］
のいずれかを選ぶ
選んだ表示サイズで画像が表示さ
れます。

AFフレームの確認

撮影時に使用したAFフレームを表示することができます。

1［表示モード］リストボックスから［プレビュー表示］または、
［JPEGプレビュー］を選ぶ（M-21）

2［AFフレーム表示］ボタンを押す
撮影時に使用したAFフレームが
表示されます。

● 再度ボタンを押すと非表示になり
ます。

画像の表示方法を選ぶ

プレビュー表示では、［ラージ］100%（ピクセル等倍）、［ミドル］50%、［スモー
ル］25%で表示します。

ワンショットAF撮影の画像では、ピントの合ったAFフレームを表示します。なお、
AFフレーム自動選択で撮影したときは、ピントの合ったAFフレームが複数表示され
ることがあります。
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画像の表示方法を選ぶ

サムネイル画像の情報表示枠を表示／非表示にする

サムネイル画像の枠に表示される情報（M-21）を非表示にして、表示する画像のコマ数を増

やします。

1［表示モード］リストボックスから［サムネイル表示］を選ぶ
（M-21）

2［サムネイル枠表示／非表示］ボタンを押す

サムネイル画像の情報表示枠が非表示になります。

● 再度ボタンを押すとサムネイル画像の情報表示枠が表示されます。

メインウィンドウの表示を最新の状態にする

フォルダ内の画像をメインウィンドウに表示しているときに、フォルダツリー表示領域で、

表示中のフォルダ内容を変更（画像のコピーや削除）したときなど、選んでいるフォルダの

内容とメインウィンドウの表示内容が違ってしまうことがあります。そのようなときに、変

更されたフォルダ内容にあわせてメインウィンドウの表示を更新します。

［情報更新］ボタンを押す
メインウィンドウの表示が最新の
状態に更新されます。

画像情報を表示／非表示にする

ヒストグラムと画像情報表示エリアを非表示にして、表示する画像のコマ数を増やします。

［表示］メニュー ［情報表示エリア］ ［表示しない］を選ぶ
ヒストグラムと画像情報表示エリアが非表示になります。

●［表示］メニュー ［情報表示エリア］ ［表示する］を選ぶとヒストグラムと画
像情報表示エリアが表示されます。
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画像にプロテクトをかける

大切な画像を間違って消さないように、プロテクトをかけることができます。

［プロテクト］ボタンを押す

プロテクトが設定され、画像の情報表示枠に［ ］が表示されます。

●［プロテクト解除］ボタンを押す
と画像の情報表示枠から［ ］
が消え、設定が解除されます。

画像を条件で選ぶ

画像を条件で一度に選ぶことができます。

［画像選択］ボタンを押して表示されるメニューから、画像の条件を選ぶ
条件をみたす画像のみ選ばれま
す。

● 複数の画像を選んでいるときは、選んだすべての画像にプロテクトがかけられます。
● カメラでプロテクトをかけた画像は、自動的に［ ］が表示されます。
● プロテクトは画像の消去のみを防止する機能で、画像に対する処理は行うことが
できます。

● 一連の操作は画像を選んだあと、〈control〉+マウスボタンをクリックして表示さ
れるメニューでも行うことができます。

選んだ画像に関する操作



画像を回転する

選んだ画像を左右90度単位で回転させることができます。

画像を回転させる
● 右に回転させるときは［右90度
回転］ボタンを押します。

● 左に回転させるときは［左90度
回転］ボタンを押します。

画像が選んだ方向に90度回転し
ます。

画像を消去する

CFカードやコンピューターの中から不要な画像を消去することができます。

1［画像消去］ボタンを押す
消去を確認する画面が表示されま
す。

2［消去する］ボタンを押す
画像が消去されます。
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● 複数の画像を選んでいるときは、選んだすべての画像が回転します。
●「縦横自動回転表示」を設定して縦位置撮影した画像は、自動的に縦位置で画像
が表示されます。

● 回転した画像を他のソフトウェアで表示すると、画像の回転が反映されないこと
があります。

● 一連の操作は画像を選んだあと、〈control〉+マウスボタンをクリックして表示さ
れるメニューでも行うことができます。

● 一度消去した画像は復元できません。十分に確認してから消去してください。
● 大切な画像は、誤って消去しないようにプロテクト（M-24）をかけてください。
● 複数の画像を選んでいるときは、選んだすべての画像が消去の対象となります。
直前の作業で複数の画像を選んだときなどは、特に注意してください。

一連の操作は画像を選んだあと、〈control〉+マウスボタンをクリックして表示され
るメニューでも行うことができます。

選んだ画像に関する操作
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選んだ画像に関する操作

画像情報の確認とコメント入力

撮影画像には撮影時の情報が記録されています。画像を選ぶと、その情報を確認することが

できます。また、撮影情報をコピーして他のソフトウェアに貼り付けたり、コメントを入力

することができます。

画像情報表示エリア
● ファイル名、カメラ機種名、撮影データなどの情報が表示されます。
項目数はカメラの設定により異なります。

● 複数の画像を選んだときは、最後に選んだ画像の情報が表示されます。
● テキストデータとしてコピーし、他のソフトウェアへ貼り付けること
ができます。

コメント入力ボックス
半角英数字で120文字（全角60文字）まで入力することができます。
コメントを入力し、〈return〉キーを押します。

Adobe RGBで撮影されたときは
Adobe RGBで撮影した画像をレタッチソフトに転送して表示するときは、Adobe
RGBに対応したレタッチソフトを使用し、RGBの設定を「Adobe RGB」にして表
示してください。

画像を印刷する

撮影した画像をインデックス状に印刷することができます。

1 インデックス印刷したい画像を選ぶ（M-19）

2［ファイル］メニューから［インデックス印刷］を選ぶ
プリント設定画面が表示されます。

3 印刷するプリンターや各種設定を行って印刷する
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RAW画像を現像する
RAW画像は、撮影時にカメラで設定した現像条件（現像パラメーターやホワイトバランスな

ど）に基づいて現像処理が行われ、コンピューターに表示されます。

● RAW画像の現像処理は次の操作を行ったときに行われます。

・ サムネイル表示からプレビュー表示に切り換えたとき

・ プレビュー表示および、サムネイル表示状態で、各種の現像処理設定を変更したとき

・ TIFF形式または、JPEG形式に変換して保存したとき

・ TIFF形式に変換して、設定したレタッチソフトに画像を転送したとき

※ リニア処理や偽色緩和は、画像保存のときやレタッチソフトに画像を転送したときの

みに設定できる現像処理です。（M-43）

● 現像時間の目安

・ 現像時間はあくまでも目安です。ご使用のコンピューター環境や画像により、現像時

間は大きく異なります。

・ 現像時間は、当社試験基準によります。

（OS：OSX（10.2）／CPU：Power PC G4 700MHz／RAM：256MB使用時）

・ レタッチソフトに画像転送したときの現像時間には、レタッチソフトの起動時間を含

んでいます。

RAW画像の現像条件を変更する

File Viewer Utilityでは、表示されたRAW画像をより使用目的に最適な画像にするため、現

像処理条件を変更することができます。また、現像条件を変更する際は、デジタル露出補正

やクリックホワイトバランスによるホワイトバランス調整など、カメラでは設定できない現

像処理も条件に加えて現像処理することができます。

● 現像条件の変更は、基になっているRAW画像に手を加えるのではなく、設定した現像条

件を仮想的に適用しています。そのため、何回でも条件を変更して現像処理をやりなおし

たり、変更した現像条件を撮影時の設定に戻すことができます。

カメラ内のCFカードに保存
されているRAW画像を現像
処理したとき

コンピューターのハードディ
スク上に保存されているRAW
画像を現像処理したとき

サムネイル表示からプレビュー表
示に切り換えたとき

TIFF形式に変換して、設定したレ
タッチソフトに画像を転送したとき

サムネイル表示からプレビュー表
示に切り換えたとき

TIFF形式に変換して、設定したレ
タッチソフトに画像を転送したとき

現像条件 現像時間

約55秒

約90秒

約24秒

約63秒
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RAW画像を現像する

1［機種依存処理モード］リストボックスから［EOS Kiss Digital］
を選ぶ（M-20）

2 現像条件を変更したいRAW画像を選ぶ（M-19）
● 現像条件の変更手順については次項目以降を参照してください。

3 画像を保存（M-34）、転送（M-40）する
● 各色何bitで保存、転送するかなどを［環境設定］画面の［RAW処理設定］タブ画
面（M-43）で設定することができます。

明るさを補正する（デジタル露出補正）

画像の明るさを0.1段ステップ、±2段相当の範囲で補正することができます。

1［デジタル露出補正］ボタンを押す
［デジタル露出補正］画面が表示
されます。

2 画像の明るさを補正する
● マウスカーソルをスライダーに合
わせて左右にスライドし、補正量
を設定します。

●［プレビュー］ボタンを押すと、
設定した値によって、画像の明る
さが補正されます。

3［OK］ボタンを押す
設定した補正値が画像に適用され、［デジタル露出補正］画面が閉じます。

補正を行った画像には、補正値が表示されます。

複数の画像を選んでいるときは、選んだすべてのRAW画像に設定した現像処理が適
用されます。

File Viewer Utilityで変更した現像条件は、File Viewer Utilityを終了するとすべて
キャンセルされ、撮影時の現像条件に戻ります。そのため、現像条件を変更した画像
は、TIFF形式または、JPEG形式に変換して保存するか、レタッチソフトに転送して
から保存してください。



M-29

F
ile
V
ie
w
e
r
U
tility

で
撮
影
画
像
を
操
作
す
る

3

M

RAW画像を現像する

ホワイトバランスを調整する

画像のホワイトバランスを調整することができます。

ホワイトバランスは、［ホワイトバランス］リストボックスから設定値を選んで調整すること

ができます。また、画像の白い部分を選んでホワイトバランスを調整する、クリックホワイ

トバランス機能を使うと、より細かなホワイトバランス調整を行うことができます。

ホワイトバランスを選ぶ

［ホワイトバランス］リストボックスから、好みの設定値を選ぶ
● 選べるホワイトバランスは、次の
9種類です。

選んだ設定値が、画像に適用され
ます。

撮影時のホワイトバランスを適用するときに選
びます。

File Viewer Utilityが自動的にホワイトバラン
スを調整します。

晴天の屋外で撮影したときに選びます。

屋外の日陰で撮影したときに選びます。

曇天や日陰、薄暮、夕焼け空などで撮影したと
きに選びます。

白熱電球の照明で撮影したときに選びます。

白色蛍光灯の照明で撮影したときに選びます。

ストロボを使用して撮影したときに選びます。

ホワイトバランスの色温度を2800～10000K
（100Kステップ）の範囲で直接設定することが
できます。（M-30）

ー

約3000～7000

約5200

約7000

約6000

約3200

約4000

約6000

約2800～10000

ホワイトバランス 内　容 色温度/K（ケルビン）

撮影時設定

オート

太陽光

日陰

くもり

電球

蛍光灯

ストロボ

色温度指定
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RAW画像を現像する

色温度を設定する

［ホワイトバランス］リストボックスで［色温度指定］を選んだときは、ホワイトバランスの

色温度を2800～10000K（100Kステップ）の範囲で設定することができます。

1［ホワイトバランス］リストボックスから［色温度指定］を選ぶ

2 色温度を入力する
●［色温度］入力ボックスに、色温
度を入力します。

● 入力範囲は、2800Kから
10000Kまで（100Kステップ）
です。

3〈return〉キーを押す
設定した数値が、画像に適用されます。
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RAW画像を現像する

クリックホワイトバランス

画像の白い部分を1か所選ぶだけで、自動的にホワイトバランスを調整します。

1［クリックホワイトバランス］ボタンを押す
画像の上にカーソルを移動する
と、カーソルが［スポイト］アイ
コンに換わります。

2 画像の白い部分をクリックする

選んだ部分が白くなるようにホワイトバランスが調整されて表示されます。

● 再度、別の場所を選んで調整するときは、［クリックホワイトバランス］ボタンを押
して、白い部分を選びます。

クリックホワイトバランスを使用すると、［ホワイトバランス］リストボックスには
［白点指定］が表示されます。
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RAW画像を現像する

画像の色を調整する

画像の色（コントラスト、色の濃さ、色あい）を調整することができます。色の調整は、そ

れぞれのリストボックスから設定値を選んで行います。

コントラストを調整する

［コントラスト］リストボックスから、好みの設定値を選ぶ
選んだ設定値が、画像に適用され
ます。

色の濃さを調整する

［色の濃さ］リストボックスから、好みの設定値を選ぶ
選んだ設定値が、画像に適用され
ます。

色あいを調整する

［色あい］リストボックスから、好みの設定値を選ぶ
選んだ設定値が、画像に適用され
ます。

●［-2］は強く、［-1］は弱く、肌
色が赤めに調整されます。

［0］は、標準的な色みで調整さ
れます。

［+2］は強く、［+1］は弱く、
肌色が黄色めに調整されます。



M-33

F
ile
V
ie
w
e
r
U
tility

で
撮
影
画
像
を
操
作
す
る

3

M

RAW画像を現像する

変更した現像条件は、File Viewer Utilityを終了するとすべてキャンセルされ、撮影
時の現像条件に戻ります。（M-27）

シャープネスを調整する

画像の輪郭を強調するための調整をすることができます。

［シャープネス］リストボックスから好みの設定値を選ぶ
選んだ設定値が、画像に適用され
ます。

色空間を設定する

撮影した画像の色空間を変更することができます。

［色空間］リストボックスから好みの設定値を選ぶ
選んだ設定値が、画像に適用され
ます。

RAW画像の現像条件をコピーする

1つのRAW画像に対して行った現像条件（デジタル露出補正やホワイトバランス調整などの

設定値）を、簡単に他の画像に反映することができます。

1 各種の現像処理を行ったRAW画像を〈control〉+クリックして、表
示されるメニューから［現像条件をコピー］を選ぶ

2 現像条件を反映したいRAW画像を〈control〉+クリックして、表示
されるメニューから［現像条件を貼りつけ］を選ぶ
コピーした現像条件が、選んだRAW画像に反映されます。

● 現像条件をコピーしてから複数のRAW画像を選び（M-19）、いずれかの画像上で
〈control〉+クリックして表示されるメニューから、［現像条件を貼りつけ］を選ぶ
と、選んだすべての画像に現像条件を反映することができます。

［Adobe RGB］に設定した画像をレタッチソフトに転送して表示するときは、Adobe RGB
に対応したレタッチソフトを使用し、RGBの設定を「Adobe RGB」にして表示してください。
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画像を保存する
CFカードに入っている撮影画像をコンピューターに保存する方法や、RAW画像からJPEG画

像を簡単に抽出してコンピューターに保存する方法、複数の撮影画像をインデックスファイ

ルとしてコンピューターに保存する方法について説明します。

画像をカメラからコンピューターに保存する

撮影した画像は、一度コンピューターに保存することをおすすめします。

1 保存したい画像を選ぶ（M-19）

2［ファイル保存］ボタンを押して表示されるメニューから［変換・フ
ァイル保存］を選ぶ
［ファイル保存］画面が表示され
ます。

3 各項目を設定して［OK］ボタンを押す
選んだフォルダに画像が保存されます。

5

10

6

9

7

8

3

4

1
2

12

11
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画像を保存する

一連の操作は画像を選んだあと、〈control〉+マウスボタンをクリックして表示され
るメニューでも行うことができます。

1 選んだ画像と同じフォルダに、新たな画像として保存されます。カメラ内のCFカードに
保存されている画像を選んでいるときは、選ぶことはできません。コンピューターや、
カードリーダー内のCFカードに保存されている画像を選んでいるときのみ、選ぶことが
できます。

2 画像の保存先となるフォルダを指定することができます。

3 ［以下の指定フォルダに保存］ラジオボタンを選んだときに、画像の保存先となるフォ
ルダを指定します。

4 画像の保存先となるフォルダが表示されます。

5 保存する画像にRAW画像が含まれているときに選びます。

［変換しない］／［Exif-JPEG］／［Exif-TIFF(8bit/ch)］／［TIFF(16bit/ch)］か
ら選びます。

保存後のファイル拡張子は、次のようになります。

変換形式 ファイル拡張子

変換しない _.CRW

Exif-JPEG 形式 _RJ.JPG

Exif-TIFF(8bit/ch) 形式 _RT8.TIF

TIFF(16bit/ch) 形式 _RT16.TIF

6 ［RAWから他の形式への変換］リストボックスで［Exif-JPEG］を選んだときに、［圧
縮率］（画質）を設定することができます。設定できる圧縮率は［4（最高画質）］～［1
（やや高圧縮率）］の4種類です。数値が大きくなるほど高画質なJPEG画像に変換します。

7 画像の名称を変更しないで保存したいときにチェックします。

8 ファイル番号の前に付ける分類用のテキストです。使用できる文字数は、半角12文字
（全角6文字）です。文字を入力すると、テキストボックスの下にある［例］の部分にフ
ァイル名の例が表示されます。

9 ファイル番号の桁数を最大9桁まで設定できます。

10 ファイル番号の開始番号を設定します。

11 ご使用のカメラで撮影した画像は、本機能に対応していません。

12 ご使用のカメラで撮影した画像は、本機能に対応していません。

リニア処理を行うときは、［環境設定］画面（M-43）でリニア処理を設定し、
［TIFF(16bit/ch)］を選んで保存します。また、リニア処理を設定しても、［Exif-
TIFF(8bit/ch)］を選んで保存した画像には、リニア処理は適用されません。
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画像を保存する

RAW画像からJPEG画像を抽出する

ご使用のカメラで撮影したRAW画像には、JPEG画像（Middle/Fine）が同時に記録されて

います。ご使用のカメラで撮影したRAW画像を選んでJPEG抽出を行うと、RAW画像内の

JPEG画像（Middle/Fine）をコンピューターに保存することができます。

1 JPEG画像を抽出したいRAW画像を選ぶ（M-19）

2［ファイル保存］ボタンを押して表示されるメニューから［JPEG
抽出・保存］を選ぶ
［JPEG抽出・保存］画面が表示
されます。

3 各項目を設定して［OK］ボタンを押す
選んだフォルダにJPEG画像が保存されます。

1

3

7
8

2

4

5

6
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画像を保存する

1 選んだ画像と同じフォルダに、新たな画像として保存されます。カメラ内のCFカードに
保存されている画像を選んでいるときは、選ぶことはできません。コンピューターや、カ
ードリーダー内のCFカードに保存されている画像を選んでいるときのみ、選ぶことがで
きます。

2 画像の保存先となるフォルダを指定することができます。

3 ［以下の指定フォルダに保存］ラジオボタンを選んだときに、画像の保存先となるフォ
ルダを指定します。

4 画像の保存先となるフォルダが表示されます。

5 RAW画像の名称を変更しないで保存したいときにチェックします。

6 ファイル番号の前に付ける分類用のテキストです。使用できる文字数は、半角12文字
（全角6文字）です。文字を入力すると、テキストボックスの下にある［例］の部分にフ
ァイル名の例が表示されます。

7 ファイル番号の桁数を最大9桁まで設定できます。

8 ファイル番号の開始番号を設定します。

一連の操作は画像を選んだあと、〈control〉+マウスボタンをクリックして表示され
るメニューでも行うことができます。
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画像を保存する

画像をインデックスファイルとして保存する

複数の画像をインデックス画像とし、1つのJPEGファイルとしてコンピューターに保存します。

1 インデックス保存したい画像を選ぶ（M-19）

2［ファイル保存］ボタンを押して表示されるメニューから［インデッ
クス保存］を選ぶ
［インデックスシートオプション］
画面が表示されます。

3 各設定を入力して［OK］ボタンを押す
［ファイル保存］画面が表示されます。

6

1 作成するインデックスシートの幅を入力します。設定できる範囲は、4～11inchです。

2 作成するインデックスシートの高さを入力します。設定できる範囲は、4～11inchです。

3 インデックス画像の解像度を入力します。設定できる範囲は、50～300pixels / inch
です。

4 入力された幅、高さ、解像度から、推定される画像の容量を表示します。

5 インデックスシートオプションの設定を中止します。

6 設定内容が適用され、［インデックスシートオプション］画面が閉じます。

1

3

2

4

5
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画像を保存する

4 各項目を設定して［OK］ボタンを押す
選んだフォルダにインデックス画像が保存されます。

1 選んだ画像と同じフォルダに、新たな画像として保存されます。カメラ内のCFカー
ドに保存されている画像を選んでいるときは、選ぶことはできません。コンピュー
ターや、カードリーダー内のCFカードに保存されている画像を選んでいるときのみ、
選ぶことができます。

2 画像の保存先となるフォルダを指定することができます。

3 ［以下の指定フォルダに保存］ラジオボタンを選んだときに、画像の保存先となる
フォルダを指定します。

4 画像の保存先となるフォルダが表示されます。

5 ファイル番号の前に付ける分類用のテキストです。使用できる文字数は、半角12文
字（全角6文字）です。文字を入力すると、テキストボックスの下にある［例］の
部分にファイル名の例が表示されます。

6 ファイル番号の桁数を最大9桁まで設定できます。

7 ファイル番号の開始番号を設定します。

4

1

3

2

5 7
6

一連の操作は画像を選んだあと、〈control〉+マウスボタンをクリックして表示され
るメニューでも行うことができます。



画像転送設定は、転送先となるレタッチソフトや画像を保存するフォルダを変更しな
い限り、毎回設定する必要はありません。

M-40

レタッチソフトに画像を送る
File Viewer Utilityに表示されている画像をレタッチソフトへ転送するための設定と手順に

ついて説明します。

画像転送の設定をする

画像を転送するには、転送先となるレタッチソフトと転送画像を保存するためのフォルダを

設定する必要があります。ここでは、Photoshop Elements 2.0へ画像を転送するための

設定方法を例に説明します。

1［環境設定］画面の［一般設定］タブ画面を表示する（M-42）

2［画像転送先アプリケーション］の［参照］ボタンを押す
［アプリケーションの選択］画面
が表示されます。

3［ Photoshop Elements 2.0］を選び、［選択］ボタンを押す
● Photoshop Elements 2.0をインストールしたドライブ ［Adobe Photoshop
Elements 2］フォルダ ［Photoshop Elements 2.0］の順に選びます。

画像を転送するためのレタッチソフトに、Photoshop Elements 2.0が設定され、
［一般設定］タブ画面が表示されます。

4［画像転送用フォルダ］の［参照］ボタンを押す
［転送用フォルダの選択］画面が
表示されます。

5 転送する画像を保存するためのフォルダを選び、［選択］ボタンを押す
フォルダが設定され、［一般設定］タブ画面が表示されます。

6［OK］ボタンを押す
設定内容が適用され、［環境設定］画面が閉じ、終了します。

● 画像転送を行うには、Adobe Photoshop Elements 2.0など市販のレタッチソ
フトが必要です。

● 画像の転送をする前に必ず画像転送の設定を行ってください。
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レタッチソフトに画像を送る

画像を転送する

File Viewer Utilityに表示されている画像を、レタッチソフトへ転送する手順について説明

します。ここでは、Photoshop Elements 2.0を例に説明しますが、「画像転送の設定をす

る」（M-40）で、他のレタッチソフトを設定したときでも、同様の手順で転送を行います。

1 転送する画像を選ぶ（M-19）

2［画像転送モード］リストボックスで転送モードを選ぶ
● 選べる転送モードは次の2種類で
す。

［1コマで転送］：
選んでいる画像をそれぞれ１コマ
の画像として転送します。

［インデックス画像で転送］：
選んでいる画像のサムネイル画像
を作成し、インデックスシート
（JPEG形式）として転送します。

3［画像転送］ボタンを押す
［インデックス画像で転送］が選
ばれているときは、［インデック
スシートオプション］画面が表示
されます。

［1コマで転送］が選ばれていると
きは、画像の転送が開始されます。

●［インデックスシートオプション］
画面の設定については、「画像を
インデックスファイルとして保存
する」（M-38）、手順3を参照し
てください。

4 各設定を入力して［OK］ボタンを押す
Photoshop Elements 2.0が起動し、転送された画像が表示されます。

転送された画像は、設定した画像転送用フォルダに保存されます。

RAW画像は、現像処理のあとTIFF形式に変換されて転送されます。

一連の操作は画像を選んだあと、〈control〉+マウスボタンをクリックして表示され
るメニューでも行うことができます。
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環境設定をする
画像転送に関する各種の設定と、画像転送や保存のときに適用されるRAW画像の現像処理内

容を設定することができます。

1［環境設定］ボタンを押す
［環境設定］画面が表示されます。

2［一般設定］タブ、または［RAW処理設定］タブを選ぶ
タブ画面が表示されます。

3 各項目を設定して［OK］ボタンを押す
設定内容が適用され、［環境設定］画面が閉じ、終了します。

3

2

1

●［一般設定］タブ画面で設定できる項目は次のとおりです。

1 ［画像転送］ボタン（M-41）を押したときに、画像の転送先となるレタッチソフトを
設定します。（M-40）

2 レタッチソフトに転送する画像を保存するためのフォルダを設定します。（M-40）

3 画像の下に表示する情報を設定します。リストボックスで、［ファイル名］、または［撮
影日時］を選びます。

4 Photoshop Elements 2.0などのレタッチソフトに画像を転送するときの解像度を設
定します。設定できる範囲は、10～2000pixels / inchです。

4
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●［RAW処理設定］タブ画面で設定できる項目は次のとおりです。
ここでは、［機種名］リストボックスで［EOS Kiss Digital］を選んだときの項目につ
いて記載しています。

5 ［EOS Kiss Digital］を選びます。

※ 機種名リストに表示されるカメラ機種名は、キヤノン製カメラで撮影した画像が接続
しているカメラ内のCFカードや、選んだフォルダ内に保存されていると自動的に追
加されます。

6 チェックすると、画像の調整は行われません。独自にレタッチソフトで詳細な画像調整
を行いたいときに選びます。

7 チェックすると偽色が緩和されます。

8 チェックするとプレビュー表示したときに16％に縮小された画像が表示されます。

9 bit数を、［各色8bitで転送］、［各色16bitで転送］から選びます。

● 次のボタンはどのタブ画面を選んでも表示されます。どのタブ画面を表示
しているときでも同じ動作をします。

10 表示しているタブ画面の内容を、すべて初期設定に戻します。

11 設定内容をすべて破棄して、変更前の状態に戻し、終了します。

12 設定内容が適用され、［環境設定］画面が閉じ、終了します。

［機種名］リストボックスで他のカメラを選んだときは、各カメラで設定可能な内容
が表示されます。

環境設定をする

11

7

9

10

5
6

12

8



M-44

カメラ設定をする
所有者名と日付／時刻の設定をカメラに適用することができます。カメラに適用した所有者

名と日付／時刻は撮影画像に記録されます。

また、CFカードのフォーマット（初期化）の他、カメラのプロパティ情報やバッテリー、CF

カードの状態を確認することができます。

［カメラ設定］画面を表示する
● File Viewer Utilityから表示する
ときは、メインウィンドウの［カ
メラ設定］ボタンを押します。

● RemoteCaptureから表示すると
きは、［ファイル］メニューから
［カメラ設定］を選びます。

● ImageBrowserから表示すると
きは、カメラウィンドウの［設定］
ボタンを押して表示されるメニュー
から［カメラ設定］を選ぶか、［キ
ヤノンカメラ］メニュー ［設
定］ ［カメラ設定］を選びます。

カメラウィンドウの表示方法につ
いては、5章「ImageBrowserで
撮影画像を操作する」を参照して
ください。

［カメラ設定］画面が表示されます。
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カメラ設定をする

CFカードをフォーマット（初期化）すると、CFカード上の記録内容はすべて消去さ
れます。プロテクトをかけた画像も消去されますので、CFカード上の記録内容を十
分に確認してからフォーマットを行ってください。

カメラ機種名、ボディ番号
（シリアル番号）、ファーム
ウェアのバージョンを表示
します。

カメラの所有者名と日付／
時刻を設定します。［所有
者名］に入力できる文字は、
半角で31文字（全角15文
字）です。

カメラのバッテリー残量を
［OK］または、［LOW］で表示
します。DCカプラーキット（別
売）をカメラに接続して家庭用
電源を使用したときは［AC］が
表示されます。

CFカードがカメラに装着
されているか、未装着かの
確認や空き容量、全容量を
表示します。また、CFカ
ードのフォーマットを行い
ます。

設定内容が適用され、
［カメラ設定］画面が閉
じ、終了します。

設定内容をすべて破棄して、
変更前の状態に戻し、終了し
ます。

設定内容が適用されます。
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カメラ設定をする

所有者名と日付／時刻を設定する

1 所有者の名称を入力する
● 名称はキーボードで入力します。半角英数字で31文字（全角15文字）まで入力で
きます。

2 日付と時刻を設定する
● 日付／時刻をマウスで選び、［▲］／［▼］ボタン（OS 9では［ ］／［ ］ボ
タン）を押して設定するか、キーボードで入力します。また［マックに合わせる］
チェックボックスをチェックする（OS 9では、［マックに合わせる］ボタンを押す）
とコンピューターの日付／時刻データを取り込みます。

3［適用］ボタンを押す
所有者名、日付／時刻がカメラに適用されます。

●［適用］ボタンを押したあとは、所有者名、日付、時刻のいずれかを再設定するま
で押せない状態になります。

●［OK］ボタンを押すと設定内容が適用され［カメラ設定］画面が閉じ、終了します。



コンピューターから
カメラを操作する

この章では、RemoteCaptureを用いたリモート撮影、タイマー撮
影、インターバルタイマー撮影などについて説明します。

● RemoteCaptureの操作方法については、下記の情報もあわせて参照してくだ
さい。

はじめにお読みください：［Canon Utilities］フォルダ ［RemoteCapture］
フォルダ ［はじめにお読みください］の順にダブル
クリックして表示します。

ヘルプ：［ヘルプ］メニューから［RemoteCaptureヘルプ］を選んで表示します。

4
4

M
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RemoteCaptureを起動する

1 カメラとコンピューターを接続する（M-9）
● OS 9では、ImageBrowserが起動して、［自動実行］画面が表示されます。［キャ
ンセル］ボタンを押して［ファイル］メニューから［終了］を選び、
ImageBrowserを終了します。

2［Canon Utilities］フォルダ ［RemoteCapture］フォルダ
［RemoteCapture］の順にダブルクリックして起動する
［カメラに接続しますか？］画面が表示されます。

3［接続］ボタンを押す
●［通信設定］画面が表示されたと
きは、［ポート選択］リストボッ
クスから［USBポート］、［検出
されたカメラ］リストボックスか
らご使用のカメラを選び、［設定］
ボタンを押します。

撮影ウィンドウと保存ウィンドウ
が表示されます。

レリーズボタン
撮影を行います。撮影した画像は、
自動的にコンピューターに保存され
ます。カメラのシャッターボタンを
直接押しても、撮影した画像はコン
ピューターに保存されます。

撮影ウィンドウ

撮影可能枚数
コンピューター、または
カメラ内のCFカードに保
存できる画像の枚数が表
示されます。

サイズ／画質リストボックス
記録画質を選びます。

詳細設定ボタン
撮影ウィンドウの下に詳細設定画面を表示し、各種の設定を行う
ことができます。再度押すと詳細設定画面を閉じます。
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RemoteCaptureを起動する

サムネイルビュー
撮影した画像がサムネイル
で表示されます。

切断ボタン
カメラとの接続を解除し
ます。

画像情報
画像の詳細情報が確認で
きます。

ヒストグラム
画像の明るさの分布が表
示されます。

コメント入力ボックス
画像にコメントを入力することができます。

画像表示エリア
サムネイルビューで選ばれている
画像が表示されます。

削除ボタン
サムネイルビューで選んだ画像
を削除します。削除した画像は、
コンピューター上から完全に削
除されますので、画像をよく確
認してから削除してください。

表示ボタン
サムネイルビューで選ん
だ画像を、別の画面で拡
大表示します。

保存ウィンドウ
RAW画像には
［RAW］マークが表
示されます。JPEG
画像には、マークは
表示されません。

※ 上記のウィンドウは、すべての情報を表示した状態です。実際には、状況に応じた
情報のみ表示されます。

● OS XでのRemoteCaptureの終了は、［RemoteCapture］メニューから
［RemoteCaptureを終了］を選びます。

● OS 9でのRemoteCaptureの終了は、［切断］ボタンを押して［ファイル］メニュ
ーから［終了］を選びます。

●［ファイル］メニューから［カメラ設定］を選ぶと、カメラ設定（M-44）を行う
ことができます。
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4［レリーズ］ボタンを押す
撮影された画像がコンピューターに保存され、画像が表示されます。

● 画像を拡大して確認したいときは、画像を選んで［表示］ボタンを押します。

● 画像を削除したいときは、画像を選んで［削除］ボタンを押します。

RemoteCaptureを操作する
コンピューターからカメラをコントロールして、1枚撮影やタイマー撮影、インターバルタイ
マー撮影を行うことができます。撮影された画像は自動的にコンピューターへ保存されます。
RemoteCaptureで撮影し、コンピューターに保存された画像は、カメラで撮影した画像と
同じようにFile Viewer Utilityで表示したり、現像処理をすることができます。
RemoteCaptureの詳しい操作方法については、ヘルプを参照してください。

コンピューターから撮影する

1 カメラを撮影できる状態にする

2 各種の設定を行う
● サイズや画質の設定は「撮影ウィンドウ」（M-48）を参照してください。

● 撮影画像の保存については、「初期設定」（M-53）を参照してください。

3 テスト撮影を行う
● 撮影ウィンドウの［ ］（詳細設定ボタン）を押し、表示される詳細設定画面で［画
角設定］タブを選んだあと、［テスト撮影］ボタンを押します。

テスト撮影した画像が、テスト撮影表示エリアに表示されます。

テスト撮影表示
エリア

RemoteCaptureの操作は、必ずカメラが撮影可能な状態で行ってください。撮影で
きない状態（レンズを取り付けていない状態など）では、手順通りの操作ができません。
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RemoteCaptureを操作する

● オートフォーカスではピントが合わないと撮影できません。
オートフォーカスで撮影できないときは、マニュアルフォーカスでピントを合わ
せてから撮影してください。

● 縦位置でテスト撮影した画像は、テスト撮影表示エリアに正位置で表示されます。

取り込んだ画像を回転させたいときは、画像を選んだあと［編集］メニューから、
［保存画像を右90度に回転］または、［保存画像を左90度に回転］を選びます。

タイマー撮影

何秒後に撮影するかを設定し、設定した秒数後に撮影されます。

1［ファイル］メニューから［タイマー撮影］を選ぶ
［タイマー撮影］画面が表示されます。

2 タイマー設定（秒数）を入力して［開始］ボタンを押す
● 1秒単位、2秒から30秒までの範囲で設定します。

入力した秒数が経過したあと、タイマー撮影が行われます。

転送時間の目安

・ 転送時間はあくまでも目安です。ご使用のコンピューター環境や画像により、転送時

間は大きく異なります。

・ 転送時間は、当社試験基準によります。

（OS：OSX（10.2）／CPU：Power PC G4 700MHz／RAM：256MB使用時、

［コンピュータにのみ保存］に設定して、撮影ウィンドウ上のレリーズボタンを押した

ときに、保存ウィンドウにRAW画像が表示されるまでの時間）

・ JPEG画で撮影したときは、上記の時間より短くなります。

転送時間 約59秒
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RemoteCaptureを操作する

インターバルタイマー撮影

撮影間隔と撮影枚数を設定し、撮影することができます。

1［ファイル］メニューから［インターバルタイマー撮影］を選ぶ
インターバルタイマー撮影時の警告画面が表示されます。

2 警告の内容を確認して［はい］ボタンを押す
［インターバルタイマー撮影］画面が表示されます。

3 撮影間隔と全撮影枚数を入力して［開始］ボタンを押す
● 撮影間隔は1秒単位、5秒から60分までの範囲で設定します。

● 撮影枚数は、最大9999枚まで設定できます。

入力した撮影間隔で、入力した枚数のインターバルタイマー撮影が行われます。

撮影設定値を確認する
撮影時のカメラ設定の内容を確認することができます。

［ファイル］メニューから［撮影設定値を表示］を選ぶ
［撮影設定値］画面が表示され、撮影時のカメラ設定内容が表示されます。

●［OK］ボタンを押すと、［撮影設定値］画面が閉じます。

画像を印刷する
撮影した画像を印刷することができます。サムネイルビューに表示されているすべての画像

をインデックス状に印刷します。撮影時刻やファイル名も同時に印刷されます。

1［ファイル］メニューから［インデックス印刷］を選ぶ
プリント設定画面が表示されます。

2 印刷するプリンターや各種設定を行って印刷する

ご使用のコンピューターによっては撮影間隔の時間設定が短いと、画像の転送や保存
が間に合わず、設定した間隔での撮影ができなくなることがあります。そのときは、
撮影間隔の設定を長くして、再度撮影してください。

最大撮影枚数は、コンピューターのハードディスク空き容量により、設定できる枚数
が、9999枚より少なくなることがあります。設定できる撮影枚数は、撮影ウィンド
ウの撮影可能枚数表示で確認することができます。（M-48）
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RemoteCaptureを設定する
RemoteCaptureを操作するための各種の設定を行います。設定には、撮影した画像をコン

ピューターに保存するための初期設定と、撮影設定をコンピューターからリモート操作で行

うための詳細設定があります。

初期設定

撮影画像の保存先やファイル名を設定します。

1［RemoteCapture］メニューから［環境設定］を選ぶ
［初期設定］画面が表示されます。

● OS 9をお使いのときは、［ファイル］メニューから［初期設定］を選びます。

［初期設定］画面が表示されます。

2 各項目を設定して［OK］ボタンを押す
設定内容が適用され、［初期設定］画面が閉じ、終了します。

1

6

7

8

3

4

5

2
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RemoteCaptureを設定する

1 カメラにCFカードを入れていなかったり、カメラ内のCFカードがいっぱいでも撮影で
きます。

2 撮影した画像をコンピューターとカメラ内のCFカードの両方に保存します。

3 撮影画像を保存するときのファイル名を入力します。
※ ファイル名は半角英数字で16文字（全角で8文字）まで入力できます。

4 ファイル名の後につける連番の桁数と開始番号を設定します。
※［ファイルの接頭文字］ボックスに［Capture］、［数字桁数］ボックスに［5］、［開
始］ボックスに［1］を入力すると、保存されるファイル名には
［Capture_00001.JPG］または［Capture_00001.CRW］から始まる連番のフ
ァイル名が、自動的に付けられます。

5 ファイルの保存先となるフォルダをディレクトリーで表示します。

6 ファイルの保存先となるフォルダを選びます。

7 設定内容をすべて破棄して、変更前の状態に戻し、終了します。

8 設定内容が適用され、［初期設定］画面が閉じ、終了します。

［レリーズキーの設定］タブを選ぶと、レリーズ用のホットキーを設定することがで
きます。
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RemoteCaptureを設定する

詳細設定

ホワイトバランスや露出補正などの撮影設定を、コンピューターからリモート操作で行えま

す。

1 詳細設定画面を表示する
● 撮影ウィンドウの［ ］（詳細設定ボタン）を押します。

2［撮影設定］タブを選ぶ
［撮影設定］タブ画面が表示されます。

3 各項目を設定して詳細設定画面を閉じる
● 撮影ウィンドウの［ ］（詳細設定を隠す）ボタンを押します。

2

1
3

4

● 詳細設定は、必ずカメラが撮影可能な状態で行ってください。撮影できない状態
（レンズを取り付けていない状態など）では、設定できない項目があります。
● カメラの撮影モードが簡単撮影ゾーンに設定されているときは、撮影設定は行えま
せん。カメラの撮影モードを応用撮影ゾーンに設定してください。

※ 上記の画面は、すべての情報を表示した状態です。実際には、状況に応じた情報の
み表示されます。
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RemoteCaptureを設定する

1 ホワイトバランスを設定することができます。

2 露出補正を行うことができます。

（カメラの撮影モードがプログラムAE、シャッター優先AE、絞り優先AE、自動深度優
先AEに設定されているときのみ有効です）

3 ISO感度を設定することができます。

4 Av（絞り数値）、Tv（シャッター速度）の設定を行うことができます。

（カメラの撮影モードがシャッター優先AE、絞り優先AE、マニュアル露出に設定され
ているときのみ、設定可能な項目が表示されます）



ImageBrowserで
撮影画像を操作する

5
この章では、ImageBrowserを使ってカメラの画像をコンピュー
ターに取り込み、印刷するまでの操作の流れについて説明します。

● ImageBrowserの操作方法については、下記の情報もあわせて参照してください。

はじめにお読みください：［Canon Utilities］フォルダ ［ImageBrowser］
フォルダ ［はじめにお読みください］の順にダブル
クリックして表示します。

ヘルプ：［ヘルプ］メニューから［ImageBrowserヘルプ］を選んで表示します。

ソフトウェアガイド：キヤノンのホームページからダウンロードして表示しま
す。詳しくは「ZoomBrowser EX／ImageBrowserソフ
トウェアガイドについて」（A-7）を参照してください。

M

5
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ImageBrowserを起動する

1 カメラとコンピューターを接続する（M-9）
OS 9では、ImageBrowserが起動して［自動実行］画面が表示されます。

● 自動実行を行わないときは、［キャンセル］ボタンを押して［自動実行］画面を終了
します。

自動実行を行うときは「自動実行画面から自動起動する」（M-60）へ進んでください。

2［Canon ImageBrowser］アイコンをダブルクリックする
● デスクトップの［Canon
ImageBrowser］アイコンまた
は、インストール時に指定したフ
ォルダ内に保存されている
［Canon Utilities］フォルダ
［ImageBrowser］フォルダ
［ImageBrowser］アイコンの順
にダブルクリックします。

ImageBrowserを起動するとブラウザウィンドウが表示されます。

ブラウザウィンドウ

画像を印刷する
ときに押します。

フォルダエリア ブラウザーエリア
フォルダエリアで選ばれたフォルダ
内の画像が表示されます。

RAW画像には、［RAW］
マークが表示されます。

画像を表示する
ときに押します。

画像を拡大、縮小する
ときに押します。

カメラと接続し、カメラウィンドウを表示します。

すべての画像を選ぶときに押します。

画像を削除するときに押します。

OS 9OS X
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ImageBrowserを起動する

カメラまたはCFカードの
イメージが表示されます。

撮影時の情報を表示します。

スライドショー、DPOF
プリント指定情報を編集
することができます。

コンピューター内の画像をカメ
ラ内のCFカードに保存します。

画像を回転します。

画像を印刷するときに押します。

選んだ画像をコンピューターに取り込みます。

カメラとコンピューターの再接
続をします。

カメラウィンドウに表示されているすべ
ての画像を一度に選ぶことができます。

画像を削除するときに押します。

カメラの各種設定が
できます。設定方法
は、「カメラ設定をす
る」（M-44）を参照
してください。

カメラウィンドウ
RAW画像には、［RAW］マークが表示されます。
JPEG画像には、マークは表示されません。

● OS XでのImageBrowserの終了は、［ImageBrowser］メニューから
［ImageBrowserを終了］を選びます。

● OS 9でのImageBrowserの終了は、［ファイル］メニューから［終了］を選びます。

3［キヤノンカメラ］ボタンを押す
カメラウィンドウが表示され、カ
メラ内のCFカードに保存されて
いる撮影画像が表示されます。

●［通信設定］画面が表示されたときは、［ポート選択］リストボックスから［USB
ポート］、［検出されたカメラ］リストボックスからは接続しているカメラを選び、
［設定］ボタンを押します。
● フォルダエリアの［キヤノンカメラ］アイコンをクリックしても、カメラウィン
ドウを表示することができます。
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ImageBrowserを起動する

自動実行画面から自動起動する

OS 9では、カメラとコンピューターを接続したときに表示される［自動実行］画面から

ImageBrowserを自動的に起動することができます。

1 カメラとコンピューターを接続する（M-9）
［自動実行］画面が表示されます。

2［画像を一覧表示する］ラジオボタンが選ばれていることを確認し、
［OK］ボタンを押す

カメラウィンドウとブラウザウィ
ンドウが表示されます。

●［通信設定］画面が表示されたときは、［ポート選択］リストボックスから［USB
ポート］、［検出されたカメラ］リストボックスからは接続しているカメラを選び、
［設定］ボタンを押します。
● 市販のカードリーダーをコンピューターと接続したときも、同様の手順で
ImageBrowserを起動します。

● カメラとコンピューターの接続時に、ImageBrowserを起動させないように設定
したいときは、「ImageBrowserの自動起動を解除する」（M-62）を参照してく
ださい。
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2回目以降にImageBrowserを自動起動したときは

［自動実行］画面に、前回選んだ自動処理の設定が表示されます。そのままの設定を実行する

ときは［開始］ボタンを、何も実行しないときは［キャンセル］ボタンを、設定を変更する

ときは［設定変更］ボタンを押します。

［設定変更］ボタンを押すと、画面が次のように替わります。

●［画像を一覧表示する］ラジオボタンを選んだときは、［OK］ボタンを押します。

カメラウィンドウが表示されます。

●［画像を取り込む］ラジオボタンを選んだときは、［次へ］ボタンを押したあと、表
示される画面内容にしたがって操作します。

カメラ内の画像が取り込まれます。

●［RemoteCaptureを起動する］ラジオボタンを選んだときは、［OK］ボタンを押
します。

RemoteCaptureが起動します。（M-48）
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ImageBrowserを起動する

ImageBrowserの自動起動を解除する

OS 9では、カメラとコンピューターを接続したときに、ImageBrowserが自動的に起動し

ないように設定することができます。

1 （アップル）メニュー ［コントロールパネル］ ［Canon
ImageBrowser Auto Launch］を選ぶ
［USBカメラ接続時設定］画面が表示されます。

2［カメラ接続時に以下のアプリケーションを起動する］チェックボッ
クスのチェックを外す

3［USBカメラ接続時設定］画面を閉じる
● 画面左上の［ ］を押して終了します。

次回の接続から、ImageBrowserは自動的に起動しなくなります。
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画像を取り込み保存する
カメラやカードリーダー内のCFカードに保存されている画像を取り込んでコンピューターに

保存します。

1 画像を表示する
● ブラウザウィンドウの［キヤノン
カメラ］ボタンを押します。

カメラウィンドウが表示され、カ
メラ内のCFカードに保存された
撮影画像が表示されます。

2 画像を選んで［取り込み］ボタンを押す
● 画像を選ぶときは、取り込みたい画像をクリックします。

● 複数の画像を選ぶときは、〈Shift〉キーを押したまま画像をクリックします。

● 選んだ画像を再度クリックすると、選ばれた状態を解除します。

［フォルダの選択］画面が表示されます。

OS 9では、［フォルダ選択］画面が表示されます。

●［通信設定］画面が表示されたときは、［ポート選択］リストボックスから［USB
ポート］、［検出されたカメラ］リストボックスから接続しているカメラを選び、［設
定］ボタンを押します。

● フォルダエリアの［キヤノンカメラ］アイコンをクリックしても、カメラウィンド
ウを表示することができます。

● 市販のカードリーダーを使い、カードリーダー内のCFカードや、コンピューターに
保存されている撮影画像を表示するときは、フォルダエリアの［EOS_DIGITAL］
アイコンの左にある［ ］をクリックして、表示される［DCIM］アイコンをダブ
ルクリックします。
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3 画像の取り込み先を選んで［選択］ボタンを押す
画像の取り込みが開始され、取り
込まれた画像がブラウザウィンド
ウに表示されます。

● カメラウィンドウに表示されている画像を、ブラウザーエリアやフォルダエリアへ
ドラッグ アンド ドロップしても、コンピューターへ画像を取り込めます。

● カメラとの接続を終了するときは、カメラウィンドウの、［ファイル］メニューか
ら［閉じる］を選び、終了します。

画像を取り込み保存する
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M-65

画像を印刷する

1 画像をブラウザウィンドウに表示する（M-63）

2 ブラウザーエリアで印刷したい画像を選ぶ

3［印刷］ボタンを押して表示されるメニューから［レイアウト印刷］を選ぶ
［レイアウト選択］画面が表示さ
れます。

4 レイアウトを選び、［次へ］ボタンを押す
● ここでは、［自由に並べて印刷］ラジオボタンを選びます。

［レイアウト選択］画面の用紙設定画面が表示されます。

画像の大きさや位置を自由に
決めて、自分好みのデザイン
をしたいときに選びます。

画像をインデックス状に並べて
印刷したいときに選びます。

L版、名刺サイズなどの固定サイ
ズの用紙に、できるだけ詰め込
んで印刷したいときに選びます。

1ページに何コマという指定に合
わせて、紙全体にすきまなく画
像をレイアウトして印刷します。
（フチなし全面印刷対応プリンタ
ーをお使いのときは、［フチなし
印刷］が表示されます）

●［自由に並べて印刷］ラジオボタンを選ぶと、写真の大きさや位置を自由に指定
して印刷することができます。また、その他のプリントモードを選ぶことで、画
像をインデックス状に並べて印刷したり、タイル状に敷きつめて印刷することが
できます。

● OS 9で、ミシン目入り用紙に対応したキヤノン製プリンターをお使いのときは、
［キヤノン純正ミシン目入り用紙に印刷］ラジオボタンが表示され、キヤノン純正ミ
シン目入り用紙に印刷することができます。

● 手順4の設定内容は、手順3で選んだ印刷の種類によって異なります。

※プリントモードの項目は、お使いのプリンターによっ
て異なります。



画像を印刷する

M-66

5［ページ設定］ボタンを押す
● OS 9では、［用紙設定］ボタンを
押します。

● 表示される設定画面で、用紙のサ
イズや印刷方向などの設定を行い
画面を閉じます。

再度、［レイアウト選択］画面が
表示されます。

6［OK］ボタンを押す
印刷ウィンドウが表示されます。

7 印刷画面を編集し、［印刷］ボタンを押す
プリント設定画面が表示されます。
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画像を印刷する

画像サイズの変更
画像の周囲をドラッ
グして、画像サイズ
を変更します。

レイアウトを最初の
状態に戻します。

選んだ画像を回転します。

1枚の用紙に印刷する画像数の
初期設定を変更します。

［レイアウト選択］画面を表示します。

プリンター設定画面を表示
します。

画像に見出しをつける
画像をクリックして［編集］
メニューの［見出しの編集］
を選びます。

文章の挿入
［編集］メニューの［テキス
トの挿入］を選びます。

ページタイトルの編集
［編集］メニューの［ヘッダ
の編集］を選びます。

レイアウトの変更
画像をドラッグして、レイ
アウトを変更します。

印刷ウィンドウ

［レイアウト選択］画面で［自由に並べて印刷］ラジオボタンを選んでいるときは、写真の大

きさや位置を自由に指定して印刷することができます。

● レイアウトしたページを保存する

［ファイル］メニューから［保存］を選ぶと、レイアウトしたページを「アルバム」
として保存することができます。

● ページ内に画像を追加する

ブラウザウィンドウに表示されている画像を、印刷ウィンドウへドラッグ アンド
ドロップします。

● 画像の角度を変更する

画像を選んでから［回転］ボタンを押し、表示されるメニューから［右に90度］、
［左に90度］、［180度］のいずれかを選びます。
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画像を印刷する

● 画像の大きさを変更する

画像の上にカーソルを移動して表示される矢印で大きさを変更します。

※ プリントモードにより画像の大きさや角度が変更できないことがあります。

8印刷するプリンターや各種設定を行って印刷する

矢印をドラッグすると画像の大きさが
変わります。
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画像を印刷する

画質を調整して印刷する（Exif 2.2対応）

ImageBrowserには、Exif 2.2（Exif Print）に対応した画質調整機能があります。

この機能を使うと、自動的に補正がかけられた印刷を行うことができます。

1［ImageBrowser］メニューから［環境設定］を選ぶ
［環境設定］画面が表示されます。

● OS 9をお使いのときは、［編集］メニューから［プレファレンス］を選びます。

［プレファレンス］画面が表示されます。

●［環境設定］画面と［プレファレンス］画面では、同様の設定を行うことができ、
操作手順も同じです。

2 リストボックスから［印刷］を選んで画質補正の設定を行い、［OK］
ボタンを押す
補正値が設定され終了します。

3 画像を印刷する（M-65）

● Exif 2.2対応のカメラで撮影した画像には、撮影条件、撮影シーンなど、撮影時
の設定情報が記録されています。Exif Print補正では、これらの情報を使って撮影
時の状況に、より忠実な画質補正を行います。

● 画質補正の設定は、ImageBrowserから印刷するすべての画像に適用されます。

画質補正を行うときは、必ず
チェックマークを付けます。

Exif 2.2対応のカメラで撮影した
画像や、その他の画像を自動的
に画質補正します。

Exif 2.2対応のカメラで撮影し
た画像のみ自動的に画質補正し
ます。
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RAW画像の現像と画像合成
ImageBrowserでRAW画像を現像する

ImageBrowserからRAW画像の現像を行うには、File Viewer Utilityを起動します。

1 画像をブラウザウィンドウに表示する（M-63）

2 ブラウザーエリアで現像するRAW画像を選ぶ

3［ファイル］メニューから［RAW画像の処理］を選ぶ
File Viewer Utilityが起動し、RAW画像がFile Viewer Utilityメインウィンドウ
に、サムネイルで表示されます。

4 RAW画像を現像する
● RAW画像の現像方法については、「RAW画像を現像する」（M-27）を参照してく
ださい。

PhotoStitchで画像を合成する
撮影した複数の画像を自動的に合成して、パノラマ写真などが簡単に作成できます。

1 画像をブラウザウィンドウに表示する（M-63）

2 ブラウザーエリアで複数のJPEG画像を選び、［編集］メニューから
［PhotoStitch］を選ぶ

PhotoStitchが起動します。

● ガイダンスの説明にしたがって、画像を合成します。

● PhotoStitchの操作の詳細については、PhotoStitchのヘルプを参照してください。

ImageBrowserからFile Viewer Utilityを起動したときは、File Viewer Utilityで使
用できる機能が限定されます。［フォルダツリー表示領域］が表示されないほか、カメ
ラ設定、画像の回転、画像転送、インデックス保存、画像消去、情報更新、画像のプロ
テクトなどの機能を使用することはできません。

● PhotoStitchでRAW画像は合成できません。
● PhotoStitchで合成できる画像は、最大4コマです。



トラブルシューティングと
アンインストール

6
この章では、トラブルシューティングや、ソフトウェアのアンイン
ストールなどについて説明します。

M

6
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「インストールが手順通りできない」、「カメラとコンピューターが通信できない」、「ソフトウ

ェアが正しく動作しない」というときは、以下の項目を確認してください。

ソフトウェアをインストールしたのに、カメラとコンピューターが通信
できない

● お使いのコンピューターは、以下に該当していますか？

→ USB接続部を標準装備したMacintoshコンピューター
※標準装備以外のコンピューターでUSB接続を行ったときの動作保証はしていません。

● カメラとコンピューターが正しく接続されていますか？

→ 専用USBケーブルで、カメラとコンピューターを正しく接続してください。（M-9）

● カメラの通信設定は、正しく設定されていますか？

→ SOLUTION DISKのソフトウェアをご使用になるときは、カメラの通信設定を［標
準］に設定してください。また、OS XでPTP機能を使うときは、［PTP］に設定し
てください。（M-8）

● カメラのバッテリー残量は十分ですか？

→ コンピューターからカメラへの電源供給は行われません。カメラにDCカプラーキッ
ト（別売）を接続するか、充電済みのバッテリーを入れてコンピューターに接続して
ください。（付属のカメラ使用説明書「バッテリーを入れる／取り出す」）

● 2台以上のカメラをコンピューターに接続していませんか？

1台のコンピューターに2台以上のカメラを接続すると、ソフトウェアおよびカメラが正
しく動作しないことがあります。

→ ソフトウェアをいったん終了させてから、すべての専用USBケーブルを外します。
そのあと、カメラに接続された1本の専用USBケーブルだけをコンピューターに再度
接続してください。

● 初代iMacのファームウェアをアップデートしないで使っていませんか？

iMac Firmware Update（アイマック ファームウェア アップデート） でファームウェ
アをアップデートしたあと、Mac OSをOS X、またはOS 9にアップデートしてくださ
い。

→ iMac Firmware UpdateはApple社のホームページからダウンロードしてください。

→ OS X、OS 9は市販のものをご購入ください。

（※OS Xではバージョン10.2、OS 9では9.2を推奨しています）

トラブルシューティング
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トラブルシューティング
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ソフトウェアが起動しないまたは、正しく動作しない

● ソフトウェアの初期設定ファイルが壊れている？

→ ご使用になるソフトウェアの初期設定ファイルが壊れている可能性があります。
すべてのソフトウェアを終了して、［Preferences］フォルダ（OS 9では［初期設
定］フォルダ）から［Canon CameraCom Pref］ファイルとお使いになるソフト
ウェアのファイルを削除し、ソフトウェアを起動してください。

OS Xをお使いのときは、システムが保存されているハードディスクドライブをダブ
ルクリックして、［ホーム］ボタンを押し、［ライブラリ］（［Library］）フォルダ
［Preferences］フォルダの順にダブルクリックして［Preferences］フォルダを
開き、目的のファイルを削除します。

OS 9をお使いのときは、システムが保存されているハードディスクドライブ ［シ
ステムフォルダ］ ［初期設定］フォルダの順にダブルクリックして［初期設定］フ
ォルダを開き、目的のファイルを削除します。

・Canon CameraCom Pref 各ソフトウェアが共通に使用する通信用の初期
設定ファイル

・CanonFileViewerUtility Pref FileViewerUtilityの初期設定ファイル

・RemoteCapture Pref RemoteCaptureの初期設定ファイル

・ImageBrowser Preferences ImageBrowserの初期設定ファイル
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アンインストール
● ソフトウェアのアンインストールは、OS 9のImageBrowserを除き、OS X、OS 9とも
同様の手順で行います。

● アンインストールをはじめる前に、起動しているすべてのソフトウェアを終了し、専用
USBケーブルをコンピューターから取り外してください。

● 削除するフォルダやコントロールパネル内のソフトウェアをゴミ箱に移動したときは、
［Finder］メニューから［ゴミ箱を空にする］（OS 9では、［特別］メニューから［ゴミ箱
を空に］）を選び、ゴミ箱を空にしてください。ゴミ箱を空にしていない状態では、ソフ
トウェアの再インストールはできません。

ソフトウェアをアンインストール（削除）する

ここでは、File Viewer Utilityを例に、アンインストールの手順を説明します。他のソフト

ウェアをアンインストールするときも同様の手順で行います。

1 ソフトウェアが保存されているフォルダを表示する
●［Canon Utilities］フォルダを
開きます。

2 アンインストールしたいソフトウェアのフォルダをゴミ箱に移動して
削除する
● OS 9のImageBrowserをアンインストールするときは、このあと、［コントロール
パネル］から［Canon ImageBrowser Auto Launch］をゴミ箱に移動して削除
します。

● ゴミ箱にフォルダを移動して削除するときは、大切な画像をいっしょに削除しな
いように、十分注意してください。

● アンインストールが終了したら、コンピューターを再起動してください。
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● ゴミ箱にフォルダを移動して削除するときは、大切な画像をいっしょに削除しな
いように、十分注意してください。

● アンインストールが終了したら、コンピューターを再起動してください。

Photoshop Elements 2.0をアンインストールする

1［Adobe PhotoshopElements 2］フォルダが保存されている
フォルダを表示する

2［Adobe PhotoshopElements 2］フォルダをゴミ箱に移動し
て削除する
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